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『韻
府
群
玉
』
版
本
考
(三
)

住吉朋
彦

本
稿
で
は
先
ず
、
平
成
十
四
年
度
の
在
外
伝
本
調
査
に
ょ
っ
て
判
明
し
 

た
事
柄
を
中
心
に
、
拙

稿

「
『韻
府
群
玉
』
版

本

考
(
一

ご

(
本
集
第
三
 

十
五
輯
、
平
成
十
三
年
二
月
、
以
下
前
々
稿
と
略
称
)
、
「
同

(
ニ
)」
(同
 

第
三
十
六
輯
、
同
十
四
年
ニ
月
、
以
下
前
稿
と
略
称
)
に
補
正
を
如
又
る
。 

こ

れ

ら
前
ニ
稿
に
記
し
た
の
は
、
『韻
府
群
玉
』
の
原
本
と
、
洪
武
韻
改
 

編
本
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。
次
で
新
た
に
『韻
府
群
玉
』
の
新
増
説
文
 

本
と
、
新
増
直
音
説
文
本
に
及
炎
。
紙
幅
の
都
合
上
、
新
増
説
文
王
元
貞
 

校
本
、
続
編
本
、
増
続
会
通
本
に
つ
い
て
は
本
稿
に
掲
載
出
来
な
か
っ
た
。

一

原

本

.
洪
武
韻
改
編
本
諸
版
解
題
補
正

先
ず
在
外
伝
本
調
査
等
に
ょ
り
新
た
に
著
録
し
得
た
伝
本
の
中
、
前
ニ
 

稿
に
解
題
し
た
、
『説
文
解
字
』
の
増
入
を
伴
わ
な
い
原
本
諸
版

と

、
原
 

本
を
基

と

し

て
洪
武
韻
の
序
に
改
編
し
た
版
種
に
つ

き
補
正
し
た
い
。

◦
原
本
之
属

韻
府
羣
玉
ニ
〇
卷
 

〔前
々
輯
三
四
六
頁
、
前
輯
四
〇
四
頁
〕 

元
陰
時
夫
(時
遇
)
編
陰
中
夫
(幼
達
)
注
 

元
元
統
ニ
年
(.一
三
三
四
)
刊

(梅
溪
書
院
)

ニ
修

本
版
に
は
、
巻
首
を
は
じ
め
大
量
の
補
刻
を
加
え
た
伝
本
が
あ
り
、
わ
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が
国
の
國
學
院
大
学
図
書
館
、
大
東
急
記
念
文
庫
、
京
都
府
立
総
合
資
料
 

館
の
蔵
本
は
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
る
が
〔前
々
輯
三
五
一
頁
〕
、
新
た
に
 

知
見
し
た
後
掲
の
上
海
図
書
館
蔵
本
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
伝
 

本
に
つ
い
て
補
刻
の
跡
を
具

さ
に追
っ
て
み
る
と
、
伝
本
に
よ
っ
て
補
刻
 

の
張
数
に
小
異
が
あ
る
。
右
の
中
、
國
學
院
本
の
補
刻
が
最
も
少
な
く
 

(原
刻
の
残
数
が
最
も
多
く
)
、
大
東
急
本
、
京
都
府
本
で
は
補
刻
の
数
を
 

増
し
て
い
る
。
上
図
本
で
は
ど
ぅ
か
と
見
る
と
、
國
學
院
本
よ
り
補
刻
が
 

多
い
の
で
あ
る
が
、
大
東
急
本
や
京
都
府
本
よ
り
は
少
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
 

て
、
國
學
院
本
と
大
東
急
本
等
と
の
間
に
修
印
の
次
数
を
加
え
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
上
図
本
の
段
階
を
ニ
修
、
大
東
急
 

本
等
の
段
階
を
三
修
と
呼
称
す
る
。
ニ
修
本
で
新
た
に
補
刻
さ
れ
た
の
は
 

以
下
の
張
子
で
あ
る
。

◦
ニ
修
次
補
刻
第
十
卷
第
三
十
七
•
八
張
、
第
十
一
巻
第
十
一
'

一、 

二
十
九
.
三
十
張
、
第
十
二
巻
第
四
十
ニ
.
三
張
 

こ
れ
ら
が
新
増
説
文
本
を
開
刻
し
た
劉
氏
日
新
堂
へ
の
原
板
移
譲
に
伴
 

う
補
刻
で
あ
る
こ
と
は
前
稿
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
、 

三
修
本
で
新
た
に
補
刻
さ
れ
た
の
は
、
前
々
稿
に
報
告
の
張
子
か
ら
こ
の
 

ニ
修
次
の
補
刻
を
差
引
い
た
、
以
下
の
張
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〇
三
修
次
補
刻
第
十
卷
第
二
十
一
•
二
十
ニ
、
四
十
九
張
、
第
十
一
巻

第
一
ー
四
、
四
十
五
—
八
張
、
第
十
二
巻
第
三
十
一
•
ニ
張
、
第
十
三
巻
 

第
十
七
•
八
、
二
士
ニ
.
四
、
二
十
九
•
三
十
、
五
十
三
—
六
張

〈
上
海
図
書
館
七
七
三
ニ
四
七
〉 

ニ
◦
冊
 

訓
点
書
入
本
清
徐
乃
昌
旧
蔵

後
補
淡
茶
色
気
泡
文
表
紙
(
ニ
六
•四

X

一
六
•八
糖
)
、
包
角
。
金

鑲玉
装
。 

首
に
序
、
凡
例
、
事
目
、
目
録
を
存
す
る
が
、
総

目
は近
世
期
邦
人
の
補
 

鈔
に
係
る
。
毎
巻
一
冊
。
匡
郭
ニ
ー

•
一
X

一

ニ

•
五

糖

(補
刻
)。

本
邦
室
町
末
近
世
初
朱
竪
.
傍

•
句

•
返
点
、
送
仮
名
、
連
合
符
、
同
墨
 

音
仮
名
、
襴
上
補
注
、
校
注
、
同
朱
墨
磨
滅
部
補
鈔
を
加
ぅ
。
第
十
三
巻
 

首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「南
\
谷
」
朱
印
影
、
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「積
學
 

齋
徐
乃
昌
臧
書
」
、
目
録
首
に
「南
陵
徐
乃
昌

\

校
勘
經
籍
記
」
朱
印
影
 

を
存
す
。

徐
乃
昌
の
旧
獲
書
で
は
、
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
に
も
同
版
無
修
の
 

伝
本
を
存
す
る
。
北
京
の
本
は
伊
沢
蘭
軒
の
旧
蔵
書
で
も
あ
り
、
共
に
近
 

世
以
前
に
、

一
旦
は
日
本
に
将
来
さ
れ
た
伝
本
で
あ
る
〔前
輯
四
〇
四
頁
〕。

同
 

〔前
々
輯
三
五
三
頁
.
前
輯
四
〇
五
頁
〕 

元
至
正
二
十
八
年
刊
(秀
岩
書
堂
)

拠
元
元
統
ニ
年
刊
本

- 2 00 -



〈
南
京
図
書
館
(
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)
K
五
〇
三
四
〉

巻
一
、
五
—
十
二
、
十
七
補
配
〔明
前
期
〕
刊
新
増
説
文
本
 

明
文
彭
、
彭
年
、
清
丁
丙
旧
蔵

第
二
ー
四
、
十
三
I

六
、
十
八
I

二
十
卷
を
存
す
(ニ
〇
冊
の
ぅ
ち
八
#
)
。 

詳
細
後
掲
。

〈
上
海
図
書
館
八
一
四
六
九
七
〉 

ニ
ニ
冊
 

卷
ー

丄ニ
、
十
七

丄一
十
清
康
熙
二
十
八
、
九
年
補
鈔
(許
濬
) 

巻
十
三
—
六
補
配
明
弘
治
六
、
七
年
刊
新
増
説
文
本
 

後
補
藍
色
表
紙
(
ニ
七
.
二

X

一 
五
•九
糰
)
、
浅
葱
色
包
角
。
天
地
截
断
、 

金

鑲玉
装
(補
鈔

K
：一

を
除
く
)
。
見
返
し
、
前
副
葉
子
後
補
。
第
四
、
五
 

巻
を
各
ニ
冊
と
す
る
他
は
毎
巻
一
冊
。
第
六
卷
第
三
十
七
•
三
十
八
張
欠
、 

第
七
卷
第
十
、
九
張
錯
綴
。

序

(補
鈔
こ
)
、
目

録

(こ
、
末

葉

「
元
統
甲
戌
春

\

梅
溪
書
院
刊
」
牌
 

記
模
写
、
こ
こ
ま
で
六
張
)
、
又

序

(補

鈔

甲

〔清
許
濬
〕
、
「
韻
府
群
玉
 

陰
復
春
自
序
」
以
下
一
張
、
題

下

に

(イ
)
単
辺
方
形
陽
刻
「半
憂
居
士
 

\
藏
書
之
印
」
朱
印
影
)
、
事

目

(乙
)
、
凡

例

(こ
、
こ
こ
ま
で
ニ
張
)
、 

題

記

(甲
、
一
張
)
首
低
ニ
格
題
「補
鈔
題
語
」
、
同
行
下
に
(
ロ
)
単
辺
方
 

形

陽

刻

「中
弍
子
」
、
(
ハ
)
同

「高
陽
博

\

明
氏
珍

\

藏
圖
書
」
朱
印
影
を

存
し
、
次
行
ょ
り
本
文
「辛
卯
冬
有
童
子
以
廢
書
相
售
束
而

庋之
今
秋
遇
 

從
檢
閲
中
有
韻
府
六
帙
覩
\
其
字
畫
遒
潔
為
前
元
之
板
所
缺
者
一
東
至
十
 

灰
曁
入
聲

一

韻
因
不
憚
晨
窗
夜

\

火
手
録
成
集
而
或
則
誚
日
茲
書
窮
搜
彙
 

刮
誠
博
雅
君
子
之
所
需
然
坊
臚
/
戸
設
非
若
孔
墻
汲
家
難
搆
之
奇
何
足
費
 

暮
年
之
筆
札
勤
老
眼
之
糢
糊
/
而

矻t
於
可
已
之
勞
乎
余
應
之
日
唯
た
否
 

t
延
祐
迄
今
以
年
考
之
四
百
有
餘
滄

\

桑
陵
谷
鼎
社
幾
遷
而
其
殘
編
猶
 

然
不
朽
毀
良
非
易
矣
一
旦
将
覆

瓿是
供

\

心
焉
忍
乎
繪
而
藏
之
一
以
全
先
 

代
之
遺
文
ー
以
留
今
時
之
舊
物
不
亦
可
乎
於
戯
非

\

獨
完
吾
輩
惜
書
之
一
 

念
并
欲
以
告
後
之
閲
是
書
者
其
亦
加
之
珍
護

\

也
哉
時
康
熙
二
十
九
年
歳
 

次
庚
午
莫
釐
許
濬
謹
識
於
石
筍
里
之
寓
\
樓
」
と
あ
り
、
末
行
下
に
(
ニ
) 

無
辺
方
形
陰
刻
「
石
筍

\
里

\

寓
公
」
、
(
ホ
)
単
辺
方
形
陽
刻
「許
濬
\
 

字

\

致
遠
」
朱
印
影
を
存
す
。
巻

首

題

「韻
府
群
玉
卷
之
一
〔

〕莫
釐
山
 

人
許
濬
致
遠
氏
抄
」
、
署
名
に
重
ね
(
へ
)
無
辺
方
形
陰
刻
「
呉
興

\

許
 

氏
」
、
(ト
)
単
辺
方
形
陽
刻
「讀
画

\

齋
臧
」
、
同

行

に

(
チ
)
単
辺
方
 

形

陽

刻

「鏡
澂
\
欣
賞
」
、
(
リ
)
無
辺
方
形
陰
刻
「厚
基

\

之
印
」
、
(
ヌ
) 

単
辺
方
形
陽
刻

r餘
園

\

山
人
\
玩
賞
」
朱
印
影
を
存
す
。
第
一
—
三
、 

十
七
—

二
十
巻
は
こ
の
許
濬
の
補
鈔
に
係
る
。
本
文
は
新
増
説
文
本
で
、 

無
辺
無
界
、
毎
半
葉
一
〇
行
行
三
〇
字
。
第
三
巻
首
題
下
「康
熙
己
已
年
 

陽
月
莫
釐
山
人
許
濬
致
遠
氏
抄
」
識
語
、
第
十
七
巻
尾
末
行
下
「時
康
熙
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二
十
八
年
陽
月
二
十
四
日
抄
於
石
箏
里

\

寓
樓
懦
庵
許
濬
其
年
週
甲
有
ニ
 

歳
」
識
語
、
直

下

に

(
ル
)
無
辺
方
形
陽
刻
「致

\

遠
」
朱
印
影
、
第
十
 

九
巻
首
題
下
「東
洞
庭
山
人
許
濬
致
遠
氏
補
鈔
」
識
語
、
巻
尾
末
行
下
に
 

双

行

で

r康
熙
二
十
九
年
三
月
十
六
日
燈
下

\

録
畢
時
年
六
十
有
三
歳
」 

識
語
、
直

下

に

(
ヲ
)
無
辺
方
形
陰
刻
「臣
濬
」
朱
印
影
を
存
す
。

稀
に
欄
上
墨
補
注
(許
氏
筆
跡
)
、
本
文
朱
圏
、
傍
点
を
加
ぅ
。
毎
巻
首
 

前
記

ィ
ロハ
へ

ト
チ
リヌ
朱
印
影
を
存
す
。

又
 

〔明
〕
修

(
〔清
江
書
堂
〕
)

第
一
巻
の
み
新
増
説
文
本
に
改
め
た
補
刻
本
。
但
し
序
目
等
は
原
刻
、
目
 

録
末
張
の
木
記
「戊
申
春
東
山
\
秀
岩
書
堂
刊
」
を
摺
印
し
な
い
。
補
刻
 

部
、
巻

首

題

「新
增
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
一
上
平
聲
(墨
囲
陰
刻
)

\

 

(以
下
低
六
格
)

晚學
陰
時
夫
勁
弦
編
輯

\

新
呉
陰
中
夫
復
春
編
 

註
」
。
四
周
双
辺
(
ニ
〇

•
九

X

ニ
一
.
五
糖
)
毎
半
張
 一
◦
行
、
毎
行
ニ
 

九
字
。
小
黒
ロ
 
(匡
郭
外
周
に
接
属
)
双
線
黒
魚
尾
(
不
対
向
)
、
上
尾
 

下

に

「匀

玉

ー
フ
」と
題
し
、
下
尾
下
に
張
付
。
巻
尾
題
「新
增
説
文
韻
府
 

羣

玉

卷

之

一

上

平

聲

(墨
囲
陰
刻
)」
。
件
の
補
刻
は
、
そ
の
字
様
と
、 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
封
面
「
(上
欄
)
清

\

江
\
書
\
堂
ニ
中
央
上
段
黒

牌
)
增
/
入

\
韻

\

會

\
説

\

文

(陰
刻
)
•
(
中
央
)
韻
府
羣
玉
(大
書
). 

(右
欄
)
是
書
以
事
繋
韻
上
渉
羣
經
下
包
諸
子
不
持
易

\

於
押
韻
抑
且
便
 

於
檢
事
欲
観
某
事
即
某
韻
二
左
欄
)
得

之

〔
ニ

〇
格
破
損
)
〕
增
注
許
 

愼
説

\

文

使

〔
(
一
一
格
破
損
)
〕
梓
而
行
之
(有
界
、
毎
欄
四
周
双
辺
、 

行
体
)」
ょ
り
、
概
そ
明
前
期
、
清
江
書
堂
の
所
為
に
係
る
も
の
と
推
定
 

さ
れ
る
。
清
江
書
堂
に
は
、
明
宣
徳
六
年
(
一
四
三
一
)
刊
行
の
『広
韻

J  

以
下
、
明
代
を
通
じ
万
暦
年
間
に
至
る
ま
で
の
種
々
の
版
刻
が
知
ら
れ
、 

明
弘
治
十
年
(
一
四
九
七
)
刊

本

『增
修
附
註
資
治
通
鑑
節
要
i

大
全
』 

目
録
末
木
記

r皇
明
弘
治
丁
已
仲
夏
楊
氏
清
江
書
堂
重
刊
」

(
王
重
民
氏
 

『中
国
善
本
書
提
要
』
に
拠
る
)
等
ょ
り
、
姓
は
楊
氏
と
判
ぜ
ら
れ
、
建
安
 

の
書
肆
と
見
做
さ
れ
て
い
る
(
『中
国
版
刻
総
録
』

『
明
代
版
刻
総
録
』 

『福
建
古
代
刻
書
』
『明
代
版
刻
図
釈
』
『全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
I

)。

第
一
巻
を
新
増
説
文
本
に
改
め
て
い
る
の
は
、
元
末
以
来
の
新
増
説
文
 

本
の
流
行
と
、
こ
れ
に
起
因
す
る
原
本
の
後
退
に
連
動
す
る
事
柄
で
あ
ろ
 

ぅ
。
新
増
説
文
本
は
元
至
正
十
六
年
刊
本
以
下
、
清
代
に
至
る
ま
で
半
面
 

一
一
行
の
本
文
で
行
わ
れ
て
お
り
、
当
該
の
補
刻
が
半
面
一
〇
行
と
す
る
 

の
は
特
異
で
、
こ
れ
は
元
来
の
原
本
の
行
款
に
倣
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
後
掲
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
前
々
稿
に
於
い
て
既
に
著
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録
し
、
第
一
巻
補
刻
の
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
当
時
、
静
嘉
堂
本
の
他
 

に
は
か
か
る
様
態
の
伝
本
に
接
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
全
巻
を
具
え
た
独
 

立
の
別
版
に
拠
る
補
配
の
可
能
性
を
否
定
で
き
ず
、
仮

に

「巻

一

補

〔明
 

前
期
〕
清
江
書
堂
刊
新
増
説
文
本
」
と
記
し
た
。
そ
の
後
、
名
古
屋
大
学
 

附
属
図
書
館
蔵
本
が
同
様
で
あ
る
の
を
知
見
し
て
、
静
嘉
堂
本
共
々
修
刻
 

に
依
る
と
判
断
し
、
便
宜
本
稿
に
も
重
出
し
た
。

〈
静

嘉

堂

文

庫

一

〇
ニ

•
一
七
〉 

一
〇
冊
 

詳
細
前
々
稿
掲
載
。 

〔前
々
輯
三
五
六
頁
〕

〈
名

古

屋

大

学

附

属

図

書

館

八

ニ

.

一
. 
I
〉 

ニ
〇
冊
 

明
万
暦
四
十
四
年
補
鈔
(呉
如
琳
)

明
毛
晋
旧
蔵
 

後
補
香
色
表
紙
(
ニ
五
•
ニ

X

一 
五

.
ニ
糖
)
。

櫬紙
改
装
。
破
損
修
補
。 

天
地
截
断
。
前
後
副
葉
各
一
枚
。
序
、
目
録
の
順
に
綴
し
て
、
凡
例
、
総
 

目
を
欠
き
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
静
嘉
堂
本
ょ
り
も
少
し
く
後
印
。

第
四
巻
首
の
ニ
四
張
は
明
正
統
ニ
年
刊
行
の
新
増
説
文
本
(半
面
一
一
行
、 

後
出
)
に
よ
る
補
配
に
係
り
、
そ
の
後
に
も
と
の
元
至
正
二
十
八
年
刊
原
 

本

(半
面
一
〇
行
)
第
二
十
七
張
以
下
を
存
す
る
。
新
増
説
文
本
の
第
四
 

巻
第
二
十
四
張
は
上
平
声
十
三
元
韻
の
首
に
至
る
内
容
で
、
原
本
の
第
二

十
七
張
も
元
韻
の
首
に
当
た
つ
て
い
る
か
ら
、
字
種
の
上
で
は
不
足
が
な
 

い
。
こ
の
補
配
部
は
料
紙
に
補
色
が
加
え
ら
れ
、
原
存
部
と
の
調
和
が
図
 

ら
れ
て
い
る
。

第
五
巻
第
一
—
六
張
前
半
(
下
平
声
一
先
韻
首
)
、
第
八
卷
第
五
十
一
. 

ニ

張

(尾
)
(
下
平
声
十
五
咸
韻
尾
)
、
第
九
卷
第
一
張
前
半
(上
声
ー
董
 

韻
首
)
、
第
二
十
卷
第
四
十
張
後
半
—
第
四
十
一
張
(尾
)
(
入
声
十
七
洽
 

韻
尾
)
は
補
鈔
に
係
り
、
同
筆
に
て
第
八
巻
尾
「萬
暦
丙
辰
(四
十
四
年
、 

一
六
一
六
)
冬
孟
望
日
呉
栗
如
録
」
、
第
二
十
巻
尾
「
凡
失
去
一
先
韻
五
 

葉
半
十
五
咸
韵
葉
半
董
韻

\

半
葉
十
七
洽
韻
葉
半
開
岐
丈
失
此
書
命
余
録
 

\
以
補
其
缺
遂
足
成
之

\

 
(以
下
低
三
格
)
萬
暦
丙
辰
昜
月
晦
日
延
陵
呉
 

如
琳
書

\

於
長
春
館
」
墨

識

(
識
者
不
明
)
、
次
行
下
単
辺
方
形
陽
刻
 

「曾
爲
古

\

平
壽
郭

\

申
堂
臧
」
、
無
辺
方
形
陰
刻
「郭
申
堂

\

庚
寅
年

\

 

收
書
印
」
朱

印

影

(铃
者
不
明
)
を
存
す
。
第
十
一
巻
首
前
半
葉
も
補
鈔
 

に
ょ
る
が
別
手
に
係
る
。
第
五
巻
第
四
十
一
.
四
十
張
、
第
六
卷
第
四
十
 

五

•
四
十
四
張
、
第
十
二
巻
第
四
十
ニ
•
四

.
四
十
三
張
、
第
十
四
巻
第
 

三
十
八
•
三
十
七
張
錯
綴
。
本
文
中
、
墨
破
損
部
補
鈔
•
欄
上
校
注
、
朱
 

句

点

•
傍

線

.
磨
滅
部
補
鈔
.
校
注
、
藍
圏
発
•
句

•
竪

点

•
磨
滅
部
補
 

鈔

•
校
注
、
黄

圏

発

(句
点
)
を
加
ぅ
。
第
四
巻
首
補
配
部
は
墨
欄
上
補
 

注

(別
手
)
あ
り
。
序
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「毛
晉
\
之
印
」
、
同

「
毛
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氏

\
子
晉
」
、
単
辺
紡
錘
形
陽
刻
「
元
本
」
、
目
録
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
 

r汲
古

\
主
人
」
、
同

「
汲
古
得

\

脩
硬
」
、
巻
首
に
同
「毛
」
「晉
」
朱
印
 

影

(明
毛
晋
所
用
)
を
存
す
。

同
 

〔前
輯
四
ニ
ニ
頁
〕 

〔明
前
期
〕
刊

後

印

(嘉
靖
三
十
一
年
荊
聚
序
附
刻
)

覆
元
至
正
二
十
八
年
刊
本

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(石
洲
文
庫
)
貴
中
一
〉 

一
六
冊
 

欠
巻
五
、
十

五

•
十
六
、
二
十
巻
六
補
鈔
 

後
補
丁
字
染
卍
繫
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
六
.
八

X
一

五

.
五
糖
) 

左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
幾
」
と
書
す
。
右
肩
ょ
り
打
付
に
別
筆
に
て
韻
 

目
を
列
記
す
。
裏
打
改
装
。
本
文
白
紙
印
。
序
、
荊
聚
序
、
凡
例
、
事
目
、 

目
録
の
順
に
綴
し
、
目
録
末
に
存
す
る
無
文
有
界
の
木
牌
は
後
半
が
删
去
 

さ
れ
て
い
る
。
毎
巻
一
冊
。
第
一
巻
第
七
、
八
張
、
第
三
巻
第
一
丨
三
張
、 

第
六
卷
全
張
、
第
八
卷
第
十
五
、
五
十
二
張
、
第
十
九
巻
第
一
、
三
—
五
 

張
は
補
鈔
に
係
り
、
第
九
卷
第
四
十
九
張
(尾
)
を
欠
き
、
第
十
三
巻
第
 

九
、
八
張
を
錯
綴
す
。
匡
郭
ニ
〇

•

三
>
<
1
ニ

.
四
糖
。

第
一
、
ニ
巻
後
に
紙
葉
を
改
め
続
編
本
補
鈔
、
首

「韻
府
羣
玉
増
續

青
田
包
瑜
希
賢
續
編
」
と
題
し
、
次
行
小
字
三
字
格
を
低
し
て
 

「
一
東
」
等
と
韻
目
を
擦
し
、
次
行
よ
り
本
文
。
注
小
字
双
行
。

一
東
韻
 

は

「
(東
)」
と
字
目
を
示
し
、
直

下

「賦
河
東
」
の
語
目
及
び
注
よ
り
始
 

め
て
い
る
。
こ
れ
が
後
に
増
続
会
通
本
を
成
さ
し
め
た
明
包
瑜
撰
述
続
編
 

本
の
単
行
本
文
で
あ
る
の
か
、
既
成
の
増
続
会
通
本
よ
り
の
抽
出
で
あ
る
 

の
か
、
な
お
不
明
で
あ
る
。

首
に
無
辺
方
形
陽
刻

r完
\
文
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
柳

\
申

\

源
」
朱
 

印
影
を
存
す
。

〈
上
海
図
書
館
八
四
ニ
ー
六
三
〉 

四

C
D

冊
 

民
国
劉
承
幹
旧
蔵

後
補
浅
葱
色
艷
出
表
紙
(
ニ
五
•
五

x

一
六
•
ニ
糖
)
、
浅
葱
色
包
角
。 

襯
紙
改
装
。
白
綿
紙
印
、
虫
損
修
補
。
序
、
凡
例
、
事
目
、
目
録
の
順
に
 

綴
し
て
、
荊
序
を
欠
き
本
文
。
毎
卷
ニ
冊
。
第
一
巻
尾
牌
記
删
去
。

首
尾
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
呉
興
劉
氏
嘉
\
業
堂
臧
書
記
」
朱
印
影
 

(劉
承
幹
所
用
)
を
存
す
。

劉

承

幹

『嘉
業
堂
善
本
書
影
』
の
目
録
に

r韵
府
群
玉
二
十
巻
〈
元
刊
 

本
〉
」
と
著
し
、
同

卷

四

(子
部
)
に
掲
載
の
巻
首
一
葉
は
本
版
と
同
種
 

で
あ
る
が
、
こ
の
上
海
図
書
館
本
と
は
別
の
伝
本
で
あ
る
。
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同
 

〔前
々
輯
三
六
三
頁
、
前
輯
四

〇

七
頁
〕 

朝
鮮
明
正
統
ニ
年
(
一
四
三
七
)
跋

刊

(江

陵

.
原
州
)

覆
元
元
統
ニ
年
刊
本

こ
の
版
、
新
出
の
も
の
で
な
く
、
前
々
稿
と
前
稿
に
〔朝
鮮
初
期
〕
刊
 

と
標
記
し
た
版
種
で
あ
る
〔前
々
輯
三
六
三
頁
•
前
輯
四
〇
七
頁
以
下
参
 

照
〕
。
本
版
に
つ
い
て
は
、
版
式
字
様
ょ
り
朝
鮮
朝
初
期
の
版
刻
と
推
定
 

さ
れ
る
上
、
『東
文
選
』
巻
百
三
に
採
録
さ
れ
正
統
ニ
年
の
年
記
を
有
す
 

る
南
秀
文
「韻
府
群
玉
跋
」
の
伝
存
、
前
間
恭
作
氏
『
S

冊
譜
』
以
下
、 

在
韓
伝
本
に
関
す
る
諸
解
題
、
諸
目
録
の
記
述
に
ょ
っ
て
、
南
跋
の
本
版
 

に
係
る
可
能
性
を
認
め
得
た
も
の
の
、
国
内
に
南
跋
を
備
え
る
伝
本
を
見
 

出
し
得
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
断
定
を
避
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
在
韓
 

伝
本
の
調
査
が
叶
い
、
南
跋
附
刻
の
同
版
本
に
接
し
得
て
、
そ
の
年
記
を
 

刊
刻
に
懸
け
得
る
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
新
た
に
判
 

明
し
た
事
柄
を
補
っ
て
旧
記
を
改
正
す
る
。
ま

た

そ
の
他
に
も
訂
す
べ
き
 

点
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
記
し
た
い
。

卷
後
別
板
に
南
秀
文
跋
(
一
張
)
。
首
よ
り
低
ニ
格
、
諱
字
改
行
ニ
格
擡
 

頭
で
本
文

r

元
朝
瑞
陽
陰
氏
蒐
獵
典
策
剔
抉
精
奇
以
事

\

繫
韻
以
韻
摘
事

部
帙
雖
簡
而
苞
羅
萬
卷
使
\
觀
者
如
登
崑
崗
而

璆琳
瑯

圩惟
其
所
取
真

\

 

可
謂
羣
玉
之
府
也
況
我
東
方
載
籍
不
夥
得

\

閲
此
編
其
為
有
益

詎可
量
已
 

宣
徳
乙
卯
秋

\

江
原
道
監
司
臣
柳
季
聞
拜
辭
之
日

\

上
諭
之
日
羣
玉
為
書
 

其
於
文
士
所
禆
實
多
予
欲
\
刊
布
卿
其
不
煩
民
以
圖
之
越
明
年
春
慕
游
\
 

手
備
材
以

\

聞
爰
\
命
集
賢
殿
出
經

莛所
蔵
善
本
二
部
參
校
送
之
於
\
是
 

始

鋟于
梓
用
廣
其
傳
於
戯
我

\

殿
下
留
神
経
傳
無
書
不
刊
而
又
拳
拳
於
是
 

編
使

\

儒
者
皆
獲
至
寶
其
廣
惠
後
學
於
無
窮
也
至

\

矣
盡
矣
正
統
ニ
年
丁
 

已
六
月
日
朝
奉
大
夫

\

集
賢
殿
應
教
知
製
教
経

莛
撿討
官
兼
春

\

秋
館
 

記
注
官
〈臣
〉
南

〈秀
文
〉
拜
手
稽
首
敬
跋
」
(楷
体
写
刻
)
。
毎
半
張
一
〇
 

行
、
行
一
八
字
。
跋
後
一
行
を
隔
し
低
九
格
で
「
江
陵
原
州
分
刊
」
と
刻
す
。

南
跋
中
、
こ
卯
は
明
宣
徳
十
年
、
即
ち
朝
鮮
世
{一¥

七

年

(
一
四
三
五
)。 

柳
季
聞
、
字
叔
行
。
本
貫
、
黄
海
道
文
化
。
高
麗

耦王
九
年
(
一
三
八
三
) 

生
。
朝
鮮
太
宗
八
年
(明
永
楽
六
年
、

一
四
〇
八
)
文
科
及
第
。
太

宗

• 

世
宗
朝
に
諸
官
を
経
歴
し
、
世
宗
十
七
年
に
前
官
を
辞
し
て
江
原
道
都
観
 

察
使
の
任
に
遷
る
際
、
世
宗
よ
り
件
の
版
刻
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
都
観
察
使
 

は
、
監
司
と
も
称
し
、
道
庁
に
在
っ
て
一
道
を
管
掌
す
る
要
職
で
あ
る
。 

同
十
九
年
、
漢
城
府
尹
に
遷
る
。
同
二
十
七
年
(明
正
統
十
年
、

一
四
四
 

五
)
歿
。
ま
た
明
朝
の
正
統
ニ
年
は
、
世
宗
十
九
年
(
一
四
三
七
)
に
当
 

た
る
。
柳
氏
は
前
年
の
春
よ
り
準
備
を
始
め
、
集
賢
殿
よ
り
「經

莛所
蔵
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善
本
二
部
」
を
以
て
校
合
さ
れ
た
本
文
の
送
附
を
得
、
こ
れ
を
底
本
と
し
 

て
版
刻
を
督
L

、
そ
の
事
業
の
正
統
ニ
年
六
月
前
後
に
成
っ
た
も
の
で
あ
 

ろ
ぅ
。
南
秀
文
、
字
景
質
、
又
景
素
、
敬
斎
と
号
す
。
本
貫
、
慶
尚
道
固
 

城
。
太

宗
八
年
(
一
四
〇
八
)
生
。
世
宗
八
年
生
員
ょ
り
文
科
及
第
、
集
 

賢
殿
副
校
理
を
経
て
、
同
十
八
年
(
一
四
三
六
)
四
月
の
文
科
重
試
に
状
 

元
及
第
、
直
ち
に
集
賢
殿
応
教
と
な
り
、
翌
年
に
本
跋
を
記
し
た
。
の
ち
 

集
賢
殿
直
提
学
に
至
り
、
同
二
十
五
年
(明
正
統
八
年
、

一
四
四
三
)
歿
。 

跋
後
刊
記
中
、
江

陵

•
原
州
は
共
に
江
原
道
内
の
郡
名
で
、
柳
氏
管
轄
下
 

の
両
郡
に
本
版
の
刊
刻
を
分
掌
し
た
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
が
如
何
な
る
分
 

掌
で
あ
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『世
宗
実
録
』 

十

年

(
一
四
二
八
)
正
月
廿
六
日
己
酉
条
に
見
え
る
、
左
掲
の
記
事
が
参
 

考
と
な
ろ
ぅ
。

禮
曹
啓
、
江
原
道
監
司
報
、
四

書

大

全

已

分

三

處

s

樓
閣
、 

分
類
藏
置
、
母
使
亂
秩
。
如
或
劢
闕
、
隨
即
改
刊
。
{X
卫
父
代
之
時
、 

明
載
解
由
、
在
前
冊
板
。
亦
依
此
例
、
其
蔵
書
閣
營
造
、
聽
自
願
僧
 

徒
、
功
訖
賞
職
。
請
依
所
報
、
並
論
他
道
、
依
此
施
行
。
從
之
。 

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
江
原
道
で
は
『
四
書
大
全
』
を
三
処
に
分
刊
し
、
各
処
 

に
楼
閣
を
設
け
て
板
木
を
分
蔵
し
、
官
衙
の
管
理
下
に
そ
の
保
全
に
勤
め
 

た
、
と

い

う

の
で
あ
る
。
こ
の
例
を
直
ち
に
本
版
に
当
嵌
め
る
こ

と

は
で

き
な
い
が
、
或
い
は
、
集
賢
殿
ょ
り
得
た
本
文
を
江
陵
と
原
州
と
に
分
か
 

ち
、
監
司
の
指
示
の
下
に
両
処
に
刊
刻
し
て
、
そ
の
ま
ま
板
木
を
置
い
た
 

と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。
な
お
実
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
 

は
一
先
ず
刊
記
を
重
ん
じ
、
前
掲
の
様
に
著
し
た
。

さ
て
本
版
の
刊
刻
に
つ
き
右
の
様
に
考
え
る
と
、
他
に
も
同
様
の
経
緯
 

に
ょ
っ
て
刊
刻
さ
れ
た
版
本
を
存
す
る
こ

と

が
思
い
合
さ
れ
る
。
わ
が
国
 

の
愛
知
県
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
に
蔵
す
る
朝
鮮
明
宣
徳
九
年
跋
刊
(慶

州

• 

密
陽
)
本

『古
今
韻
会
挙
要
』
巻
後
の
別
板
に
、
明
宣
徳
九
年
、
即
ち
世
 

宗
十
六
年
(
一
四
三
四
)
に
記
さ
れ
た
跋
と
列
銜
と
を
刻
し
て
あ
る
。
次
 

に
こ
の
跋
文
の
要
処
を
示
し
た
い
(改
行
稿
者
)。

韻
書
之
來
尚
矣
。
而
諸
家
詳
署
各
異
(中
略
)
我
朝
右
文
興
學
、
凡
 

經
史
子
集
、
遺
文
秘
書
、
無
不
刊
行
。
而
唯
此
書
未
見

鋟梓
、
誠
可
 

嘆
也
。
壬
子
冬
、
臣
承
乏
監
司
之
任
、
慨
然
有
意
板
刊
。
而
訪
之
道
 

内
、
無
有
藏
者
。
癸
丑
秋
、
具
辭
以
聞
、
特
蒙
允
許
。
仍
賜
經
筵
所
 

藏
二
部
、
以
爲
刊
本
。
其
所
以
崇
重
儒
學
之
意
、
至
矣
盡
矣
。
臣
即
 

分
付
于
慶
州
•
密
陽
、
閲
五
月
而
訖
工
務
、
欲
廣
布
以
惠
無
窮
。
庶
 

幾
仰
禆
盛
朝
興
文
之
化
之
萬

一

云
。

宣
德
九
年
甲
寅
五
月
日
慶
尚
道
觀
察
黜
陟
使
通
政
大
夫
兵
曹
左
 

參
議
寶
文
閣
直
提
學
臣
辛
引
孫
拝
手
稽
首
敬
跋
。
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こ
れ
に
拠
れ
ば
、
同
版
は
壬
子
、
即
ち
世
宗
十
四
年
(
一
四
三
ニ
)
に
、 

新
た
に
慶
尚
道
の
監
司
に
任
ぜ
ら
れ
た
辛
引
孫
に
ょ
っ
て
版
刻
が
図
ら
れ
、 

先
ず
は
道
内
に
底
本
を
求
め
た
が
得
ら
れ
ず
、
翌
年
に
世
宗
の
允
許
を
得
 

て

「経
筵
所
蔵
二
部
」
を
賜
り
、
こ
れ
を
以
て
慶
州
.
密
陽
の
両
郡
に
分
 

か
ち
刻
せ
し
め
、
同
十
六
年
の
刊
行
に
至
っ
た
、
と
い
ぅ
の
で
あ
る
。

こ
の
例
を
以
て
当
該
の
版
刻
と
引
較
べ
る
と
、
諸
道
の
監
司
が
、
そ
の
 

在
任
中
に
道
内
の
刻
手
、
資
材
を
用
い
て
未
刊
の
書
の
版
刻
を
図
っ
た
と
 

い
ぅ
点
で
、
両
者
は
揆
を
一
に
し
て
い
る
。
ょ
く
注
意
す
る
と
『韻
会

J  

の
場
合
は
辛
氏
自
ら
の
意
に
発
し
、
跋
も
自
ら
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、 

『韻
府
』
の
場
合
は
、
柳
氏
が
世
宗
の
意
を
体
し
て
事
に
臨
み
、
完
成
の
 

後
に
は
集
賢
殿
学
士
の
南
氏
に
跋
を
得
て
い
る
(跋
は
中
央
の
側
か
ら
書
 

か
れ
て
い
る
)
な
ど
、
相
違
す
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
最
終
的
に
 

は
経
筵
所
蔵
の
伝
本
を
校
合
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
実
際
の
刊
刻
 

に
つ
い
て
は
道
内
の
官
衙
に
分
附
し
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
両
者
に
符
契
 

を
合
し
て
お
り
、
柳

氏

の

『韻
府
』
版
刻
の
命
を
得
た
の
が
、
辛
氏
の
発
 

案
に
よ
る
『韻
会
』
刊
行
の
翌
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、
『
韻
 

府
』
の
版
刻
を
命
じ
た
世
宗
に
は
、
辛
氏
に
よ
る
『韻
会
』
刊
行
の
事
業
 

が
、
近
い
実
例
と
し
て
想
起
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
是
と
 

す
れ
ば
、
両
者
は
一
連
の
事
業
と
し
て
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
延
い
て
は

世
宗
朝
に
於
け
る
版
刻
に
つ
い
て
、

一
の
典
型
を
提
示
し
て
い
る
も
の
と
 

も
見
做
さ
れ
ょ
う
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る
様
に
、
世
宗
は
中
央
の
集
賢
殿
 

学
士
等
を
動
員
し
て
庚
子
字
•
甲
寅
字
以
下
の
鑄
造
を
命
じ
、
経
筵
所
蔵
 

の
書
を
基
礎
と
す
る
活
字
印
刷
事
業
を
推
し
進
め
た
が
、

一
方
で
は
同
じ
 

経
筵
本
を
用
い
て
、
諸
道
、
諸
郡
に
分
散
す
る
形
で
の
冊
板
の
普
及
を
も
 

図
っ
た
の
で
あ
纪
。
こ
う
し
た
情
況
に
鑑
み
る
時
、
両
者
は
単
に
諸
道
の
 

版
刻
と
し
て
の
み
遇
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
中
央
の
主
導
に
基
づ
く
大
 

規
模
な
出
版
事
業
の
一
環
と
し
て
成
さ
れ
た
冊
板
と
解
さ
れ
、
現
存
の
諸
 

伝
本
は
そ
の
実
例
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

本
版
の
刊
刻
情
況
が
上
述
の
様
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
そ
の
本
文
の
性
 

格
と
の
間
に
も
整
合
性
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
版
本
文
の
特
色
に
 

つ
い
て
は
前
々
稿
に
述
べ
、
前
稿
に
修
正
を
施
し
た
。
今
特
に
変
更
す
ベ
 

き
点
を
得
な
い
が
、
そ
の
要
旨
を
示
せ
ば
、

一
、
本
版
の
本
文
は
基
本
的
 

に
元
元
統
ニ
年
刊
本
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
ニ
、
元
統
版
の
本
文
に
墨
格
 

の
認
め
ら
れ
る
場
合
、
新
増
説
文
本
(ま
た
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
〔明
 

洪
武
八
年
序
〕
刊
本
)
に
ょ
っ
て
校
改
し
、
初
度
の
版
刻
以
前
に
ほ
ぼ
こ
 

れ
ら
を
除
き
去
っ
て
い
る
。
元
統
版
磨
滅
の
際
に
も
®

の
場
合
が
あ
る
。 

三
、
元
統
版
の
本
文
に
誤
り
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
特
に
校
改
が
施
さ
 

れ
て
い
な
い
、
と

い

、っ
も
の
で
あ
っ
た
。
前
掲
南
跋
中
、
本
文
の
採
択
や
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処
遇
に
関
わ
る
点
を
挙
げ
れ
ば

r爰
命
集
賢
殿
、
出
經

莛所
蔵
善
本
二
部
、 

參
校
送
之
」
と
の
記
文
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
底
本
の
墨
格
を
校
合
に
 

ょ
っ
て
除
い
て
い
る
点
に
対
応
し
、
ま
た
本
版
の
校
正
が
版
刻
後
の

剜改
 

に
依
ら
な
い
こ
と
も
、
江
原
道
で
は
集
賢
殿
で
の
校
合
を
そ
の
ま
ま
受
容
 

れ
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
ニ
に
照
ら
し
て
順
当
で
あ
る
。
三
に
つ
い
て
は
 

ど

う

で

あ

ろ

う

か
。
こ
の
こ
と
は
、
集
賢
殿
で
の
校
合
が
ど
の
程
度
の
精
 

度
を
伴
つ
た
か
と
い
う
点
に
係
り
、
そ
の
実
情
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
 

跋
に
拠
る
限
り
、
完
成
ま
で
一
年
餘
に
過
ぎ
な
か
っ
た
所
要
の
時
間
を
考
 

え
る
と
、
殊
更
に
問
題
と
す
べ
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
様
に
考
 

え
る
と
、
本
版
本
文
の
情
況
は
、
中
央
の
主
導
に
ょ
り
地
方
の
資
材
を
以
 

て
刊
刻
し
た
と
思
わ
れ
一
る
、
出
版
の
事
情
を
裏
付
け
て
い
る
も
の
と
判
ぜ
 

ら
れ
る
。
本
稿
に
、
附
刻
跋
文
の
年
記
を
刊
年
に
懸
け
る
所
以
で
あ
る
。

以
上
の
他
、
本
版
の
本
文
や
版
式
に
つ
い
て
は
、
な
お
旧
稿
の
記
述
に
 

拠
ら
れ
た
い
。
以
下
新
た
に
知
見
し
た
伝
本
に
つ
い
て
記
す
。

〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
一
五
〉 

(九
)
冊
 

(欠
巻
七
•八
)
有
跋
本

丁
字
染
艷
出
表
紙
(
ニ

六

•
九

X

一
六
•五
糖
)(首
冊
欠
)
左
肩
打
付
 

に

「
玉

府

〈第
幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
列
す
。
天
地
截
断
。

目
録
首
ニ
張
欠
。
〔毎
冊
ニ
卷
〕
。

匡
郭
ニ
〇

•
ニ
>
<
ー
ニ
.
三
糰
。
早
印
本
。
卷
後
に
南
跋
を
存
す
。

欄
上
墨
韻
目
注
記
、
稀
に
細
字
補
注
あ
り
。

こ
の
本
、
首
尾
ニ
冊
の
外
は
破
損
の
た
め
閲
覧
停
止
中
に
て
、
中
間
の
 

冊
を
目
睹
し
て
い
な
い
。
員
数
、
欠

巻

は

『延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
古
 

書
目
録

j

第
二
輯
の
著
録
に
従
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一 
〇
三

九

(
一
九
六
五
)
の
ぅ
ち
〉

有
跋
本
卷
十
一
—
十
四
補
配
〔朝
鮮
前
期
〕
刊
本
 

第
十
九
.
二

十

巻

(三
冊
の
ぅ
ち
一
冊
)
を
存
す
。
第
二
十
卷
第
四
、
十
 

三

.
十
二
…
…
六

•
五
、
十
四
張
と
錯
綴
。
こ
の
間
、
欄

上

に

「錯
簡
」 

と
墨
書
し
張
付
を
標
記
す
。
な
お
別
版
補
配
部
と
も
共
通
す
る
別
手
墨
韻
 

目
注
記
を
存
す
る
が
、
こ
の
注
者
は
錯
簡
を
考
慮
し
な
い
。

第
二
十
巻
首
匡
郭
一
九
•
七

X

一
二
•
六
*
。
早
印
本
。
有
跋
。

冊
首
欄
外
に
「
□
ロ
亭
」
墨
識
あ
り
、
擦
消
。
冊
首
尾
、
第
二
十
巻
第
二
 

十
二
張
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
可

\

矯
」
朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
後
掲
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一 
〇
四
〇

(
一
九
六
ニ
)〉 

五
冊
 

存
卷
七
•
八
、
十
一
—
十
六
、
十

九

.
二
十
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丁
字
染
表
紙
(
ニ
七
.
五

x
一

五

•
五
糖
)
左
肩
打
付
に
r

s

羣
玉
幾
」 

と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
付
に
同
筆
に
て
韻
目
、
右

下

方

「共
十
」
と
書
す
 

(本
文
書
入
別
筆
)。
首
冊
の
み
見
返
し
を
後
補
し
て
右
辺
に
玉
」 

と

書

す

(又
別
筆
)。
〔毎
世
一
巻
〕
。
第
十
五
巻
第
一
ー
十
張
を
欠
く
。

第
七
巻
首
匡
郭
ニ
〇

•
ニ

X
H

1

•
五
糖
。

毎

冊

尾

「竹
溪
安
氏
後
人
家
蔵
」
墨
識
、
間
々
詩
草
。
欄
上
、
墨
韻
目
注
 

記
、
別

手

(識
語
と
同
か
)
語
目
注
記
。
本
文
、
墨
語
目
傍
点
、
極
稀
に
 

朱
藍
を
雑
ぅ
。
第
十
九
巻
首
題
下
並
に
同
欄
外
に
印
影
を
存
し
墨
減
す
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

1

〇
四

ニ

(
一
九
六
四
)〉 

四
冊
 

存
卷
五
—
八

後
補
丁
字
染
雷
文
繋
地
菱
形
花
卉
文
空
f

出
表
紙
(ニ
四
.
四

x

一 
五

. 

五
糰
)
左
肩
打
付
に
「韻

玉

〈幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
付
に
同
筆
 

に
て
韻
目
を
列
す
。
裏
打
改
装
。
見
返
し
欠
。
前
後
に
書
扉
。
前
、
左
肩
 

「韻
府
」
と
、
後
、
中

央

「韵
府
羣
玉
」
と
、
右

下

方

「
曹
申
寶
蔵
」
墨
 

書
、
左
方
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
古
文
墨
印
三
顆
連

妗。
〔毎
冊
一
巻
〕
。
第
 

七
巻
首
補
鈔
。
第
八
巻
尾
欠
、
昇
の
み
補
鈔
。

第
五
巻
首
匡
郭
ニ
ー
.
ニ
X

ニ
ー
•
ニ
糰
。

欄
上
墨
韻
目
注
記
を
加
う
(改
装
後
)。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一
〇
五
一
〇
一
五
七
四
)〉 

一
冊
 

存
卷
三
.
四

丁
字
染
表
紙
(
ニ
五
.四

x

一 
五
•八
糖
)
左
肩
題
簽
剥
落
痕
に
打
付
に
「韻
 

府
羣
玉
三
」
と
書
す
。
後
表
紙
見
返
し
「
冊
主
安
東
千
一
澄
」

「
韻
府
羣
 

玉
卷
之
四

\
冊

\

上
平
聲
」
「丙
寅
重
初

\

買
」
「
冊
主
S

陽
千
氏
玄
〔

J  

\

癸
亥
重
陽
初
三
日
成
」
識
語
。
第
三
巻
第
一
ー
四
張
前
半
、
第
四
十
四
 

巻
第
六
十
五
•
六

張

(尾
)
欠
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。

第
四
巻
首
匡
郭
ニ
〇

•
三

x

ニ
ー
•
四
糰
。

欄
上
墨
字
目
注
記
、
本
文
傍
点
を
加
う
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(薪
庵
文
庫
)
*
貴
ニ
〇
A

の
う
ち
〉

巻

七

.
八
、
十
一
ー
十
四
補
配
同
版
本
 

第

九

.
十

卷

(
四
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
焦
茶
色
雷
文
繫
地
蓮
華
唐
 

草
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
六
.
〇
x

一
六
.
七
糖
)
墨
書
あ
り
、
不
分
明
。 

第
九
卷
第
一
張
欠
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
配
別
装
、
後
掲
。

毎
張
欄
上
、
墨
韻
目
•
字

目

(首
の
み
)
注
記
。
本
文
、
朱
字
目
.
語
目
 

傍
点
を
加
、つ
。

〈高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(薪
庵
文
庫
)
*
貴
ニ
〇
A

の
う
ち
〉
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巻
七
—
十
二
補
配
同
版
本

第
十
三
.
十
四
巻
(
四
冊
の
ぅ
ち
一
冊
)
を
存
す
。
渋
引
表
紙
(
ニ
五
•
七
 

X
一

六

.
八
糖
)
左
肩
小
簽
を
貼
布
し
「韻

玉

〈去

\

聲
〉
」
と
書
す
。 

〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
配
別
装
、
前
後
揭
。

毎
張
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
。
本
文
、
朱
字
目
、
傍
点
を
加
ぅ
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一
〇
四

四

(九
六
一
)〉 

六
冊
 

欠
巻
五
—
十
、
十

三

.
十
四

茶
色
雷
文
繋
地
菊
花
唐
草
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
五
.
〇
x

一

五

.
八
糰
) 

(第
一
.
ニ
冊
新
補
素
表
紙
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
〈幾
之
幾
〉
」
と
書
 

し
、
右
肩
ょ
り
声
韻
目
を
列
す
。
見
返
し
、
第
一
冊
後
、
左

肩

「韻
府
群
 

玉
」
左

傍

「敬
謨
堂
」
、
第
二
冊
後
、
題
詩
右
肩
「聴
天
窩
」
、
同
末
「李

(花
 

押
)」
、
第
五
冊
後
「
冊
主
永
陽
李
氏
家
蔵

\

聴
天
窩
所
藏
」
、
第
六
冊
後
、 

左

肩

「韻
府
群
玉
入
聲
」
左

傍

「聴
天
窩
」
、
目
欠
、
目
録
末
張
後
半
木
記
 

部

分

(補
刻
別
版
)
の
み
を
存
す
。
第
三
巻
第
一

丄ハ
張
欠
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕。 

匡
郭
ニ
〇

•
〇
x

ニ
一
.
四
糖
。
後
印
本
。

第
三
冊
首
欄
外
「聴
天
窩
」
、
第
六
冊
尾
「李

(花
押
)」
墨
識
。
第
三
—
 

六
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
ロ
ロ
\
閑
人
」
、
無
辺
方
形
陰
刻
「
永
陽

\

 

李
春
」
朱
印
影
を
存
す
。

該
本
の
如
く
、
本
版
後
印
本
に
は
序
目
を
補
刻
し
た
伝
本
が
あ
り
、
本
 

邦
布
施
美
術
館
蔵
本
(
一
一
一
二
)
も
同
様
で
あ
る
。
前
稿
に
布
施
本
を
 

〔朝
鮮
〕
刊
本
と
録
し
、
本
版
と
別
種
の
様
に
記
し
た
の
は
失
考
で
あ
る
 

〔前
輯
四
一
七
頁
〕
。
ま
た
本
版
に
ょ
っ
た
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
 

本
の
第
十
九
•
二
十
巻
に
つ
い
て
、
別

種

〔朝
鮮
〕
刊
本
の
補
配
と
著
し
 

た

が

〔前
々
輯
三
六
四
頁
.
前
輯
四
一
八
頁
〕
、
こ
れ
は
本
版
後
印
本
の
 

別
伝
本
を
補
配
し
た
も
の
で
、
や
は
り
失
考
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
輯
に
 

こ
の
布
施
本
、
東
大
本
を
以
て
著
録
し
た
〔朝
鮮
〕
刊
本
な
る
版
種
は
、 

本
版
の
、
序
目
を
補
刻
し
た
後
印
の
零
本
を
誤
っ
て
著
録
し
た
も
の
で
、 

別
種
で
は
な
か
っ
た
。
記
し
て
訂
正
し
た
い
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一
〇
四
一
二
九
六
六
)〉 

七
冊
 

欠
卷
一
ニ
ー
、
九
—
十
ニ
、
十

五

.
十
六
 

丁
字
染
艷
出
表
紙
(
ニ
七
.
七
>
<
1
六

.
九
糖
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
 

玉

〈幾
〉
」
と
、
右
肩
ょ
り
韻
目
を
書
す
。
見
返
し
、
第
一
冊
前
、
敬
謨
堂
 

詩
文
稿
。
後
、
李
龍
鉉
詩
文
稿
。
第
四
冊
前
「韻
府
羣
玉
敬
謨
堂
蔵

\

遺
 

之
後
昆
圓
唯
永
終
」
、
後

「永
陽
李
龍
鉉
徳
普
」
、
第
七
冊
前
「此
冊
共
十
 

卷

即

先

業

藏

之

/
物
也
中
間
借
於
人
補
五
八
三
編

\

公
能
見
先
貸
恨
當
 

如
何
哉
歳

\

壬
申
秋
改
粧
而
藏
之
慎
勿

\

借
毀
而
保
守
焉
」
識
語
。
後
、
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題
詩
、
右

傍

「永
川
李
氏
家
蔵
」
細
書
識
語
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
七
卷
第
四
 

十
張
、
第
三
十
六
•
三
十
七
張
間
に
錯
綴
。

第
三
巻
首
匡
郭
ニ
〇

.
ニ

X

ニ
ー
•
五
糰
。
後
印
本
。

欄
上
、
朱
字
目
注
記
。
本
文
、
朱
墨
傍
点
。
墨
傍
点
、
磨
滅
部
補
鈔
(藍
 

筆
を
雑
ぅ
)
。
又
欄
上
墨
(別
手
)
韻
目
注
記
。
毎

冊
首
尾
欄
外
「
汾
湖
 

敬
謨
堂
」
「敬
謨
堂
」
等
識
語
。
第
四
、
六
、
七
冊
首
尾
欄
外
「主

(王
) 

上

點

李

(花
押
)」
等

識

語

(別
筆
)
。
第
四
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
 

墨
印
ニ
顆
連

妗、
第

五

.
七
冊
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
永
陽

\

李
氏
」 

「章
漢
/
道
淵
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
丨
ー
〇
四

五

(九
五
〇
)〉 

一
冊
 

存
卷
一
.
ニ

新
補
素
表
紙
(
ニ
五
•四

X

一
六
•三
糖
)。
序

(首
ニ
張
)
、
目
録
、
凡
例
、 

事
目
の
順
に
綴
す
(補
刻
)
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
第
二
巻
第
五
十
一
張
(尾
)
欠
。 

匡
郭
ニ
〇

•
一 
X

ニ
ー
.
五
猶
。

欄
上
墨
韻
目
注
記
、
本
文
傍
点
、
傍
線
を
加
う
。
本
文
中
三
箇
所
に
単
辺
 

方
形
陽
刻
不
明
朱
印
影
を
存
す
。

〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
一
六
の
う
ち
〉

巻

九

.
十
補
配
同
版
後
印
本

第
十
七
•
十

八

巻

(
ニ
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
後
補
藤
色
雷
文
繫
地
 

蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
六
.
五
X

一

六

.
七
糖
)
左
肩
打
付
に
「韻
 

府
羣
玉
九
」
等
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
韻
目
を
列
記
す
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
 

配
別
装
、
後
掲
。

第
十
七
巻
首
匡
郭
一
九
•
三
>
<
ニ
ー
.
四
糰
。

毎
張
前
半
、
欄
上
墨
韻
目
注
記
、
本
文
間
々
傍
点
、
傍
線
を
加
う
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(薪
庵
文
庫
)
*
貴
ニ
〇
A

の
う
ち
〉

巻
七
—
十
、
十

三

.
十
四
補
配
同
版
本
 

第
十
一
.十

二

巻

(
四
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
素
表
紙
(
ニ
六
•
ニ
X
 

ー
六
ニ
糰
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
【

H

破
損
)」
と
、
舊

「
辛
丑
 

脔
月
」
と
書
す
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
配
別
装
、
前
掲
。

〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
一
六
〉 

ニ
冊
 

存
卷
九
•
十
、
十

七

•
十
八
 

巻
十
七
•
十
八
補
配
同
版
早
印
本

黄
檗
染
卍
繋
地
蓮
華
文
空
押
表
紙
(
ニ
六
•
ニ

x

一 
五
.九
糲
)
(
後
表
紙
、 

後
補
同
エ
艷
出
)。
第
九
卷
第
一
—
四
張
欠
。
第
十
卷
第
四
十
五
張
以
下
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欠
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
配
別
装
、
前
掲
。

第
十
巻
首
匡
郭
一
八
•
五

x

 

M

 一 
•
五

犍"
後
印
本
。

毎
韻
首
、
欄
上
墨
韻
序
数
、
韻
目
注
記
。
本
文
、
稀
に
墨
傍
点
。

〈
大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
貴
五
八
〇
〉 

ニ
冊
 

存
卷
九
.
十
、
十

五

.
十
六
.

巻

九

.
十

補

配

〔朝
鮮
前
期
〕
刊
本
 

後
補
黄
檗
染
卍
繫
地
文
空
押
表
紙
(
ニ
五
.
〇
x

一

六

.
ニ
糖
)
右
肩
打
 

付

に

「韻
府
羣
玉
卷
十
五
」
と
書
す
。
紅
糸
綴
。
見
返
し
新
補
。
前
後
 

副
葉
各
一
枚
、
同
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
補
配
別
装
、
後
掲
。

第
十
五
巻
首
匡
郭
一
九
.
四

x
一 

一
一
•
四
糖
。
後
印
本
。

毎
張
前
半
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
。
本
文
、
墨

圏

.
傍
点
、
稀
に
重
i

改
。 

首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻

r漢
忠
/
□
□
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(薪
庵
文
庫
)
*
貴
ニ
〇
A
> 

四
冊
 

存
卷
七
—
十
四
 

巻
九
—
十
四
補
配
同
版
本

素

表

紙

(
ニ

六

•
四

X

一
六
.
〇
糰
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
」
と
書
 

す
。
〔毎
世
一
巻
〕
。
第
七
卷
第
一
張
欠
。
第
八
卷
第
三
十
八
•
二
十
八
張

を
相
互
に
錯
綴
す
。
補
配
別
装
、
前
掲
。

第
八
巻
首
匡
郭
ニ
〇

.
〇
x

r

一 
•
五
糲
。
後
印
本
。

墨
欄
上
韻
目
注
記
を
加
ぅ
。

又
 

〔後
修
〕

後
掲
の
伝
本
に
は
第
十
九
巻
第
三

H -
I

三
十
三
張
に
補
刻
と
思
わ
し
き
 

箇
所
が
あ
る
の
で
、
便
宜
別
掲
し
た
。
な
お
こ
れ
ま
で
に
掲
出
し
た
後
印
 

諸
伝
本
に
も
補
刻
本
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
第
十
九
巻
を
 

存
し
な
い
た
め
に
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(薪
庵
文
庫
)
貴
ニ
〇
A
> 

七
冊
 

欠
卷
九
•
十
、
十

三

.
十
四
、
十

七

.
十
八
 

丁
字
染
雷
文
繫
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
五
.
七
>
<
ー
五
.
六
糲
) 

左
肩
打
付
に
「群
玉
.〈第
幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
声
韻
目
を
列
記
す
 

(第
一
冊
前
表
紙
剥
落
、
素
表
紙
。
左

肩

に

「韻
府
羣
王
」
と
、
右
肩
ょ
 

り

「辛
丑
三
月
」
と
書
す
}。
天
地
截
断
。
第
三
冊
後
見
返
し
右
肩
ょ
り
 

「辛

未

正

月

日
\

壬

申

八

月

日

」
識
語
。
序
、
事
目
、
凡
例
、
目
録
 

の
順
に
綴
し
本
文
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
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匡
郭
一
九
.
九
>
<
ー
一
ー
.
四
糖
。
極
後
印
本
。

毎
張
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
、
墨

(別
手
)
字
目
注
記
。
本
文
、
墨
字
目
傍
 

点
、
磨
滅
部
補
鈔
を
加
ぅ
。

同
 

〔前
々
輯
三
六
五
頁
、
前
輯
四
〇
八
頁
〕 

〔朝
鮮
前
期
〕
刊
覆
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
跋
刊
本

本
版
に
つ
い
て
も
、
前
稿
ま
で
に
国
内
の
伝
本
を
著
録
し
た
が
〔前
々
 

輯
三
六
五
頁
.
前
輯
四
〇
八
頁
以
下
参
照
〕
、
新
た
に
在
韓
伝
本
を
多
く
 

目
睹
し
得
た
の
で
、
以
下
に
記
し
て
補
い
た
い
。
ま
た
韓
国
に
於
け
る
本
 

版
の
伝
存
情
況
ょ
り
判
明
す
る
事
柄
を
、
伝
本
掲
出
の
後
に
記
し
た
。

<

大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
貴
一
三
四
〉 

一
◦
冊
 

巻

五

•
六
補
配
同
版
後
印
本
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵
 

当
館
新
補
黄
色
雷
文
繫
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
二
八
•
一 

X
一

八

. 

ー
糰
)
、
次
で
丁
字
染
艷
出
表
紙
。
左
肩
打
付
に
「
韻

府

羣

玉

〈
幾
之

\

 

幾
>
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
列
す
。
当
館
裏
打
改
装
(
原
紙
高
ニ
 

七

•
五
糰
)。
序
、
目
録
、
事
目
、
凡
例
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
世
一
巻
。 

匡
郭
一
九
.
八

X

ニ
ー
•
六
糰
。
極
早
印
本
。

第
十
二
巻
第
二
十
三
張
補
鈔
。
毎
張
前
半
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
、
補
注
も
 

あ
り
。
本
文
、
墨
傍
圏
点
、
破
損
部
補
鈔
。
第
一
冊
前
見
返
し
「
此
冊
■
 

■

■
五
月
日
買
得
」
、
同
冊
後
見
返
し

r聲
齋
蔵
■
■
国
」
墨
識
、
本
文
 

末
葉
後
に
一
葉
を
補
い
前
半
に

r此
冊
即
我
生
庭
由
来
舊
仲
而
年

\

来
為
 

家
計
所
迫
遽
入
於
他
人
篋
/
中
故
以
其
價
還
覓
以
為
體
先
意
\
垂
後
昆
之
 

資
幸
須
勿
毀
而
永
作
\
傳
興
寶
莊
云
爾

\

 
(低
六
格
)
庚
申
夏
書
聲
翁
」 

墨
識
、
同
首
行
右
傍
「聾
齋
蔵
」
墨
識
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「朝
 

鮮
總
督

\

府
圖
書
館
\
臧
書
之
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
誠
庵
古
書
博
物
館
三
—

一 
〇
三

九

(
一
九
六
五
)〉 

三
冊
 

存
卷
十
一
ー
十
四
、
十

九

•
二
十
 

巻
十
九
•
二
十
補
配
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
跋
刊
有
跋
本
 

丁
字
染
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
二
八
.
六
X

一
六
.
九
糰
)
左
肩
打
付
 

に

「韻

府

羣

玉

〈幾
之
幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
声
韻
目
を
列
す
。
見
 

返
し
詩
草
(第
三
冊
は
欠
く
)。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。

第
十
一
巻
首
匡
郭
一
八
.
八

X

ニ
ー
.
四
糰
。
早
印
本
。

欄
上
墨
韻
目
注
記
。
僅
か
に
細
筆
校
注
も
あ
り
。

<
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
一
八
〉 

一
冊

- 213 -



存
卷
十
七
.
十
八

丁
字
染
雷
文
繫
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
二
八
.
七

X

一
七
.
〇
龌
) 

左
肩
打
付
に
「韻
〔

〕玉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
声
韻
目
を
列
す
。
天
地
 

截
断
せ
ざ
る
か
。
見
返
し
詩
草
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。

第
十
七
巻
首
匡
郭
一
九
•
三
x

r

一
.
六
糰
。
早
印
本
。

毎
張
後
半
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
。
末
尾
左
方
欄
外
「主
稼
S

ロ
」
墨
識
、 

直
下
に
も
識
語
あ
れ
ど
も
墨
滅
せ
ら
る
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(石
洲
文
庫
)
貴
ニ
〇
〉 

ニ
冊
 

存
卷
九
.
十
、
十

五

•
十
六
 

巻

九

•
十
補
配
同
版
後
印
本

丁
字
染
雷
文
繋
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
表
紙
(
ニ
六
•
七
X

一
五

•
三
糰
) 

左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
〈幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
韻
目
を
列
す
。 

補
配
別
装
、
後
掲
。
前
副
葉
一
枚
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
¥

五
巻
第
一
張
欠
。 

第
十
六
巻
首
匡
郭
一
九
•
八
x

r

一
.
四
糖
。

毎
張
欄
上
、
墨
字
目
注
記
、
稀
に
補
注
。
本
文
、
韻
目
朱
圏
点
、
字
目
朱
 

囲
、
墨
傍
点
。
末
尾
不
明
墨
識
。
前
副
葉
前
半
無
辺
方
形
陽
刻
「完

\

文
」
、 

単
辺
方
形
陽
刻
「柳

\
申

\

源
」
朱
印
影
。

<
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
一
七
〉 

一
冊
 

存
卷
ー
•
ニ

後
補
黄
檗
染
表
紙
(
ニ
四
•
六

X

一
六
•
一 
糖
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
 

玉
」
と
書
す
。
も
と
五
針
眼
釘
を
三
針
眼
に
改
装
。
見
返
し
、
墨

書

「周
」 

氏
論
稿
。
餘
白
に
藍
書
に
て
瓢
形
「白
南
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
權
\
相
 

\

堯
」
「舜

\
承

\

氏
」
印
影
摸
写
、
「白
南
蔵
」
識
。
序

(首
ニ
張
欠
)
、 

目
録
、
凡
例
、
事
目
の
順
に
綴
し
本
文
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。

匡
郭
一
九
.
七
X

一
二
•
四
糰
。

首
の
み
墨
傍
点
、
補
注
、
藍
筆
を
雑
ぅ
。

〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
—

一
—
 一 

\

三
〉 

ニ
〇
冊
 

朝
鮮
趙
穆
旧
蔵

丁
字
染
艷
出
表
紙
(
ニ
四
.
六

X
一

五

.
六
*
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
 

玉

〈幾
之
幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
韻
目
を
列
す
。
毎
冊
、
前
見
返
し
 

左

下

方

「
共
二
十
」
墨
書
。
序
、
事
目
、
凡
例
、
目
録
の
順
に
綴
し
^

X
。 

毎
#

一
巻
。

匡
郭
一
九
.
六

X

一
二
.
四
糰
。

毎
半
張
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
。
本
文
稀
に
墨
傍
点
、
磨
滅
部
補
鈔
。
第
十
 

七
冊
後
見
返
し
「
こ
酉
春
印
于
漢
中
」
墨
識
語
並
に
単
辺
円
形
陽
刻
「
月
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川

\
書
堂
」
朱

印

影

(趙
穆
所
用
)
、
第
二
十
冊
後
見
返
し
「
こ
酉
春
印
 

于
漢
中
/
是
年
夏
裝
于
陶
山

\

 
(低
四
格
)
東
皐
識
」
墨
識
語
並
に
同
前
 

朱
印
影
、
毎
冊
前
見
返
し
同
朱
印
影
、
毎
冊
首
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「東
 

皋
\
散
人
」
朱
印
影
を
存
す
。
こ
の
ぅ
ち
「
月
川
」
「東

皐

(皋
)」
は
朝
 

鮮
宣
祖
朝
の
儒
者
.
趙
穆
の
号
、
「陶
山
」
は
趙
穆
の
書
院
号
で
、

「
N
3酉

」 

は
宣
祖
十
八
年
(
一
五
八
五
)
に
当
た
る
。
『延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
 

古
書
目
録
』
第
二
輯
所
収
「貴
重
図
書
書
架
目
録
」
参
照
。
第
六
卷
第
二
 

張
に
無
辺
方
形
陰
刻
「李
印

\

奕

中

(李
奕
中
印
)」
朱
印
影
を
存
す
。

趙
穆
、
字
士
敬
、
月
川
、
又
東
皋
と
号
す
。
本
貫
、
江
原
道
横
城
。
中
 

宗
十
九
年
ニ
五
ニ
四
)
生
。
李

猓
(退
溪
)
門
。
明
宗
七
年
ニ
五
五
 

ニ
)
生
員
試
に
中
る
も
専
ら
師
門
に
学
び
、
挙
を
経
ず
学
問
に
よ
り
、
薦
 

を
得
て
任
官
。
慶
尚
道
礼
安
の
地
に
陶
山
書
院
を
設
け
た
。
『困
知
雑
録
』 

『月
川
集
』
の
著
作
が
あ
る
。
宣
祖
三
十
九
年
(
一
六
〇
六
)
歿
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
(石
洲
文
庫
)
貴
ニ
〇
の
ぅ
ち
〉

巻
十
五
•
十
六
補
配
同
版
早
印
本

第

九

•
十

巻

(
ニ
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
淡
茶
色
朝
鮮
表
紙
(ニ
六
• 

四

X

一 
五

.
八
糰
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
韻
 

目
を
列
す
。
補
配
別
装
、
前
掲
。

第
九
卷
首
匡
郭
一
九
.
六
>
<
ニ
ー
.
三
糰
。

毎
韻
首
並
に
毎
張
前
半
欄
上
、
墨
韻
目
注
記
。
本
文
、
墨
傍
点
。

<

大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
貴
一
三
四
の
う
ち
〉

巻

一
—

四
、
七
—
二
十
補
配
同
版
早
印
本
 

第

五

.
六

卷

(
一
〇
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
本
文
原
紙
高
ニ
六
•
四
 

糰
、
印
面
内
横
接
あ
り
。
第
六
卷
第
四
十
五
—
五
十
三
張
(尾
)
補
鈔
。 

欄
上
墨
韻
目
注
記
、
本
文
補
鈔
。
藍
筆
を
雑
う
。
首
に
方
形
陽
刻
「朝
鮮
 

總
督

\

府
圖
書
館
\
臧
書
之
印
」
朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
前
掲
。

〈
大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
貴
五
八
〇
の
う
ち
〉

巻
十
五
•
十
六
補
配
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
跋
刊
本
 

第

九

.
十

巻

(
ニ
冊
の
う
ち
一
冊
)
を
存
す
。
新
補
黄
檗
染
卍
繋
地
文
空
 

押

表

紙

(
ニ
四
.
七

X

一
六
.
三
糰
)
左
肩
打
付
に
1

群

玉

卷

九

、 

十
」
と
書
す
。

一
部
破
損
修
補
。
見
返
し
新
補
。
補
配
別
装
、
前
掲
。

第
九
巻
首
匡
郭
一
九
•
六
x

r

一 
•
五
糰
。

毎
張
前
半
欄
上
韻
目
注
記
。
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻
「綾
城
」
、
双
辺
方
形
 

陰

刻

「後
學
\
□
軒
」
墨
印
影
を
存
す
。
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こ
れ
ま
で
に
実
査
し
得
た
本
版
在
韓
伝
本
に
関
す
る
知
見
の
ぅ
ち
、
本
 

版
の
刊
刻
自
体
に
関
わ
る
事
項
は
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
所
蔵
の
趙
 

穆
旧
蔵
本
〈貴
—

1
—
 一

\

三
〉
ニ
◦
冊
に
見
出
さ
れ
る
趙
氏
識
語
で
あ
 

る
。
即
ち
趙
氏
に
ょ
る
「
こ
酉
春
印
于
漢
中
」
の
言
及
は
、
当
該
伝
本
印
 

出
の
時
期
と
場
所
と
を
限
定
し
て
い
る
。
こ
の
記
文
に
つ
い
て
評
価
す
る
 

の
に
先
立
ち
、
前
々
稿
と
前
稿
、
ま
た
本
稿
前
節
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
 

事
柄
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
本
版
は
、
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
(
一
四
三
七
) 

跋

刊

(江

陵

.
原
州
)
本
の
覆
刻
で
あ
る
か
ら
、
同
版
刊
刻
以
降
の
成
立
 

に
係
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
本
版
刊
刻
の
時
期
に
つ
い
て
、
陽
明
文
庫
 

蔵
本
紙
背
官
文
書
に
見
え
る
「進

士

崔

ロ

\
父

(中
略
)
汝
漑
」

「
進
 

士

趙

怡

」
の
文
言
か
ら
、
崔
洙
、
趙
怡
の
両
名
が
小
科
及
第
し
た
宣
祖
 

六

年

(

一

五
七
三
)
以
降
、
両
名
の
大
科
及
第
し
た
同
十
五
年
(
一
五
八
 

ニ
)
ま
で
に
成
立
し
た
文
書
を
料
紙
に
用
い
た
と
知
ら
れ
一
〔前
輯
四
〇
八
 

頁
参
照
〕
、
同
本
は
宣
祖
六
年
以
降
、
反
故
の
保
存
期
間
を
勘
案
す
る
と
、 

恐
ら
く
そ
れ
程
に
は
降
ら
な
い
時
期
の
印
行
と
推
さ
れ
、
ま
た
本
版
の
刊
 

刻
は
そ
の
時
点
よ
り
も
前
と
判
せ
ら
れ
た
。
ま
た
布
施
美
術
館
蔵
本
本
版
 

補
配
部
の
紙
背
に
、
甲
寅
字
体
銅
活
字
の
試
印
の
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
 

ら
、
中
央
官
署
で
の
印
出
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
刊
刻
自
体
も
内
府
で
の
所
 

為
で
あ

る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
〔前
輯
四
〇
七
、
四
〇
九
頁
、
本
輯

ニ
〇
八
頁
並
に
注
(
8
)
参
照
〕
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
に
、
当
該
延
世
 

大
学
校
蔵
本
の
、
趙
穆
に
ょ
る

「
N 3

酉
春
印
于
漢
中
」
の
識
語
を
見
る
と
、 

趙
氏
の
生
歿
か
ら
考
え
て

「
N
3

酉
春
」
は
宣
祖
十
八
年
ニ
五
八
五
)
の
 

春
季
に
比
定
さ
れ
、
漢
城
府
中
に
印
出
し
た
と

い

う

こ
と
で
あ
る
か
ら
、 

少
な
く
と
も
刊
刻
の
時
期
を
宣
祖
十
八
年
以
前
と
見
、
そ
の
板
木
は
漢
城
 

に
置
か
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
前
考
の
導
く
所
と
符
契
を
合
し
て
い
 

る
こ
と
が
判
る
。

右
の
点
を
基
に
、
本
版
の
有
す
る
本
文
に
つ
い
て
一
考
を
加
え
た
い
。 

前
稿
ま
で
に
記
し
た
本
版
本
文
の
特
色
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。

一
、 

本
版
本
文
は
基
本
的
に
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
跋
刊
(前
稿
ま
で
〔朝
鮮
初
期
〕 

刊
と
標
記
)
本
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ニ
、
本
版
に
は
一
旦
整
版
の
 

後
、
〔明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
に
従
う

剜改
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
三
、 

本
版
に
は
ま
た
全
般
に
、
整
版
者
独
自
の
判
断
に
基
づ
く
校
改
、
殊
に
略
 

体
字
を
正
体
に
改
め
る
作
業
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
に
、
本
 

版
印
行
の
情
況
を
勘
案
す
る
と
、
底
本
で
あ
る
正
統
跋
刊
本
の
訂
正
と
更
 

な
る
普
及
の
図
ら
れ
た
点
に
、
本
版
刊
刻
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
可
能
 

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
統
版
の
刊
刻
が
世
宗
の
命
に
基
づ
い
て
江
原
道
に
 

附
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
版
の
板
木
が
内
府
の
儲
と
な
っ
 

て
い
る
点
を
想
起
す
る
と
、
本
版
に
於
け
る
周
到
な
本
文
の
校
改
は
、
そ
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の
料
に
も
採
ら
れ
た
洪
武
版
が
明
朝
南
監
の
儲
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、 

中
央
学
官
の
見
識
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
か
、
と
考
え
ら
 

れ
る
。

〇
洪
武
韻
改
編
本
之
属

韻
府
羣
玉
一
八
巻
 

〔前
々
輯
三
六
七
頁
、
前
輯
四

〇

九
頁
〕 

元
陰
時
夫
編
陰
中
夫
注
明
亡
名
改
編
 

〔明
洪
武
八
年
(一
三
七
五
)
序
〕
刊

(〔南
監
〕)
〔明
修
〕

本
版
に
は
後
代
の
補
刻
本
を
存
す
る
。
後
掲
上
海
図
書
館
本
を
見
る
に
、 

第
四
卷
第
七
•
八
張
、
第
七
卷
第
十
九
•
二
十
、
二
十
五
•
二
十
六
張
、 

第
八
卷
第
五
、
十

ー

.
十
ニ
、
四
十
三
張
、
第
九
卷
第
ー
ニ
ー
、
三
十
三
 

張
、
第
十
卷
第
一
、
二
十
一
、
四
十
四
張
は
補
刻
に
係
り
、
こ
の
中
の
数
 

張
の
中
縫
部
下
象
鼻
に
「徐

珩」
の
ェ
名
が
見
出
さ
れ
る
。

『南
廳
志
経
籍
考
』
卷
下
に
本
版
を
著
録
し
て
「
正
德
丁
卯
重
加
修
補
 

繕
刻
、
有
祭
酒
濟
南
王
敕
識
」
と
記
し
て
お
り
、
正
徳
丁
卯
は
ニ
年
(

一 

五
〇
七
)
に
該
当
す
る
が
、
こ
の
時
の
補
刻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

〈
上
海
図
書
館
長
五
九
八
四
一
〉 

三
冊
 

存
卷
三
.
四
、
八
—
十

白

綿

紙

印

 

表

紙

欠

(料
紙
ニ
九
.
八

x

一
六
.
五
糖
)
。
白
綿
紙
印
。
本
文
共
紙
の
 

前
副
葉
子
一
張
を
存
す
。
〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
第
三
巻
首
、
第
四
、
八
巻
尾
欠
。 

欄
上
に
墨
筆
の
補
注
を
施
す
。

ニ

新

増

説

文

本

•
新
増
直
音
説
文
本
諸
版
解
題

先
ず
新
増
説
文
本
に
つ
い
て
記
す
。
在

来

の

『韻
府
群
玉
』
の
単
字
注
 

に

『説
文
解
字
』
等
の
注
を
増
入
し
た
、
い
わ
ゆ
る
新
増
説
文
本
は
、
後
 

述
の
元
至
正
十
六
年
刊
本
を
初
刻
と
す
る
。
こ
の
際
に
加
え
ら
れ
た
増
入
 

の
行
為
に
つ
い
て
、
前

稿

「
(四
)
新
増
説
文
本
の
成
立
に
つ
い
て
」

に
 

詳
述
し
た
が
〔前
輯
四
二
八
頁
以
下
〕
、
そ
の
梗
概
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

元
至
正
十
六
年
刊
刻
の
『新
増
説
文
韻
府
群
玉

j

に
は
、
目
録
の
末
に
 

劉
氏
日
新
堂
の
木
記
告
文
が
あ
り
「毎
字
音
切
之
下
、
續
増
許
氏
説
文
」 

の
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
本
文
を
閲
す
る
と
、
確
か
に
第
一
巻
 

の
上
平
声
一
東
韻
「東
」
字
注
以
下
、
原
本
に
は
見
ら
れ
な
い
「説
文
」 

と
標
示
の
注
が
補
わ
れ
て
い
る
。
原
本
に
も
文
字
に
ょ
っ
て
は
『説
文
解
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字
』
の
注
を
用
い
て
あ
っ
た
が
、
こ
の
版
で
は
全
体
に
亙
っ
て
ょ
り
多
く
 

の
文
字
に
、
こ
の
増
入
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
増
入
の
実
態
に
つ
い
て
 

子
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
二
つ
の
点
で
異
和
の
感
を
生
ず
る
。
即
ち
第
 

一
に
、
「説
文
」
増
入
の
字
種
の
採
択
に
規
矩
を
も
た
ず
、
増
入
記
事
の
 

字
数
の
多
寡
も
一
様
で
な
い
こ
と
、
第
一
：
一
に
、
第
十
巻
の
途
中
か
ら
第
十
 

五
巻
の
途
中
ま
で
、
約
五
卷
分
に
つ
い
て
は
、
こ

の

「説
文
」
の
増
入
が
 

全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
の
ニ
点
で
あ
る
。

右
の
第
一
の
点
は
、
実
は
こ
の
増
入
が
先
行
す
る
韻
書
『古
今
韻
会
挙
 

要
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
と
了
解
さ
れ
る
。
両
書
の
比
較
か
ら
、 

本
書
に
於
け
る
「説
文
」
増
入
の
有
無
や
そ
の
字
数
の
多
寡
は
、
『
韻
会
 

挙
要
』
に
於
け
る
採
否
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
第
二
の
点
 

は
、
当
該
の
第
十
卷
第
十
五
張
か
ら
第
十
五
巻
第
二
十
四
張
の
間
は
半
面
 

十
一
行
の
他
の
部
分
に
対
し
て
半
面
十
行
の
款
式
で
、
原
本
諸
版
の
そ
れ
 

と
全
く
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
間
の
数
張
は
、
原
本
諸
版
の
嚆
矢
と
 

見
な
さ
れ
る
元
元
統
ニ
年
梅
溪
書
院
刊
刻
本
と
同
じ
板
木
を
用
い
た
も
の
 

と
知
ら
れ
、
む

し

ろ

こ
の
原
板
を
組
み
込
む
た
め
に
、
そ
の
前
後
に
は
 

「説
文
」
の
増
入
を
避
け
て
款
式
の
整
合
を
図
つ
て
い
た
と
わ
か
る
。

つ
ま
り
当
該
の
至
正
十
六
年
刊
本
と
は
、
元
統
版
の
含
有
を
も
と
に
し
 

て
考
え
れ
ば
、
恐
ら
く
は
版
権
上
の
制
約
か
ら
元
統
版
の
使
用
を
前
提
と

し
、
こ
れ
へ
の
接
合
を
考
慮
し
つ
つ
新
機
軸
を
打
出
し
て
、
『韻
会
挙
要

J  

を
用
い
本
文
に
「説
文
」
等
の
増
入
を
加
え
、
大
幅
な
補
刻
を
施
し
た
印
 

本
と
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
ぅ
に
考
え
る
と
本
書
に
於
け
る
「
説
文
」

の
増
入
は
、
至
正
 

十
六
年
の
劉
氏
日
新
堂
の
協
力
者
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。 

ま
た
こ
の
至
正
十
六
年
刊
本
と
は
、
版
本
学
上
は
元
統
版
の
補
刻
本
の
一
 

種
で
あ
る
と
も
見
な
し
得
る
の
で
あ
っ
た
が
、
原
板
の
保
存
は
ご
く
少
数
 

に

111ま
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
は
便
宜
上
の
措
置
で
あ
る
こ
と
、
の
ち
に
至
 

正
版
を
基
に
し
た
翻
版
が
数
多
く
現
れ
て
影
響
の
大
き
い
こ
と
、
通
常
は
 

大
概
に
拠
っ
て
至
正
開
刻
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
稿
で
 

も

「
元
至
正
十
六
年
刊
」
と
処
遇
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
但
し
同
じ
よ
 

ぅ
に
元
統
版
に
大
量
の
補
刻
(原
本
の
ま
ま
)
を
加
え
た
後
修
諸
本
と
、 

こ
の
至
正
の
新
増
補
刻
本
と
は
、
元
統
版
か
ら
分
岐
す
る
並
行
関
係
の
上
 

に
位
置
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
当

初

「説
文
」
の
増
入
が
不
完
全
 

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
新
増
説
文
本
の
展
開
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
 

る
0以

上
の
前
提
の
上
に
、
版
刻
印
行
の
種
別
に
従
っ
て
、
諸
本
の
解
題
を
 

加
え
て
行
き
た
い
。

—— 乙 1〇 ——



〇
新
増
説
文
本
之
属

新
增
説
文
韻
府
羣
玉
ニ
〇
巻

元
陰
時
夫
撰
陰
中
夫
注
亡
名
増
 

元
至
正
十
六
年
(
一
三
五
六
)
刊

(劉
氏
日
新
堂
)

先
ず
序
題
六
篇
(五
張
)
。
首

「韻
府
羣
玉
序
」
と
題
し
、
次
行
低
三
格
で
 

「翰
林
 

滕
玉
霄
序
」
等
の
篇
目
を
標
し
、
次
行
ょ
り
本
文
。
滕
序
に
次
 

で

「姚
江
村
序
」
「翰
林
承
旨
趙
子
昂
題
」
「陰
竹
埜
序
」
「陰
復
春
自
序
」 

「陰
勁
弦
自
序
」
を
存
す
。
毎
篇
改
行
、
後
三
篇
低
一
格
、
諱
字
擡
頭
。 

本
文
は
原
本
の
元
元
統
ニ
年
刊
本
以
下
に
同
じ
。
毎
行
一
八
字
、
中
縫
部
 

「匀
玉
序
」
と
題
す
。

次
で
目
録
(
三
張
)
。
首

「韻
府
羣
玉
目
録
」
と
題
し
、
次
行
花
ロ
魚
尾
 

圏
発
下
低
一
格
で
声
目
を
標
し
、
次
行
卷
序
数
を
標
し
(
墨
囲
陰
刻
)
、 

同
行
下
ょ
り
低
三
.
一
〇
格
の
ニ
段
に
「
一
東
〈獨
用
〉
」
等
の
韻
序
数
 

及
び
韻
目
を
列
挙
す
。
每
卷
改
行
。
毎
行
一
八
字
格
、
中
縫
部
「勾
玉
目
」
、 

尾

「韻
府
羣
玉
目
録
」
と
題
す
。

次
で
総
目
0

張

0
首

「韻
府
羣
玉
事
類
總
目
」
と
題
し
、
次
行
低
ー
 

格

で

「韻
下
事
目
」
と
標
し
、
次
行
よ
り
低
二
.
五

.
八

.
一
一
.
一
四

格
の
五
段
に
「
天
文
」
「地
理
」
以
下
の
事
目
を
列
す
。
次

行

(
次
頁
) 

低
一
格
で
「韻
下
類
目
」
と
標
し
、
次
行
ょ
り
低
ニ
•
六

.

一

〇

•
一
四
 

格
の
四
段
に
「音
切
」
「散
事
」
以
下
の
類
目
を
列
し
、
附
目
あ
ら
ば
直
 

下

に

「
附

(墨
囲
陰
刻
)」
と
標
し
双
行
に
て
注
す
。
版
式
同
前
、
但
し
 

尾

「韻
府
羣
玉
事
類
總
目
〈畢
〉
」
と
題
す
。

次
で
凡
例
(
ニ
張
)。
首

「韻
府
羣
玉
凡
例
」
と
題
し
、
次
行
ょ
り
ー
ツ
 

書
下
低
ニ
格
、
第
二
行
以
下
に
亙
ら
ば
低
三
格
で
本
文
。
先
ず
九
条
、
前
 

後
接
行
の
低
五
格
に
て
注
記
、
又
四
条
を
存
す
。
本
文
は
原
本
に
同
じ
。 

毎
行
ニ
ー
字
格
、
中
縫
部
符
号
、
尾

「韻
府
羣
玉
凡
例
〈畢

>
」

と
題
す
。 

右
の
凡
例
第
二
張
後
半
の
第
二
—
九
行
間
に
双
辺
無
界
「瑞
陽
陰
君
所
編
 

韻
府
羣
玉
以
事
繫

\

韻
以
韻
摘
事
乃
韻
書
而
兼
類
書
也

\

檢
閲
便
益
観
者
 

無
不
稱
善
本
堂
今
\
將
元
本
重
加
校
正
毎
字
音
切
之
下
\
續
増
許
氏
説
文
 

以
明
之
間
有
事
未

\

備
者
以
補
之
韻
書
之
編
誠
為
盡
美
\
矣
敬
刻
梓
行
嘉
 

與
四
方
學
者
共
之

\

至
正
丙
申
莫
春
劉
氏
日
新
堂
謹
白
(
行
体
ご
牌
記
 

を
存
す
。
「至
正
丙
申
」
は
十
六
年
(
一
三
五
六
)。
「劉
氏
日
新
堂
」
は
、 

至
正
年
間
前
後
に
活
動
し
た
建
安
書
林
•
劉

錦

文

(字
叔
聞
)
の
営
ん
だ
 

書
舗
で
あ
ろ
％
。
判
明
す
る
書
目
(注

<

11>
参
照
)
を
見
る
限
り
、
経
 

籍
朱
注
末
疏
類
、
韻
書
、
類
書
な
ど
の
科
挙
対
策
書
の
版
刻
が
主
で
、
行
 

体
の
告
文
類
附
刻
に
特
徴
が
あ
る
。
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な
お
こ
れ
ら
の
首
目
綴
合
の
順
序
は
伝
本
に
よ
っ
て
一
定
せ
ず
、
総
目
 

第
一
巻
 

を
前
掲
す
る
伝
本
も
あ
る
。
元
統
版
以
下
原
本
の
首
目
と
の
相
違
点
は
、 

第
二
卷
 

牌
記
の
他
は
主
と
し
て
款
式
、
張
数
、
張
付
等
の
相
違
に
止
ま
る
が
、
凡
 

第
三
巻
 

例
の
首
題
に
「
增
修
」
の
文
字
を
冠
せ
ず
、
ま
た
原
本
で
は
凡
例
の
後
に
 

第
四
卷
 

置
か
れ
た
「韻
下
事
目
」
を

「韻
下
類
目
」
の
前
に
合
し
(両
本
共
に
凡
 

第
五
巻
 

例
の
末
に
「事
目
」
の
接
属
を
示
唆
す
る
「其
目
如
左
」

の
語
あ
り
)
、 

第
六
卷
 

原

本

の

「該
載
事
目
」
を

「事
類
總
目
」
と
改
題
す
る
変
更
が
あ
っ
た
。 

第
七
卷
 

巻

首

題

「新
增
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
ー
(—

二
十
) 

上
平
聲
(墨
囲

 

第
八
卷
 

陰
刻
)

\

 (以
下
低
六
格
)

晚
學
陰
時
夫

勁
弦
編
輯
\

新
吳
陰
中
夫
 

第
九
卷
 

復
春
編
註
」
(第
二
、
三
行
首
巻
の
み
)
(
第
十
一
至
十
六
巻
首
題
「
韻
府
 

第
十
卷
 

羣
玉
卷
之
幾
」
)
、
次
行
低
ニ
格
で
「
一
東
〈
獨
用
〉
」
等
と
韻
目
を
標
し
、

次
行
よ
り
本
文
。
先
ず
字
目
(大
字
、
同
音
字
の
首
は
墨
囲
)
直
下
よ
り
 

第
十
一
巻
 

字

注

(小
字
双
行
、
同
音
字
首
は
反
切
あ
り
)
(
字
注
の
首
に
「
説

文

(
陰
 

第
十
二
巻
 

刻
)」
以
下
の
引
文
を
置
く
場
合
が
多
い
)
(
当
該
の
文
字
「
丨
」
号
、
分
節
 

第
十
三
巻
 

圏
発
隔
)
(
出
典
注
記
墨
囲
、
引
文
の
前
)
、
次
で
成
語
(中
字
単
行
)
、
直
 

第
十
四
巻
 

下
よ
り
語
注
(小
字
双
行
)
(
体
式
字
注
に
同
じ
、
但
し
出
典
注
記
引
文
後
)、 

第
十
五
巻
 

道
釈
に
互
ら
ば
圏
発
を
以
て
隔
し
、
事
目
標
識
(中
字
単
行
、
黒
牌
中
墨
 

第
十
六
巻
 

囲
陽
刻
)
を
差
挟
む
(
「
人
名
」
下
注
中
人
名
陰
刻
)
。
毎
韻
改
行
。
以
下
 

第
十
七
巻
 

本
文
の
大
概
を
掲
出
す
る
。
巻

序

.
声
韻
の
分
属
は
原
本
に
同
じ
で
あ
る
。 

第
十
八
巻

三

九

張

)

(
四
九
張
) 

i
i
)

(六
〇
張
)

(六
一
張
)

(
四
九
張
)

(四
七
張
)

(
四
八
張
)

(四
五
張
)

上
声

上
平
声
 

一東〜 四
支
〜
 

七
虞
〜
 

十
一
真
〜

下
平
声

一
先
〜
 

六
麻
 

八
庚
〜
 

'

尤
〜
 

ー
董
〜

三
江
韻
 

六
魚
韻
 

十
灰
韻
 

十
五
删
韻
 

五
歌
韻
 

七
陽
韻
 

十
蒸
韻
 

十
五
咸
韻
 

六
語
韻

(第
一
—
十

.
十
一
之
十
二
•
十
三
—
四
十
九
張
) 

七
翼
〜
十
四
旱
韻
 

(
四
八
張
) 

十
五
潸
〜
二
十
ニ
養
韻
 

(
四
三
張
) 

二
十
三
梗
〜
二
十
九
賺
韻
 

(五
八
張
)

去
声

 

一
送
〜
 

七
遇
韻
 

(三
九
張
) 

八
霽
〜
十
二
震
韻
 

(
五
一
張
) 

十
三
問

丄一
十
一
箇
韻
 

(
四
四
張
) 

二
十
三
繭
〜
三
十
陥
韻
 

(三
四
張
)

入
声

 

ー
屋
〜
 

三
覚
韻
 

(
四
四
張
) 

四
質
〜
 

九
肩
韻
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第

十

九

巻

(
四
〇
張
) 

十
薬
〜
十
一
陌
韻
 

第

二

十

巻

(三
九
張
) 

十
二
錫
〜
十
七
洽
韻
 

四
周
双
辺
(
ニ
ー
•
四

X
一

三

•
三
*
)
毎
半
張
一
一
行
(第
十
卷
第
十
 

五
至
第
十
五
巻
第
二
十
四
張
一
〇
行
)
、
行
小
ニ
九
字
、
中
縫
部
小
黒
ロ
 

(匡
郭
外
周
接
属
)
、
双
線
黒
魚
尾
(不
対
向
)
、
上
尾
下
題
「

勻玉
幾
」
、 

下
尾
下
張
付
。

巻

尾

題

「新
增
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
幾
 

声

目

(墨
囲
陰
刻
)」
(第
十
 

至
十
五
巻
尾
題
「韻
府
羣
玉
卷
之
幾
」
)
、
第
一
巻
尾
題
前
に
木
牌
様
の
墨
 

釘
を
存
す
。

前
述
の
如
く
、
本
版
中
、
第
十
卷
第
十
五
張
ょ
り
第
十
五
巻
第
二
十
四
 

張
ま
で
は
元
統
版
に
基
づ
く
補
刻
で
、
こ
の
中
の
第
十
卷
第
四
十
九
張
 

(尾
)
、
第
十
一
巻
第
十
一
.
十
二
、
二
十
九
.
三
十
張
、
第
十
二
卷
第
四
 

十

二

•
四
十
三
張
(尾
)
、
第
十
四
巻
第
三
十
七
張
の
、
都
合
八
張
は
元
 

統
版
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
、
元
統
版
無
修
本
を
基
に
 

し

て

「説
文
」
以
下
の
字
注
を
増
入
し
、
半
面
を
一
一
行
と
改
め
た
本
文
 

で
あ
る
。
但
し
翻
刻
時
の
訛
誤
や
墨
釘
等
の
小
異
も
あ
り
、
ま
た
成
版
後
 

の
校
正
に
ょ
っ
て

剜改
を
施
し
た
文
字
が
多
い
。

〈
国

会

図

書

館

W

A
三

五

.
ニ
五
〉 

一
〇
冊

卷
三
補
配
元
至
正
二
十
八
年
刊
原
本
 

巻
十
四
—
十
八
、
二
十
補
配
元
元
統
ニ
年
刊
四
修
原
本
 

新
補
香
色
覆
表
紙
(
ニ
六
.〇
x

一
六
.九
糰
)
、
次
で
新
補
淡
茶
色
表
紙
、 

中

央

に

「東
京
圖
書
館
」
蔵
書
票
貼
附
。
康
熙
綴
、
裏
打
改
装
(原
紙
約
 

ニ
四
. 
一
X

一 
五

.
o
辗
、
天
地
截
断
、
破
損
修
補
)
。
序

(
第
三
張
補
 

鈔
)
、
目
録
、
総
目
、
凡
例
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
一
巻
第
 

一
張
補
鈔
、
第
十
一
巻
第
十
九
、
二
十
八
—
三
十
七
、
ニ

H -
丨
二
十
七
、 

三
十
八
張
と
錯
綴
す
。

室
町
期
朱
竪
•
傍

.
句
点
、
磨
滅
部
補
鈔
、
稀
に
返
点
、
音
訓
送
仮
名
、 

墨
欄
上
校
注
書
入
。

な
お
ニ
〇
〇
ニ
年
十
二
月
現
在
、
該
本
牌
記
及
び
第
二
#
^
の
書
影
を
、 

国
立
国
会
図
書
館
の
ウ
ヱ
ブ
サ
ィ
ト
内

r

デ
ィ
ジ
夕
ル
貴
重
書
展
」
に
て
 

閲
覧
で
き
る

(http: 

/
/
W
W
W
.
n
d
L
g
o
.
j
p

 /
e
x
h
i
b
i
t

 /
5
0

 /
)
。

〈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
(谷
村
文
庫
)
四
—
八

七

•
ィ
ニ
〉 

ニ
〇
冊
 

卷
六
補
配
同
版
後
印
本

後
補
縹
色
艷
出
表
紙
(
ニ
四
•八

X

一 
五
•五
糰
)
右
肩
ょ
り
打
付
に
韻
目
、 

同
下
方
に
声
目
を
書
し
、
中

央

に

「宙
」
と
大
書
、
別
筆
の
朱
を
以
て
右
 

肩
打
付
に
声
目
、
中
央
下
方
に
「
ニ
ノ
三
」
と
書
す
。
左
肩
題
簽
を
貼
布
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し
後
筆
に
て
「新
増
説
文
韻
府
群
玉
〈幾
〉
」
と
、
中
央
打
付
の
韻
目
に
 

重
ね
目
録
題
簽
を
貼
布
し
声
韻
目
を
列
記
す
。
後
表
紙
中
央
に
又
別
筆
に
 

て

「
二
十
冊
之
内
」
と
書
す
。
総
目
、
序
、
目
録
、
凡
例
の
順
に
綴
し
(
目
 

録
首
に
谷
村
一
太
郎
氏
手
書
切
紙
を
差
挟
む
。
補
配
後
印
本
の
項
参
照
) 

本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
二
巻
第
三
十
一
張
、
第
四
卷
第
四
十
ニ
張
補
鈔
、
第
 

十
三
巻
第
四
十
一
張
欠
、
第
十
五
巻
第
六
、
八
、
十
三
張
を
欠
き
補
紙
(界
 

線
補
鈔
、
第
十
三
張
の
首
六
行
の
み
本
文
も
補
鈔

}
。

補
配
別
装
、
後
掲
。 

間
々
室
町
期
朱
竪
.
傍

.
句

点

(上
声
以
下
は
稀
)
書
入
、
墨
磨
滅
部
. 

破
損
部
補
鈔
。

〈
中
国
国
家
図
書
館

(
マ
ィ
ク
ロフ
ィ
ル
ム
)

一
八
六
三
五
〉 

ニ
冊
 

存
卷
六
、
十
五
巻
十
五
補
配
元
元
統
ニ
年
刊
原
本
 

明
謝
肇

淛、
周
亮
エ
、
清
接
叙
、
清
室
旧
蔵
 

漉
目
表
紙
(
ニ
四
. 
一

X

一
四
•
七
*
)
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
「
元
版
韻
 

府

羣

玉

〔

〕
〈第

\
幾

\

冊
〉
」
と
書
す
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「謝
在
杭
\
臧
書
印
」
(謝
肇

淛所
用
)
、
同

「周
元
 

亮
家
臧
書
」
(周
亮
ェ
所
用
)
、
無
辺
方
形
陰
刻
「謙
牧
\
堂
藏
\
書
記
」
、 

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「兼
牧
\
堂
書
\
畫
記
」
(以
上
接
叙
所
用
)
、
又
首
 

に
無
辺
方
形
陰
刻
「
天
禄
\
繼
鑑
」
、
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「
乾
隆
\
御
覧

\

之
寶
」
印
影
を
存
す
。
『
天
禄
琳
瑯
書
目
後
編
』
巻
十
、
元
版
子
部
に
 

韻
府
羣
玉
〈
ニ
面

\

二
十
冊
〉

同
上
係
一
版

摹印
。

謝
肇

淛、
字
在
杭
、
長
樂
人
。
萬
暦
壬
辰
進
士
。
官
布
政
使
。

周
亮
エ
見
前
。
餘
無
考
。

「謝
在

\

杭
藏
\
書
記
」
〈白
文
\
卷
四
〉
、
「周
元
亮
家
藏
書
」
〈
朱
 

文

\

毎
冊
首
〉
、
「沙
門

\

用
平
」
〈白
文
\
卷
首
\
卷
五
〉
、

r

釋
氏
 

\

道
銜
」
〈白
文
\
卷
四
〉
、
「
還

\

菴
」
〈白
文
\
卷
四
〉
、
「謙
牧
\
 

堂
藏
\
書
記
」
〈白
文

\

毎
冊
首
〉
、
「謙
牧
/
堂
書
\
畫
記
」
〈朱
文
 

\

毎
冊
首

>

、
闕
卷
十
二
 

<末

>
。

の
著
録
が
あ
り
、
旧
印
は
本
書
と
ほ
ぼ
同
一
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
な
 

お

本

条

「
同
上
係
一
版

摹印
」
は
前
項
に
著
録
の
「韻
府
羣
玉
〈
四
函
\
 

二
十
冊
〉
」
に
係
っ
て
い
る
が
、
こ
の
条
.の
著
録
は
明
ら
か
に
本
版
、
即
 

ち
至
正
十
六
年
刊
新
増
説
文
本
に
_
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈
大
谷
大
学
図
書
館
(悠
然
楼
文
庫
)
外

丙

.
八
ニ
〉 

一

〇
冊
 

後
補
茶
色
艷
出
表
紙
(
ニ
四
•八

X

一 
五
•五
糰
)
右
肩
ょ
り
打
付
に
韻
目
 

を
書
し
、
左
肩
題
簽
剥
離
痕
、
打
付
に
別
筆
に
て
「韻

府

〔

〕
〈声
目
〉 

幾
」
と
書
し
、
無
辺
方
形
陰
刻
「伊
東

\

祐
暢
」
朱
印
影
、
見
返
し
中
央
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に
単
辺
方
形
陽
刻

r賛
岐
大
西
見
山

\

舊
藏
書
」
朱

印

影

(
大
西
行
礼
所
 

用
)
を
存
す
。
凡
例
、
総
目
、
序
、
目
録
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
世
一
巻
。 

室
町
期
朱
合
.
竪

•
圏

.
句

点

(上
声
以
下
稀
)
、
磨
滅
部
•
墨
釘
補
鈔
、 

同
朱
墨
補
注
、
校

注

(
「排

勻」
と
校
す
る
も
あ
り
)
、
墨
釘
補
鈔
を
加
ぅ
 

(平
声
の
み
)。
尾
冊
の
首
に
鼎
形
陽
刻
不
明
朱
印
影
を
存
す
。

〈
布
施
美
術
館
一
二
三
一
〉 

一
冊
 

存
卷
七

新
補
黄
檗
染
表
紙
(
二
三
•
三

X

一
六
•
ー
糰
)。
襯
紙
改
装
。
前
後
副
 

葉
子
各
ニ
枚
、
前
副
葉
第
二
紙
後
半
「
昭
和
三
十
七
年
三
月

\

川
瀬
博
士
 

日

\

元
時
代
刊
」
等
墨
書
。
第
一
—
二
十
四
、
四
十
五
•
六
張
欠
。

全
張
匡
郭
に
補
鈔
を
施
す
。

〈
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
(大
木
文
庫
)
経
部
小
学
類
ニ
九
〉

一
冊
 

存
卷
八

後
補
藍
色
表
紙
(
ニ
六
.
六

X

一
六
.
六
糰
)
、
襯

紙

改

装

(
原
紙
高
約
 

二
三
•
一 
糖
)
。
前
後
に
宣
紙
副
葉
子
を
後
補
す
。
首
ニ
四
張
を
欠
く
。 

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
呉
氏
宜
壽

\

堂
所
臧

J

朱
印
影
を
存
す
。

〈
上
海
図
書
館
七
六
五
七
七
ニ
〉 

ニ
〇
冊
 

卷
一
補
配
〔明
正
統
ニ
年
梁
氏
安
定
堂
〕
刊
本
 

民
国
于
右
任
旧
蔵

新
補
紺
色
艷
出
表
紙
(
二
八
.
三

X

一
八
•
〇
糖
)
。
変
形
康
熙
綴
、
金

鑲 

玉

装

(原
紙
高
約
二
三
•
〇
糖
)。
本
文
料
紙
古
色
添
加
、
匡
郭
補
筆
。
序
、 

凡
例
、
目
録
、
総
目
の
順
に
綴
す
る
が
、
本
版
に
係
る
の
は
序
の
み
、
後
 

三
者
は
正
統
版
と
見
ら
れ
る
。
毎
冊
一
巻
。
第
十
五
卷
¥

八
、
二
十
張
、 

第
十
六
巻
第
一
張
補
鈔
。
第
十
七
巻
第
三
十
三
張
欠
。
第
十
五
卷
第
四
張
 

を
同
第
二
十
四
.
五
張
間
に
、
ま

た
第
十
七
巻
第
二
十
三
.
ニ
張
錯
綴
。 

首
に
単
辺
方
形
陽
刻

r鴻
」
「選
」
、
同

「之
氏
家
\
藏
書
章
」
朱
印
影
を
 

存
し
、
ま

た
同

「右
任
/
之
友
」
、
毎
巻
首
に
同
「
子
」
、
¥

ー一、
十
九
、 

二
十
巻
首
に
同
「右
任

\

珍
臧
」
、
無
辺
方
形
陰
刻
「右
任
」
、
第
十
三
至
 

十
八
巻
首
に
同
「半
\
哭
半
笑
\
瘻
主
」
朱
印
影
を
存
す
。

こ
の
伝
本
、
従

来

「
元
大
德
刻
本
」
と
称
せ
ら
れ
る
。
大
徳
本
に
つ
い
 

て

は

『
四
庫
提
要
』
本
書
条
に
「
此
本
爲
大
德
中
刊
板
、
猶
時
夫
原
書
也
」 

と
記
し
、
孫

星

衍

『廉
石
居
蔵
書
記
』
巻
上
の
本
書
の
条
に
「
此
本
元
大
 

德
間
刊
版
」
と
録
し
、
ま
た
莫
友
芝
『邵
亭
知
見
伝
本
書
目
』
に

「
元
大
 

德
刊
黒
ロ
本
、
毎
頁
二
十
ニ
行
、
行
小
字
二
十
九
字
」
と
、
同
傅
増
湘
訂
 

補

に

「
元
大
德
本
、
十
一
行
、
雙
行
二
十
九
字
、
細
黒
ロ
、
四
周
雙
闌
」

— 223 —



と
、
『増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
の
邵
章
続
録
に

r

元
大
德
刊
黒
ロ
本
、 

半
葉
十
一
行
、
行
小
字
二
十
九
字
」
と
録
し
て
あ
る
が
、
『
提
要
』

の
記
 

事
に
つ
き
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
』
巻

四

.
小
学
に
 

韻
府
羣
玉
二
十
篇
〈
元
槧
本
〉
(中
略
)

按
提
要
録
此
書
云
、
是
書
大
德
間
刊
本
。
今
致
、
時
夫
之
父
陰
竹
野
 

序
爲
大
德
丁
未
、
陰
復
春
序
爲
延
祐
甲
寅
、
陰
勁
弦
序
雖
$

日
年
月
、 

而
言
其
書
成
時
其
父
已
沒
、
是
大
德
間
此
書
尚
未
成
、
安
得
有
刊
本
。 

則
所
云
大
德
本
者
意
斷
之
説
也
。

と
駁
す
る
の
が
当
た
っ
て
い
て
、
大
徳
に
は
原
本
の
成
立
す
ら
見
て
い
な
 

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
前
稿
第
四
章
及
び
本
稿
の

考
証
ょ
り
、新
増
 

説
文
本
の
成
立
は
至
正
十
六
年
刊
刻
時
と
判
る
こ
と
か
ら
、
新
増
説
文
本
 

が
大
徳
に
刊
行
さ
れ

た
と見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
恐
ら
く
は
、
当
該
の
 

伝
本
で
は
牌
記
告
文
を
删
去
し
、
ま
た
巻
首
に
正
統
版
を
以
て
補
配
し
至
 

正
版
と
は
別
種
と
見
え
る
こ
と
か
ら
(後
出
明
正
統
ニ
年
刊
本
の
i

照
)、 

陰
竹
埜
序
の
「大
徳
」
を
取
っ
て
、
諸
目
登
載
の
「大
德
刻
本
」
に
充
て
 

ら
れ

た
と思
わ
れ
る
。

〈
大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
貴
三
三
三
〉 

一
〇
冊
 

朝
鮮
総
督
府
図
書
館
旧
蔵

当
館
新
補
黄
色
雷
文
繫
地
蓮
華
文
空
押
表
紙
(ニ
四
•
六

X

一
六
•
五
糖
)、 

次
で
後
補
渋
引
漉
目
表
紙
、
左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
打
付
に
璧
尸
目
を
書
す
。 

当
館
裏
打
改
装
(原
紙
高
約
ニ
四
•
〇
糖
、
天
地
截
断
、
破
損
修
補
)
。 

見
返
し
に
総
目
末
張
後
半
貼
附
、
序
、
目
録
、
凡
例
と
綴
し
本
文
。
毎
冊
 

ニ
巻
。
第
七
卷
第
二
十
五
、
三
十
五
張
室
町
期
邦
人
補
鈔
。
第
十
二
巻
第
 

四
十
三
張
(尾
)
欠
。
第
十
七
巻
第
三
十
一
張
至
第
十
八
巻
第
十
五
張
間
 

錯
綴
甚
し
。

稀
に
室
町
早
期
細
筆
朱
墨
校
注
を
存
し
、
全

帙

(補
鈔
部
も
)
室
町
期
朱
 

竪

.
傍

.
圏

.
句
点
、
磨
滅
部
補
鈔
、
同
朱
墨
補
鈔
、
補
注
、
校
注
、
同
 

墨
欄
上
字
目
注
記
(支
、
陽
韻
の
み
)
、
返
点
、
連
合
符
、
音
訓
送
仮
名
 

(序
の
み
)
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「朝
鮮
總
督

\

府
圖
書
館
 

\
臧
書
之
印
」
朱
印
影
を
存
^

な
お
当
該
の
伝
本
に
つ
き
、
朝
鮮
総

-#府
図
書
館
開
催
の
創
立
二
十
周
 

年
記
念
特
別
展
覧
会
(昭
和
十
八
年
、

一
九
四
三
)
陳
列
図
書
目
録
に
解
 

題

(青
木
修
三
氏
)
が
あ
る
。

〈
東
京
大
学
史
料
編
募
所
〇

一
三
九
.
四
〉 

ニ

¢
3

冊
 

新
補
茶
色
表
紙
(
二
三
•
八

X

一
六
•
〇
糲
)
左
肩
双
辺
淡
墨
摺
題
簽
を
 

貼

布

し

「新
増
説
文
韻
府
羣
玉
 

〈幾
〉
」
と
書
す
。
次
で
後
補
渋
引
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表
紙
、
左
肩
香
色
艷
出
題
簽
に
「説
文
韵
府
〈幾
〉
」
と

書

し

(
旧
表
紙
 

打
付
書
か
)
、
右
肩
よ
り
打
付
に
別
筆
に
て
韻
目
を
列
記
す
。
押
し
八
双
 

あ
り
。
天
地
截
断
、
裏
打
改
装
。
序
、
総
目
、
凡
例
、
目
録
の
順
に
綴
し
 

本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
七
卷
第
三
十
五
•
六
張
、
第
八
卷
第
二
十
一
•
ニ
 

張
、
第
十
八
巻
第
十
九
張
補
鈔
。
な
お
こ
の
第
七
卷
第
三
十
五
•
六
張
と
 

第
八
卷
第
二
十
一
.
ニ
張
を
、
後
印
本
に
は
均
し
く
欠
い
て
い
る
。

第
一
巻
尾
本
文
後
木
牌
様
墨
釘
上
に
後
補
表
紙
韻
目
同
筆
に
て
「
至
正
丙
 

申
莫
春

\

日
新
書
堂
新
刊
」
と
書
す
。
稀
に
室
町
末
細
筆
返
点
、
音
訓
送
 

仮
名
、
ま
た
近
世
期
(補
鈔
部
同
)
朱

竪

.
傍

.
圏

•
句
点
、
極
稀
に
返
 

点
、
同
朱
墨
磨
滅
部
.
墨
釘
重
書
補
鈔
、
校

注

(稠
密
、
但
し
上
声
以
下
 

は
疎
に
遷
る
)
書
入
。
縹
色
不
審
紙
。
第
二
、
十
六
、
二
十
巻
尾
に
無
辺
 

方
形
陰
刻
「國

\

賢
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
天
理
図

書

館

八

ニ

ー

•
ィ
四
七
〉 

ニ
冊
 

存
卷
七
、
九

新
補
藍
色
表
紙
(
ニ
六
•
六

X

一
六
.
五
糰
)。
金

鑲玉

装

(
原
紙
高
約
 

ニ
ー
•
九
糖
)
。
前
後
副
葉
子
•
見
返
し
、
襯
紙
と
同
料
。
第
七
卷
第
二
 

十
五
至
四
十
七
張
(尾
)
、
第
九
卷
第
一
至
二
十
三
張
欠
。

全
張
界
線
補
鈔
。
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
母
印
\
守
正
」
朱
印
影
を
存
利
。

〈
東
京
大
学
総
合
図
書
館
A
〇

〇

.
五
八
三
六
〉 

九
冊
 

巻

九

•
十
補
配
明
万
暦
十
八
年
序
刊
〔
三
修
〕
王
元
貞
校
本
 

欠
巻
十
一
•
十
二

後
補
渋
引
表
紙
(
ニ
四
•
六
X

一 
五

•
五
)
右
肩
ょ
り
打
付
に
室
町
期
墨
 

筆
に
て
韻
目
を
書
し
、
左
下
方
打
付
に
室
町
期
朱
筆
に
て
「雲
」
と
書
す
。 

左
肩
題
簽
を
貼
布
し
後
墨
筆
に
て
「
韻

府

〈
声
目
〉
幾
之
幾
」
と
書
す
 

(首
冊
、
題
簽
剥
離
痕
、
打
付
に
又
別
筆
に
て
i

〈上
平
〉」
と
書
す
)。 

序

(第
一
至
三
張
)
、
総
目
、
又

序

(第

四

•
五
張
)
、
目
録
、
凡
例
の
順
 

に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
七
卷
第
三
十
五
•
六
張
欠
、
第
八
卷
第
二
 

十

一

•
ニ
張
補
配
同
版
早
印
本
(匡
郭
外
を
删
去
し
て
和
紙
裏
打
)
。
第
 

一
巻
第
十
一
.
十
張
錯
綴
。

室
町
期
朱
竪
•
圏

.
句
点
、
欄
外
補
注
、
同
朱
墨
磨
滅
部
補
鈔
を
加
ぅ
。

〈
台

北

.
故
宮
博
物
院
(
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
)〉 

一
〇
冊
 

清
楊
守
敬
旧
蔵

表
紙
左
下
方
打
付
に
毎
声
冊
数
、
右
下
方
打
付
に
同
筆
に
て
「絶
十
」
と
 

書
し
、
左
肩
打
付
に
後
筆
に
て
「羣
玉
韵
府
幾
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
 

付
に
題
目
同
筆
に
て
韻
目
を
列
記
す
。
天
地
截
断
。
序
、
目
録
、
凡
例
、 

総
目
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
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近
世
初
期
邦
人
朱
標
点
(字
目
上
)
、
竪

•
句

.
傍
点
、
傍
線
、
同
墨
磨
 

滅

部

•
破
損
部
補
鈔
、
欄
上
字
目
標
注
、
同
朱
墨
欄
上
校
注
、
別
朱
欄
上
 

字
目
標
注
書
入
(上
声
以
下
稀
0
毎
冊
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
飛
青
\
 

閣
臧

\

書
印
」
朱

印

影

(楊
守
敬
所
用
)
を
存

t 5。

〈
天

理

図

書

館

八

ニ

ー

•
ィ
九
一
〉 

ニ
冊
 

存
卷
 一
—
四

後
補
渋
引
表
紙
(
ニ
四
.
四
>
<
ー
五
.
九
糰
)
左
肩
題
簽
剥
離
痕
下
打
付
 

に

「幾
幾

\

共
拾
冊
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
別
筆
に
て
韻
目
を
列
 

す
。
裏
打
改
装
。
総
目
、
序
、
目
録
、
凡
例
の
順
に
綴
し
本
文
。

〔毎
冊
 

ニ
巻
〕
。
第
三
巻
第
四
十
九
張
、
第
四
卷
第
二
十
三
張
補
鈔
。

朱

竪

.
圏

.
句
点
、
墨
返
点
、
音
訓
送
仮
名
、
欄
上
補
注
、
磨
滅
部
補
鈔
 

(序
の
他
は
稀
)
を
加
ぅ
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
渡
邊
氏

\
祖
先
 

之

\

遺
書
」
朱
印
影
を
存

t s。

〈
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
〇
二
一
.
四

二

.
二
〇

> 

ニ
〇
冊
 

巻
十
一
.
十
二
補
配
元
至
正
二
十
八
年
刊
原
本
 

題

簽

〔
利
峰
〕
東
銳
筆

後
補
丹
表
紙
(
ニ
五
ニ
ー
>
<
ー
六
.
五
糰
)
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
〔利
峰

東
鋭
〕
筆

に

て

「群

玉

府

〈韻
目
〉
」
と
書
し
、
下
方
に
双
辺
方
形
陽
刻
 

「東

\

鋭
」
朱
印
影
を
存
す
。
押
し
八
双
あ
り
。
裏

打

改

装

(
原
紙
約
ニ
 

三

.
四

x

一 
五

•
ニ
*
、
天
地
截
断
)
。
前
後
副
葉
子
あ
り
。
序
、
凡
例
、 

総
目
、
目
録
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
七
卷
第
三
十
五
.
六
張
、 

第
八
卷
第
二
十
一
.
ニ
張
近
世
初
期
補
鈔
、
第
十
五
巻
第
五
十
張
欠
、
補
 

紙

(匡
郭
界
線
版
心
の
み
補
鈔
)
。
首
半
張
の
匡
郭
は
ニ
ー
•
ニ

x

一
三

• 

ニ
糰
大
に
収
縮
し
て
い
る
。

間
々
室
町
期
朱
合
•
竪

•
傍

•
句
点
、
傍

線

(上
声
以
下
稀
)
、
同
朱
墨
 

欄
外
補
注
(後
筆
も
交
う
)
、
稀
に
墨
磨
滅
部
補
鈔
を
加
う
。
毎
冊
前
副
 

葉
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「寫
字
臺
\
之
臧
書
」
朱
印
影
を
存

t 5。

外
題
染
筆
の
利
峰
東
鋭
は
、
林
宗
ニ
孫
、
宗
杜
男
。
片
雲
子
と
号
す
。 

永

禄

四

年

ニ

五

六

一
)

生
。
出
家
し
て
建
仁
寺
両
足
院
に
住
居
し
、
宗
 

ニ
男
で
臨
済
宗
黄
龍
派
の
梅
仙
東
逋
に
嗣
法
し
た
。
慶
長
十
五
年
(
一
六
 

一

〇
)
建
仁
寺
第
二
百
九
十
七
世
、
同
十
八
年
南
禅
寺
住
持
、
元
和
元
年
 

(
一
六
ー
五
)
碩

学

録

(初
度
)
受
領
、
寛
永
ニ
十
年
(
ー
六
四
三
)
¥

〈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
(谷
村
文
庫
)
四
—
八

七

.
ィ
ニ
〉

卷
ー
ー
五
、
七
—
二
十
補
配
同
版
早
印
本
伝
釈
照
什
旧
蔵
 

第
六
巻
を
存
す
(
ニ
〇
冊
の
う
ち
一
冊
)。
後
補
縹
色
難
出
表
紙
(ニ
三
.
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六

X
一
四
.
九
糖
)
左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
打

付

に

「韻

府

〈自
五
至
六
〉
」 

と
書
す
。
右
肩
目
録
題
簽
剥
落
痕
。
料
紙
傷
み
。
補
配
別
装
、
前
掲
。 

朱

竪

.
傍
点
、
校
注
、
墨
磨
滅
部
補
鈔
、
欄
上
標
注
書
入
。
首
に
無
辺
方
 

形

陰

刻

「南

\

谷
」
朱
印
影
を
存
す
)
。
詳
細
前
掲
。

該
本
首
冊
目
録
首
に
、
右

掲

「南

\

谷
」
印
の
大
通
寺
書
僧
南
谷
上
人
 

照
什
に
係
る
旨
を
誌
し
た
と
思
わ
れ
る
、
谷
村
一
太
郎
氏
手
書
の
切
紙
を
 

差
挟
ん
で
あ
る
。
今
そ
の
事
実
を
追
認
で
き
な
い
が
、
暫
時
伝
称
と
し
て
 

標
記
し
た
。
な
お
同
様
の
朱
印
影
は
上
海
図
書
館
蔵
徐
乃
昌
旧
獲
元
元
統
 

ニ
年
刊
ニ
修
原
本
第
十
三
巻
首
に
も
見
え
る
。

以
上
の
他
、
四
川
師
範
大
学
図
書
館
、
遼
寧
省
図
書
館
に
同
版
残
本
を
 

存

し

(
『中
国
古
籍
善
本
書
目
』
等
)
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
に
 

も
島
田
翰
旧
蔵
の
同
版
本
を
収
め
る
由
で
あ
る
(
『
新
修
成
篑
堂
文
庫
善
 

本
書
目
』
、
同
書
収
載
の
書
影
に
拠
れ
ば
、
該
本
の
摺
り
は
国
会
図
書
館
 

蔵
本
と
同
程
度
)
。
ま

た

『天
禄
琳
瑯
書
目
後
編
』
巻

十

•
元
版
子
部
、 

『善
本
書
所
見
録
』
巻

三

.
子
部
、
『留
真
譜
』
初
編
卷
三
•
経
部
に
も
同
 

版
本
と
思
し
き
伝
本
を
著
録
、
摂
影
す
る
。

本
版
の
伝
存
情
況
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
、
本
版
は
元
刻
を
示
す
牌
記
 

を
有
す
る
こ
と
か
ら
諸
家
の
珍
蔵
を
得
、
書
目
等
に
徴
す
る
こ
と
も
容
易

で
あ
る
こ
と
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
次
掲
以
下
の
明
刻
諸
版
 

に
比
べ
て
も
却
っ
て
伝
存
の
豊
富
な
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
こ
ぅ
し
た
現
 

象
は
、
当
初
本
版
の
新
機
軸
が
時
流
に
投
じ
大
い
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
 

原
因
す
る
と
思
わ
れ
、
本
版
開
刻
に
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
た
原
本
に
属
す
る
 

至
正
二
十
八
年
秀
岩
書
堂
刊
本
に
於
い
て
も
、
明

代

に

下

る

本

で

は

、 

巻
一
に
つ
い
て
の
み
新
増
説
文
本
を
採
用
補
刻
し
て
い
る
こ
と
〔本
稿
ニ
 

〇
ニ
頁
〕
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
版
開
刻
以
降
、
元
末
明
初
に
於
け
る
 

新
増
説
文
本
流
行
の
様
が
推
知
さ
れ
る
。
ま
た
北
京
.
上
海
の
伝
本
、
本
 

邦
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
布
施
美
術
館
、
天
理
図
書
館
一
本
を
除
 

く
と
、
韓

国

.
台
湾
の
伝
本
を
含
め
、
み
な
旧
時
の
日
本
伝
来
本
で
あ
る
 

こ
と
が
目
を
引
く
。
本
邦
に
於
け
る
伝
来
情
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
具
 

体
的
な
旧
蔵
者
や
書
入
に
関
す
る
徴
証
を
欠
く
の
で
明
確
で
は
な
い
が
、 

朱

点

•
朱
引
の
類
を
見
る
と
、
主
と
し
て
室
町
の
後
葉
か
ら
近
世
初
期
に
 

か
け
て
、
頻
繁
に
繙
か
れ
利
用
に
供
さ
れ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
原
 

本
系
統
の
諸
本
に
は
南
北
朝
室
町
初
以
来
の
受
容
が
確
認
さ
れ
る
の
に
対
 

し
、
本
版
の
受
容
は
、
や
や
遅
れ
て
最
盛
を
迎
え
た
か
に
思
わ
れ
る
。

同

明
正
統
ニ
年
(
一
四
三
七
)
刊

(梁
氏
安
定
堂
)
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覆
元
至
正
十
六
年
劉
氏
日
新
堂
刊
本

前
掲
至
正
十
六
年
刊
本
と
同
行
款
の
翻
版
で
、
首
目
も
同
様
で
あ
り
目
録
 

末
の
木
記
ま
で
も
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
末
行
の
み
「正
統
丁
已
孟
春
梁
 

氏
安
定
堂
謹
白
」
と
改
め
て
あ
る
。
「正
.統
丁
已
」
は
ニ
年
(
一
四
三
七
)
、 

「梁
氏
安
定
堂
」
に
は
、
本
書
の
他
に
版
刻
の
事
業
を
聞
か
ず
、
前
稿
に
掲
 

出
し
た
本
書

C明
前
期
U
刊
原
本
の
第
一
巻
後
に
双
辺
有
界
木
記
「
正
統
 

丁
已
仲
秋

\

安
定
書
堂
新
刊
」
を
見
る
が
〔前
輯
四
一
三
頁
〕
、
前
稿
に
も
 

記
し
た
よ
ぅ
に
、
該
版
の
刊
刻
は
本
版
と
の
接
触
を
前
提
と
す
る
如
く
で
 

あ
り
、
こ
れ
を
も
正
統
ニ
年
の
安
定
堂
開
版
と
見
る
こ
と
は
、
な
お
躊
躇
 

さ
れ
る
。
一
方
、
新
増
説
文
本
に
属
す
る
本
版
は
、
至
正
十
六
年
刊
本
を
 

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
、
正
統
ニ
年
に
安
定
堂
で
覆
刻
し
た
と
見
て
不
審
が
な
 

い
。
底
本
の
至
正
版
と
見
ら
れ
る
点
は
、
本
版
の
第
十
卷
第
二
十
九
張
後
 

半
第
十
一
行
(本

来

「十

賄

〈與
海
同
用
〉
」
韻
目
)
の
無
文
で
あ
る
の
が
、 

至
正
版
後
印
本
板
木
欠
損
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
ぅ
こ
と
、
第
十
九
巻
第
三
 

十
四
張
後
半
第
四
•
五
行
間
双
行
注
下
方
に

r楚
王
好

■
—

」

「
中
丨
一
 

■
詳
」
「越
羅
■
錦
」
「杜
注
画
」
と
隣
接
し
て
墨
釘
の
現
れ
る
の
が
、
至
 

正
版
板
木
破
損
に
起
因
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

ま
た
至
正
版
で
は
第
十
巻
の
途
中
か
ら
第
十
五
巻
の
途
中
に
至
る
ま
で
の

間

に

「説
文
」
の
増
入
を
欠
く
の
で
あ
っ
た
が
、
本
版
に
は
そ
の
点
も
継
 

承
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
直
前
に
「十
一
之
ニ
」
を
置
く
第
十
巻
の
張
付
の
 

様
子
も
底
本
に
同
じ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
版
中
の
第
十
二
巻
第
三
十
一
 

張
、
第
十
五
巻
第
三
十
一
張
等
の
数
張
は
磨
滅
基
し
い
が
、
実
の
と
こ
ろ
 

こ
れ
ら
は
至
正
版
そ
の
も
の
と
同
版
か
と
見
ら
れ
る
。
底
本
の
一
部
板
木
 

を
流
用
す
る
こ
と
は
、
当
の
至
正
版
自
体
が
元
元
統
ニ
年
刊
原
本
の
板
木
 

を
用
い
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
、
元
明
の
交
に
か
か
る
習
慣
の
認
め
ら
 

れ
る
や
に
思
わ
れ
注
目
さ
れ
る
が
、
正
統
版
当
該
箇
所
に
つ
き
複
数
伝
本
 

の
閲
覧
を
果
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
点
の
考
証
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
 

ち
た
い
。

四
周
双
辺
(
ニ
〇

.
八

X

1
三
ニ
ー
龌
)
毎
半
張
十
ー
行
、
行
小
ニ
九
字
、 

中
縫
部
線
黒
ロ
 
(外
周
接
属
)
、
双

線

黒

魚

尾

(
不
対
向
)
、
上
尾
下
題
 

「匀
玉
幾
」
、
下
尾
下
張
付
。
底
本
に
比
べ
、
横
画
の
打
込
み
に
豫
動
の
現
 

れ
る
、
明
前
期
の
字
様
を
示
し
て
い
る
。

〈
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
館
八
ニ
ー

•

I
三
〉 

一
九
冊
 

欠
卷
ー
伝
藤
原
惺
窩
旧
蔵

後
補
素
表
紙
(
ニ
四
•
一 

X

一 
五

.
四

犍)
左
肩
打
付
に
1

〈上
平
〉 

一
一
」
等
と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
同
筆
に
て
韻
目
を
列
記
し
、
右
下
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方
打
付
に
同
筆
に
て
「共
甘
」
と
書
す
。
題
下
に
双
辺
方
形
陽
刻
「九
/
 

天
」
墨
印
影
を
存
す
。
古
裏
打
修
補
、
天
地
截
断
、
虫
損
基
し
。
見
返
し
 

中
央
に
単
辺
方
形
陽
刻
琵
琶
図
並
「瀧
村
記
念
文
庫
」
蔵
書
票
貼
附
。
毎
 

冊
一
巻
。

稀
に
室
町
期
朱
竪
•
傍

•
句
点
、
傍
線
、
同
墨
欄
上
補
注
書
入
。
毎
冊
首
 

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
北
肉

\
山
人
」
朱

印

影

(藤
原
惺
窩
所
用
号
•
款
 

印
と
同
文
な
る
も
、
同
種
印
未
確
認
)
を
存
す
。
尾
冊
後
表
紙
見
返
し
に
 

浅
葱
色
の
簽
紙
を
貼
布
し
近
筆
に
て
「惺
高
先
生
藏
書

\

巻
末
有
北
肉
山
 

人
之

\

小
印
章
」
と
書
し
、
打

付

に

「
明
治
十
四
年
七
月
海
舟
先
生
惠
與
 

セ
ラ
ル
先
生
ノ

\

鑑
定
ニ
ョ
レ
ハ
表
紙
ノ
文
字
惺
窩
先
生
の
真
筆
ナ
ル

\

 

ペ
シ
ト
云
フ
(隔
一
四
格
)
瀧
邨
鶴
雄
」
と
書
す
。

〈
上
海
図
書
館
七
六
五
七
七
ニ
〉

卷
ニ

丄一
十
補
配
元
至
正
十
六
年
刊
本
 

清
翁
絞
祺
、
民
国
于
右
任
旧
蔵

第
一
巻
を
存
す
(
ニ

〇

冊
の
う
ち
一
冊
)。
金

鑲玉
装
(原
紙
高
約
ニ
四
• 

四
糰
)。
凡
例
、
目
録
、
総
目
も
当
該
の
版
。
凡
例
第
二
•
一
張
と
綴
し
、 

第
二
張
後
半
の
木
記
を
删
去
、
第
一
巻
尾
本
文
後
の
木
記
も
删
去
す
る
。 

巻
首
に
単
辺
方
形
陰
刻

r翁

\

絞
祺
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「印
若

\

審
臧
」

朱

印

影

(翁
綬
祺
、
字
印
若
)
を
存
す
。
詳
細
前
掲
。

こ

の

他

『思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』

一
五
九
(平
成
十
年
五
月
)
の
七
 

十
番
に
掲
載
す
る
「韻
府
群
玉
二
十
冊
」
も
、
書
影
に
拠
る
限
り
同
版
 

本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
書
「謙

斎

(花
押
)」
墨
署
と
表
紙
題
下
に
鼎
形
 

朱
印
影
を
存
し
、
外
題
、
表
紙
韻
目
の
筆
績
と
併
せ
て
、
同

『目
録
』
紹
 

介
の
ょ
ぅ
に
策
彦
周
良
の
手
沢
書
入
本
と
の
心
象
を
も
つ
。
海
外
で
は
台
 

湾

『
国
防
研
究
院
善
本
書
目
』
子
部
類
書
類
に
登
載
の
「新
增
説
文
韻
府
 

羣

玉

〈存
〉
三
卷
ー
函
三
冊
〈
元
陰
時
夫
編
陰
中
夫
註
明
正
統
丁
已
 

(
ニ
年
)
梁
氏
安
定
書
堂
刊
本
存
卷
一
至
三
〉
」

一
本
も
同
版
の
可
能
性
 

が
あ
る
。
ま

た

『経
籍
訪
古
志

j

巻

三

.
子
部
類
書
類
に

新
增
説
文
韻
府
羣
玉
二
十
卷
〈明
正
統
丁
已
刊
本
寶
素
堂
蔵
〉 

毎
卷
題
目
冠
新
增
説
文
四
字
、
毎
字
据
説
文
禮
部
韻
添
入
音
義
、
更
 

增
注
事
件
。
凡
例
後
述
增
修
大
意
、
且
有
識
語
云
、
瑞
陽
陰
君
所
編
 

韻
府
羣
玉
、
以
事
繋
韻
、
以
韻
摘
事
、
乃
韻
書
而
兼
類
書
也
、
檢
閲
 

便
益
、
觀
者
無
不
稱
善
、
本
堂
今
將
元
本
重
加
校
正
、
毎
字
音
切
之
 

下
續
增
許
氏
説
文
以
明
之
、
間
有
事
未
備
者
以
補
之
、
韻
書
之
編
誠
 

爲
盡
美
矣
、
敬
刻
梓
行
、
嘉
與
四
方
學
者
共
之
、
正
統
丁
已
孟
春
梁
 

氏
安
定
堂
謹
白
。
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と
、
小
島
宝
素
の
儲
蔵
に
係
る
同
題
同
刊
記
本
を
著
録
し
て
い
る
。

同

明
天
順
六
年
ニ
四
六
ニ
)
刊

(葉
氏
南
山
書
堂
)

覆
元
至
正
十
六
年
劉
氏
日
新
堂
刊
本

こ
れ
も
前
掲
至
正
十
六
年
刊
本
と
同
行
款
の
翻
版
で
、
首
目
も
同
様
、
但
 

し
序
尾
題
「韻
府
羣
玉
序
〈畢

>
」

。
目
録
末
の
木
記
も
同
文
で
、
末
行
の
 

み

「
天
順
壬
午
孟
冬
葉
氏
南
山
堂
謹
白
」
と
改
め
て
あ
る
。
「
天
順
壬
午
」 

は

六

年

(
一
四
六
ニ
)。
元
明
の
間
に
「南
山
」
と
号
す
る
書
肆
は
、
元
 

至
正
二
十
六
年
(
一
三
六
六
)
に

『大
廣
益
會
玉
篇
』
『
広
韻
』
を
合
刊
 

し
た
南
山
書
院
(篇

首

「
玉
篇
廣
韻
指
南
」
後

「
至
正
丙
午
良
月

\

南
山
 

書
院
新
菜
」
、
韻
首
序
後
「
至
正
丙
午
菊
節

\

南
山
書
院
刊
行
」
牌
記
) 

と
、
明
成
化
間
に
『広
韻
』
(附

「
玉
篇
廣
韻
指
南
」
)
を
刊
行
し
た
南
山
 

精

舎

(序
後
並
指
南
後
「成
化
戊
戌
(十
四
年
、

一
四
七
八
)
葉
氏
南
山
 

精
舎
新
刊
」
牌
記
、
巻

末

「成
化
己
亥
復
詳
校
正
」
記
、
王
重
民
氏
『美
 

国
国
会
図
書
館
蔵
中
国
善
本
書
目
』
に
拠
る
)
と
を
知
る
が
、
前
者
は
概
 

そ
一
百
年
を
隔
て
別
舗
か
と
、
後
者
は
年
代
も
近
く
姓
氏
を
同
じ
く
し
同
 

舗
か
と
疑
わ
れ
る
。
第
十
卷
途
中
よ
り
第
十
五
巻
途
中
の
間
に
「
説
文
」

を
補
わ
な
い
点
も
底
本
に
同
じ
。
但
し
第
十
巻
の
張
付
に
「十
一
之
ニ
」 

を
用
い
な
い
た
め
、

一
張
を
減
じ
て
「
四
十
八
」
に
終
わ
る
。

四
周
双
辺

(
ニ
ー
.
ニ

X

一
三
•
ニ
糰
)
毎
半
張
十
一
行
、
行
小
ニ
九
字
、 

中
縫
部
小
黒
ロ
 
(外
周
接
属
)
、
双
線

黒

魚

尾

(
不
対
向
)
、
上
尾
下
題
 

r

勻玉
幾
フ
」
、
下
尾
下
張
付
。
第
一
巻
第
二
十
二
張
左
肩
に
天
地
双
辺
 

「第
一
冊
」
の
耳
格
が
あ
る
。
ま
た
第
一
巻
尾
に
双
辺

有

界

両

行

「
天
順
 

壬
午
孟
冬

\

南
山
書
堂
新
刊
」
、
第
六
巻
尾
に
墨
囲
単
行
「
書
林
葉
氏
南
 

山
堂
新
刊
」
、
第
七
巻
尾
に
双
辺
有
界

両

行

「
天
順
壬
午
年
孟
冬

\

葉
氏
 

南
山
堂
重
刊
」
、
第
二
十
巻
尾
に
同
「
天
順
壬
午
孟
冬

\

南
山
書
堂
新
刊
」 

の
牌
記
を
存
す
る
。

〈
上
海
図
書
館
七
七
ニ
九
一
八
〉 

ニ
〇
冊
 

後
補
浅
葱
色
金
銀
砂
子
散
表
紙
(
ニ
五
；.
四
X

一
六
.
ニ
糖

)
。

襯
紙
改
 

装
、
浅
葱
色
包
角
。
序
、
凡
例
を
欠
き
、
総
目
、
目
録
の
順
に
綴
し
$

。 

毎
冊

一
巻
。
第
一
巻
第
二
十
張
欠
。
第
二
十
卷
第
十
三
張
補
鈔
。
第
一
、 

六
、
七
、
二
十
巻
尾
の
牌
記
は
全
て
删
去
さ
れ
て
い
る
。

破
損
部
、
匡
郭
に
墨
補
鈔
。
首
、
毎
巻
首
に
単
辺
円
形
陽
刻
「子

\

晉
」 

「汲
古

\

閣
」
朱

印

影

(明
毛
晋
所
用
か
、
真
偽
不
明
)
、
目
録
首
、
每
卷
 

首
に
単
辺
円
形
陽
刻

r陳
氏
\
ロ
ロ
\
臧
書
」
朱
印
影
を
存
す
。
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〈
南
京
図
書
館

(
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム)K

三
\
〇
ニ
〇
五
六
〉
ニ
〇
冊
 

清
丁
丙
旧
蔵

無
文
表
紙
。
前
副
葉
子
に
貼
紙
し
て
丁
丙
「新
増
説
文
韻
府
羣
玉
二
十
巻
 

〈
明
天
順
刊
本
〉

\
 
(以
下
低
一
格
)
前
有
滕
賓
姚
霄
趙
孟

頫陰
竹
埜
陰
 

復
春
陰
勁
絃
諸
序
凡
例
九
條
後
又
増
四
條
後
有
木
記
云
瑞
陽
陰
君
所

\

編
 

韻
府
羣
玉
以
事
繫
韻
以
韻
摘
事
乃
韻
書
而
兼
類
書
者
也
檢
閲
便
益
觀
者
無
 

不
称
善
本
堂
今
将
元
本
重
加

\

校
正
毎
字
音
切
之
下
續
増
許
氏
説
文
以
明
 

之
間
有
事
未
備
者
以
補
之
韻
書
之
編
誠
為
尽
美
矣
敬
刻
梓
行
嘉
\
與
四
方
 

学
者
共
之
天
順
壬
午
孟
冬
葉
氏
南
山
堂
謹
白
按
木
記
之
語
仍
本
之
元
刻
僅
 

易
年
號
而
已
」
題
語
を
存
す
。
丁

氏

『善
本
書
室
蔵
書
志
』
巻
二
十
の
当
 

該
箇
所
に
比
べ
る
と
、
『蔵
書
志
』
に
は
標
題
の
次
行
に
「

晚學
陰
時
夫
 

勁
絃
編
輯
新
呉
陰
中
夫
復
春
編
注
」

の
一
行
を
補
い
、
貼
紙
第
四
行
の
 

「敬
刻
」
を

「敬
刊
」
に
作
っ
て
い
る
。
序
、
目
録
、
総
目
、
凡
例
の
順
 

に
綴
し
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
二
十
巻
第
三
十
五
張
後
半
以
下
欠
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「宋

\

嘉
」
朱
印
影
、
無
辺
方
形
陰
刻

r嘉
惠

\

堂
 

丁
氏
臧
\
書
之
記
」
、
同

「
四
庫
著
録
」
朱

印

影

(丁
丙
所
用
)
、
単
辺
方
 

形

陽

刻

「
江
蘇
第
一
\
圖
書
館

\

善
本
書

\

之
印
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

な
お該
本
を
実
見
さ
れ
た
高
橋
智
氏
に
拠
れ
ば
、
他

に

「光
緒
癸
已
泉
 

唐
嘉
惠
堂
丁
氏
所
得
」
印
影
を
存
す
る
由
。

〈
天

理

図

書

館

八

ニ

ー

•
ィ
四
三
〉 

一
〇
冊
 

後
補
香
色
艷
出
表
紙
(
ニ
五
.七
X

一 
五
.九

犍)
中
央
に
方
簽
を
貼
布
し
 

韻
目
を
書
す
。
首
冊
の
み
右
肩
に
小
簽
を
重
貼
し
て
「
月
百
四
十
八
〈全
 

十
>
」
と
書
し
、
直
下
に
双
辺
方
形
陽
刻
「西
莊
文
庫
」
朱
印
影
を
存
す
 

(小
津
桂
窓
)
。
裏
打
改
装
。
序
、
凡
例
、
総
目
、
目
録
の
順
に
綴
し
^

K
。 

室
町
期
朱
墨
竪
.
句
点
、
校
注
書
入
。
毎
冊
首
に
双
辺
円
形
陽
刻
「常

\

 

樂
」
朱

印

影

(小
津
桂
窓
所
用
)
を
存
す
。

〈
天

理

図

書

館

八

ニ

ー

.
ィ
二
三
〉 

一
〇
冊
 

巻
十
三
—
十
六
補
配
明
弘
治
六
、
七
年
劉
氏
日
新
書
堂
刊
本
 

後
補
丹
表
紙
(
一
一
六
•七
>
<
ー
七
.七
糰
)
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
江
戸
初
期
 

の
筆
に
て
「説
文
韻
府
〈声
目
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
付
に
同
筆
に
 

て
韻
目
を
列
記
す
。
天
地
と
左
辺
と
に
双
辺
の
押
し
界
あ
り
。
*
^
S

、 

天
地
截
断
。
序
、
目
録
、
総
目
、
凡
例
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。 

第
二
冊
尾
「首

板

(花
押
)」
墨
識
。
室

町

末

(改
装
前
)
朱
字
目
傍
点
、 

竪

•
圏

•
句
点
、
版
心
上
標
柱
、
墨
欄
上
補
注
、
字
目
標
注
、
近
世
期
 

(改
装
後
)
朱

竪

•
句
点
、
磨
滅
部
補
鈔
、
墨
欄
上
補
注
書
入
。
毎
冊
首
 

に
単
辺
円
形
陽
刻
不
明
、
単
辺
方
形
陽
刻
文
昌
神
図
様
朱
印
影
を
存
す
。
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右
の
他
、
中
共
中
央
党
校
図
書
館
、
吉
林
省
図
書
館
、
安
徽
師
範
大
学
 

図
書
館
と
(以

上

『中
国
古
籍
善
本
書
目
』
登
載
)
台
北
•
国
家
図
！W

、 

国
防
研
究
院
に
も
同
版
本
を
存
す
る
模
様
。
ま

た

『経
籍
訪
古
志
』
二
次
 

稿
本
の
子
部
類
書
類
「韻
府
羣
玉
二
十
卷
〈
元

槧

本

求

古

樓

藏

>
」

条
 

の
欄
上
に
森
立
之
筆
に
て
「余
亦
藏
此
本
、
清
川
吉
人
愷
舊
物
也
。
後
贈
 

與
其
後
人
菖
軒
(以
上
元
元
統
ニ
年
梅
溪
書
院
刊
原
本
に
係
る
)
。
又
有
 

明
天
順
年
間
覆
刻
此
本
者
。
於
書
肆
雁
金
屋
青
山
堂
見
之
。
時
慶
應
三
丁
 

卯
四
月
下
旬
」
の
書
入
あ
り
。

同

〔明
前
期
〕
刊

拠
明
正
統
ニ
年
梁
氏
安
定
堂
刊
本

本
版
は
、
現
在
ま
で
後
掲
の
南
京
図
書
館
蔵
残
本
の
他
に
所
見
を
得
な
い
 

も
の
で
、

マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
ょ
る該
本
電
覧
の
結
果
、
新
増
説
文
本
 

中
の
、
中
間
の
巻
に
「説
文
」
の
増
入
を
欠
く
至
正
版
の
系
統
に
出
、
墨
 

釘
継
承
等
の
点
か
ら
正
統
版
に
よ
る
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
た
が
、
諸
事
不
明
 

の
ま
ま
で
あ
る
。
首
目
は
拠
本
に
同
様
、
本
属
諸
版
に
は
凡
例
の
後
に
牌
 

記
を
置
く
が
、
該
本
で
は
そ
の
箇
所
が
删
去
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
り
、

要
領
を
得
な
か
っ
た
。
本
文
の
体
式
も
拠
本
に
同
様
で
あ
る
。

四
周
双
辺
、
毎
半
張
一
一
行
、
行
小
ニ
九
字
、
中
縫
部
中
黒
ロ
 
(外
周
接
 

属
)
、
字
様
ょ
り
概
そ
明
前
期
の
刊
刻
と
判
じ
、
便
宜
こ
の
箇
所
に
掲
出
 

し
た
。
詳
細
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

〈
南
京
図
書
館

(
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム)K

五
〇
三

四
〉 

ニ
£

 

巻
ニ
—
四
、十
三

丄ハ
、十
八
—
二
十
補
配
至
元
正
一
一
十
八
年
刊
原
本
 

明
文
彭
、
彭
年
、
清
丁
丙
旧
蔵

表
紙
無
文
。
首
冊
前
表
紙
見
返
し
に
貼
紙
二
葉
、
丁
丙
に
ょ
る
「韻
府
羣
 

玉
二
十
卷
〈
元
刊
本
〉

文
三
橋
蔵
書
/

晚學
陰
時
夫
勁
弦
編
輯
新
呉
陰
 

中
夫
復
春
編
註

\

前
有
翰
林
滕
賓
序
云
陰
君
昆
仲
為
韵
府
羣
玉
以
事
繋
韵
 

以
韵
摘
事
經
史
子
傳
蒐
\
獵
靡
遺
是
能
以
有
窮
之
韵
而
寄
無
窮
之
事
亦
大
 

奇
矣
又
至
大
庚
戌
江
村
姚
雲
序
又

\

翰
林
承
旨
趙
子
昂
題
云
上
渉
羣
經
下
 

苞
諸
子
賢
於
回
溪
史
韻
多
矣
又
大
徳
丁
未
陰

\

竹
埜
倦
翁
序
云
一
日
登
書
 

樓
見
季
子
菜
几
萬
籤
問
之
日
幸
父
兄
與
歳
月
暇
得
恣
獵
羣
籍
遇
欣
\
然
与
 

意
会
處
筆
之
將
繫
於
韵
摘
其
異
而
会
諸
同
也
爰
授
以
凡
例
俾
勉
為
之
垂
三
 

十
載
告
成
又
延
祐
甲
寅
陰
/
復
春
自
序
云
予
季
以
事
繫
韵
多
所
摘
奇
豈
能
 

判
然
無
疑
愚
故
隨
筆
注
釋
以
備
観
鑒
又
陰
勁

\

弦
自
序
云
是
編
遵
先
子
凡
 

例
刻
意
募
集
書
成
而
失
怙
痛
哉
陰
氏
父
子
兄
弟
著
書
本
末
見
在
序

\

中
千
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頃
堂
書
目
云
時
夫
奉
新
人
数
世
同
居
登
寶
祐
九
經
科
入
元
不
仕
詩
韻
以
此
 

最
古
巻
二
三
四

/ ,十
一
十
二
十
三
十
四
十
五
十
六
十
八
毎
半
葉
十
行
た
廿
 

九
字
是
初
刻
其
卷
ー
五
六
七
八
九
十
十
七
十
九
二
十
毎
半
葉

\

十
一
行
行
 

亦
廿
九
字
則
多
新
増
説
文
四
字
蓋
以
續
刻
配
齊
真
可
稱
羣
玉
合
璧
矣
有
文
 

彭
\
之
印
文
寿
承
印
三
橋
居
士
文
氏
震
孟
諸
印
」
の
題
跋
を
存
す
。
こ
れ
 

を

『善
本
書
室
蔵
書
志
』
巻
二
十
、
子
部
十
収
載
の
同
文
に
比
校
す
る
と
、 

『蔵
書
志
』
は
、
貼
紙
第
一
葉
第
二
行
の
「註
」
を

「注
」

に
、
第
九
行
 

「見
」
を

「
具
」
に
、
第
二
葉
第
一
行
「行
e
廿
」
を

「
行
行
二
十
」

に
 

作
り
、
末

尾

に

「彭
長
洲
人
徴
明
子
官
國
子
監
助
教
善
刻
印
書
畫
」
の
語
 

を
補
つ
て
い
る
。
跋
文
中
に
「巻
ニ
、
三
、
四
、
十
一
、
十
二
、
十
三
、 

十
四
、
十
五
、
十
六
、
十
八
毎
半
葉
十
行
た
廿
九
字
、
是
初
刻
、
其
巻
一
、 

五
、
六
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
七
、
十
九
、
二
十
毎
半
葉
十
一
行
行
亦
 

廿
九
字
、
則
多
新
増
説
文
四
字
、
蓋
以
續
刻
配
齊
、
真
可
^

！
玉
合
璧
矣
」 

と
言
ぅ
の
は
、
該
本
の
補
配
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
行
款
と
書
題
 

と
に
よ
っ
て
識
別
し
た
た
め
に
、
新
増
説
文
本
で
も
当
初
は
半
面
一
〇
行
 

で
巻
首
に
「新
增
説
文
」
の
文
字
を
冠
し
な
か
っ
た
第
十
一
、
十
二
巻
に
 

つ
い
て
も
「初
刻
」
を
称
し
て
い
る
。
首
に
序
、
総
目
、
凡
例
、
目
録
を
 

存
す
。
元
来
は
木
牌
告
文
を
存
し
、
巻
首
直
前
に
位
置
す
る
は
ず
の
凡
例
 

末
張
後
半
は
、
該
本
で
は
印
出
さ
れ
て
い
な
い
。
毎
冊
一
巻
。

巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「文
壽
\
承
氏
」
、
無
辺
方
i

刻

「三
橋

\

居
士
」
、 

同

「文
彭
\
之
印
」
、
巻
尾
に
同

r壽

\

承
氏
」
朱

印

影

(
以
上
、
文
彭
所
 

用
)
、
序
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
彭
」
「
年
」
朱

印

影

(
彭
年
所
用
)
、
同
 

「嘉
恵

\

堂
丁
 \

氏
臧
」
、
同

「
八
千
卷
樓
」
朱
印
影
(以
上
、
丁
丙
所
用
)、 

同

「
江
蘇
第
一
\
圖
書
館

\

善
本
書

\

之
印
記
」
朱
印
影
を
存
す
。

同
 

明
亡
名
補

明
弘
治
六
、
七

年

(
一
四
九
三
、
四
)
刊

(劉
氏
日
新
書
堂
) 

拠
明
正
統
ニ
年
梁
氏
安
定
堂
刊
本

世
上
に
明
弘
治
六
年
刻
本
と
も
著
録
の
版
種
で
、
前
掲
正
統
ニ
年
安
定
堂
 

刊
本
の
翻
版
で
あ
る
。
首
目
底
本
同
様
、
但
し
凡
例
の
末
に
「
一
元
本
上
 

聲
七
廣
韻
内
堵
字
起
至
去
聲
十
七
霰
字
韻

\

止
並
闕
説
文
今
悉
増
入
」
の
 

一
条
を
増
益
し
、
凡
例
後
の
牌
記
は
双
辺
有
界
、
低
一
格
諱
字
擡
頭
に
て
 

r是
書
元
大
徳
丁
未
瑞
陽
陰
先
生
所
編
板

\

行
久
矣
至
於
\
皇
明
正
統
間
 

梁
氏
安
定
堂
重
刊
於
各
字
下
\
續
増
許
氏
説
文
雖
加
詳
明
然
中
間
未
免

\

 

□
□
闕
畧
觀
者
不
能
無
憾
本
堂
三
復
加

\

校
考
至
□
聲
七
囊
韻
内
堵
字
韻
 

起
至
去
\
聲
十
七
霰
字
□
□
□
ニ
千
三
百
有
奇
並
\
闕
説
文
今
悉
増
入
幸
 

得
其
全
収
書
君
子

\
但
将
原
書
對
校
瞭
然
悉
備
锪
龜
於
斯
不
\
煩
考
之
他
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韻
敬
梓
以
行
嘉
與
四
方
共
之
\
弘
治
甲
寅
孟
夏
劉
氏
日
新
書
堂
謹
識
」 

と
改
め
て
あ
る
。
翻
字
中
□
格
は
所
見
本
料
紙
破
損
の
箇
所
で
、
後
述
す
 

る
翻
版
牌
記
よ
り
、
第

四

行

「
然
中
間
未
免

\

差
舛
闕
畧
」
、
第
五
行
 

「
上
聲
七
鏖
韻
」
、
第

六

行

「至
去
\
聲
十
七
霰
字
韻
止
凡
ニ
千
三
百
有
奇
」 

の
文
字
と
推
さ
れ
る
。
「弘
治
甲
寅
」
は

七

年

(
一
四
九
四
)
。
「
劉
氏
日
 

新
書
堂
」
は
、
前
述
の
元
末
の
建
安
書
肆
•
劉
錦
文
の
後
裔
と
さ
れ
る
。 

日
新
書
堂
に
よ
る
明
季
の
刻
書
は
宣
徳
よ
り
嘉
靖
に
至
り
、
概
そ
弘
治
、 

正
徳
の
間
に
活
発
で
あ
如
。
こ
の
牌
記
と
新
増
の
凡
例
末
条
と
を
併
せ
読
 

む
と
、
元
の
本
は
上
声
七
鏖
韻
の
「猪
」
字
よ
り
去
声
十
七
霰
韻
ま
で
の
 

間

に

「説
文
」
の
記
事
を
欠
き
、
本
版
で
は
こ
れ
を
悉
く
補
っ
た
と
い
ぅ
 

の
で
あ
る
が
、
上
声
七
囊
韻
「堵
」
字
は
第
十
卷
第
十
五
張
の
首
、
去
声
 

十
七
霰
韻
「霰
」
字
は
第
十
五
巻
第
二
十
四
張
首
に
あ
り
、
至
正
十
六
年
 

刊
本
以
来
、
こ
の
間
を
半
面
一
〇
行
の
原
本
の
ま
ま
と
し
て
「説
文
」
を
 

補
わ
な
か
っ
た
点
に
対
応
し
、
本
版
の
本
文
を
閲
す
る
と
、
実
際
こ
の
間
 

に

「説
文
」
の
増
入
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「新
 

増
説
文
」
の
措
置
は
、
元
至
正
十
六
年
刊
本
に
始
ま
り
、
本
版
に
於
い
て
 

全
卷
に
行
き
届
ぃ
た
と
言
ぇ
&
。
な
ぉ
、
本
版
牌
記
中
「是
書
元
大
徳
丁
 

未
瑞
陽
陰
先
生
所
編
、
板
行
久
矣
。
至
於
皇
明
正
統
間
梁
氏
安
定
堂
重
刊
、 

於
各
字
下
續
増
許
氏
説
文
」
の
語
は
、
原
序
中
の
陰
竹
埜
「大
徳
丁
未
」

序

(成
稿
以
前
)
と
、
至
正
版
劉
氏
日
新
堂
牌
記
の
舗
名
の
み
を
改
め
た
 

正
統
版
牌
記
と
に
拠
っ
て
い
る
。
本
書
原
本
の
完
成
開
刻
は
陰
竹
埜
の
歿
 

後
に
あ
り
、
ま

た

「説
文
」
増
入
は
至
正
版
開
刻
時
の
所
為
で
、
本
版
牌
 

記
の
言
は
当
た
ら
な
い
が
、
本
版
開
刻
の
正
統
版
に
拠
れ
る
こ
と
を
示
し
、 

か
つ
至
正
版
を
刊
刻
し
た
「劉
氏
日
新
堂
」
の
事
業
と
本
版
の
刊
刻
と
は
 

断
絶
の
あ
つ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
新
た
に
増
修
を
加
え
た
巻
の
概
要
は
 

以
下
の
通
り
。

第

十

卷

(
四
六
張
)
(
上
声
) 

七
鏖
〜
十
四
旱
韻
 

第

十

一

巻

(
四
六
張
) 

十
五
潸
〜
二
十
ニ
養
韻
 

第

士

一

巻

(四
一
張
) 

二
十
三
梗
〜
二
十
九
賺
韻
 

第

十

三

巻

(
五
五
張
)

去
声
 

一
送
〜
 

七
遇
韻
 

第

十

四

巻

(三
七
張
) 

八

霽

〜

十

二

覆

 

第

十

五

巻

(
五
〇
張
) 

十
三
問
〜
二
十
一
箇
韻
 

四
周
双
辺

(
ニ
〇

•
四
X

一
三
.
三
糰
)
毎
半
張
十
一
行
、
行
小
ニ
九
字
、 

中
縫
部
中
黒
ロ
 (外
周
接
属
)
、
双
線
黒
魚
尾
(不
対
向
)
、
上
尾
下
題

r

勻 

玉
幾
フ
」
、
下
尾
下
張
付
。
巻
尾
題
底
本
同
様
、
但
し
第
六
巻
尾
題
「
新
 

增
説
文
韻
府
■
玉
巻
之
六
」
と
墨
釘
を
含
む
。
第
一
巻
尾
に
双
辺
有
界
両
 

行

「弘
治
癸
丑
孟
冬

\

日
新
書
堂
重
刊
」
、
第
六
巻
尾
に
天
地
双
辺
単
行
 

「劉
氏
日
新
書
堂
重
刊
」
、
第
二
十
巻
尾
に
祥
雲
中
「福
」
字
下
童
形
神
捧
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持
蓮
花
中
双
辺
単
行
「弘
治
癸
丑
劉
氏
重
刊
」
牌
記
を
存
す
る
。
こ
れ
ら
 

の
牌
記
を
採
れ
ば
明
弘
治
六
年
(癸
丑
)
刊
刻
と
い
ぅ
こ
と
に
な
る
。

〈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
四
—
〇
六

•
ィ

.
三
〉 

一
〇
冊
 

後
補
縹
色
艷
出
表
紙
(
ニ
五
.
〇
x

一

四

•
六
糖
)
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
 

「韻
府
羣
玉
〈幾
幾
〉
」
と
書
す
。
首
冊
の
み
左
下
方
に
打
付
に
「共
十
」 

と
書
す
。

一
部
裏
打
修
補
、
天
地
截
断
。
序
、
総
目
、
目
録
、
凡
例
の
順
 

に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
十
九
巻
第
十
一
•
ニ
張
を
同
第
二
十
六
、 

七
張
間
に
錯
綴
、
同
第
十
九
•
二
十
張
欠
。

第
一
冊
尾
「
天
正
十
三
年
〔

〕
三
外
臣
三
木
」
墨
識
、
同
朱
堅
•
句
点
、 

同
朱
墨
校
注
、
補
鈔
を
加
ぅ
、
但
し
巻
八
に
て
途
絶
。
毎
冊
首
に
単
辺
円
 

形

陽

刻

「百
々
氏
\

减書
」
朱
印
影
、
奇
数
冊
首
に
双
辺
円
形
陽
刻
「節
 

\
竜
」
、
双
辺
方
形
中
無
辺
円
形
陰
刻
不
明
朱
印
影
を
存
す
。

天
正
十
三
年
は
西
暦
の
一
五
八
五
年
で
、
本
版
牌
記
よ
り
一
百
年
弱
を
 

隔
て
、
本
邦
へ
の
近
世
初
期
ま
で
の
伝
来
を
示
す
。

第
十
三
—
十
六
巻
を
存
す
(
ニ
ニ
冊
の
ぅ
ち
四
冊
)。
第
十
三
巻
首
に
無
 

辺
方
形
陰
刻
「大
學
士
\
圖
書
印
」
朱
印
影
を
存
す
。
詳
細
前
掲
。

〈
天

理

図

書

館

八

ニ

ー

.
ィ
二
三
〉

巻
一
—
十
二
、
十
七
—

二
十
補
配
明
天
順
六
年
刊
本
 

第
十
三
—
十
六
巻
を
存
す
ニ
〇
冊
の
ぅ
ち
ニ
冊
)。
第
十
三
巻
第
一
張
、 

第
十
六
巻
第
四
十
一
.
ニ
張
用
王
元
貞
校
本
3

、
¥

六
卷
第
四
十
三
. 

四
張
を
欠
き
明
万
暦
十
八
年
序
刊
王
元
貞
校
本
の
当
該
部
分
(第
十
六
巻
 

第
五
十
四
至
五
十
七
張
)
を
補
配
、
第
十
五
巻
第
四
十
七
張
欠
。
第
十
四
 

巻
尾
六
張
を
次
冊
の
首
に
置
く
な
ど
第
八
冊
首
に
錯
綴
甚
し
。
そ
の
他
、 

詳
細
前
掲
。

右
の
他
、
北
京
師
範
大
学
図
書
館
、
北
京
市
文
物
局
、
華
東
師
範
大
学
 

図

書

館

(
『中
国
古
籍
善
本
書
目
』
)
に
も
同
版
本
を
存
す
る
由
で
あ
る
。

同

〈
上
海
図
書
館
八
一
四
六
九
七
〉 

明
弘
治
七
年
刊
(劉
氏
安
正
書
堂
)

巻
一
ー
三
、
十
七
—
二
十
清
康
熙
二
十
八
、
九
年
補
鈔
(許
濬
) 

覆
明
弘
治
六
、
七
年
劉
氏
日
新
書
堂
刊
本
 

巻
四
—
十
二
補
配
元
至
正
二
十
八
年
刊
原
本
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世
上
に
明
弘
治
七
年
刻
本
と
著
録
の
版
種
で
あ
る
が
、
前
掲
日
新
書
堂
刊
 

本
と
の
関
係
を
考
え
る
と
些
か
の
疑
問
を
生
ず
る
。
首
目
は
底
本
同
様
、 

但
し
目
録
第
二
行
、
声

目

「上
平
聲
」
下
隔
一
格
に
て
「新
増
一
東
宗
風
 

戎
四
韻
并
新
序
首
八
十
板
」
の
語
を
追
刻
す
る
。
底
本
の
増
益
し
た
凡
例
 

末
の
一
条
を
継
承
、
牌

記

は

「是
書
元
大
徳
丁
未
瑞
陽
陰
先
生
所
編
板

\

 

行
久
矣
至
於
\
皇
明
正
統
間
梁
氏
安
定
堂
重
刊
於
各
字
下
\
續
増
許
氏
説
 

文
雖
加
詳
明
然
中
間
未
免

\

差
舛
闕
畧
觀
者
不
能
無
憾
本
堂
三
復
加

\

校
 

考
至
上
聲
七
囊
韻
内
堵
字
韻
起
至
去
\
聲
十
七
霰
字
韻
止
凡
ニ
千
三
百
有
 

奇
並
\
闕
説
文
今
悉
増
入
幸
得
其
全
収
書
君
子

\

但
将
原
書
對
校
瞭
然
悉
 

備
撚
龜
於
斯
不

\

煩
考
之
他
韻
敬
梓
以
行
嘉
與
四
方
共
之
\
弘
治
甲
寅
孟
 

夏
劉
氏
安
正
書
堂
謹
識
」
に
て
、
ほ
ぼ
底
本
に
同
じ
、
末
行
の
舗
名
の
 

み
を
改
む
。
本
文
、
底
本
同
様
、
全

巻

に

「
説
文
」
を
増
入
す
る
。
微
細
 

な
点
に
つ
い
て
見
て
も
、
第
六
卷
第
十
二
張
前
半
第
二
行
左
「蛙
」
字
注
 

中

「蟾

蜍

(中
略
)
世
傳
三
足
者
妄
也
」
の

「傅
」
、
次

行

「
蝌
蚪
形
圓
 

而

有

尾

(
下
略
)」
の

「
蝌
」
、
第
七
巻
第
一
張
前
半
第
七
行
左
「

賡」
字
 

注

中

「説
文
丨
本
古
/
文
續
字
」
の

r續
」
他
、
日
新
書
堂
刊
本
に
磨
滅
 

の
著
し
い
文
字
を
、
本
版
に
は
墨
釘
に
作
る
等
の
継
承
関
係
が
認
め
ら
れ
 

る
。
そ
の
他
、
第
一
巻
尾

r

鬃」
字
増
補
。

四
周
双
辺
(
ニ
ー
•
〇
x

一
三
.
ニ
龌
)
毎
半
張
十
一
行
、
行
小
ニ
九
字
、

中
縫
部
中
黒
ロ
 
(外
周
接
属
)
、
双

線

黒

魚

尾

(
不
対
向
)
、
上
尾
下
題
 

r

勻玉
幾
フ
」
、
下
尾
下
張
付
。
第
一
巻
尾
に
双
辺
有
界
両
行
「弘
治
甲
寅
 

孟
冬

\

安
正
書
堂
重
刊
」
、
第
六
巻
尾
に
同
「弘
治
甲
寅
孟
夏
之
吉
\
劉
 

氏
安
正
書
堂
重
刊
」
、
第
十
八
巻
尾
に
同
「弘
治
甲
寅
劉
氏

\

重
増
校
正
 

刊
行
」
、
第
二
十
巻
尾
に
祥
雲
中
「福
」
字
下
童
形
神
捧
持
蓮
花
中
双
辺
 

単

行

r弘
治
甲
寅
劉
氏
重
刊
(上
四
字
左
傾
)」
の
牌
記
を
存
す
る
。

た
だ
本
版
開
刻
の
時
点
を
牌
記
の
ま
ま
に
受
取
れ
る
か
ど
ぅ
か
、
若
干
 

の
疑
問
が
あ
る
。
先
ず
凡
例
後
の
長
文
の
牌
記
は
日
新
書
堂
刊
本
の
そ
れ
 

を
用
い
、
本
版
で
は
舗
名
の
み
を
改
め
た
の
で
あ
っ
た
か
ら
、

r

弘
治
甲
 

寅
」
は
底
本
の
記
文
を
継
承
す
る
も
の
と
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
第
一
、
六
、 

二
十
巻
尾
の
牌
記
に
は
干
支
、
書
堂
名
の
部
分
に

剜改
の
痕
跡
が
あ
っ
て
 

(第
十
八
巻
尾
は
日
新
書
堂
刊
本
に
牌
記
が
な
い
)
、
こ
の
ぅ
ち
の
第
二
十
 

巻
尾
の
童
神
捧
持
蓮
牌
木
記
に
つ
い
て
は
、
本
版
を
著
録
し
た
王
重
民
氏
 

『美
国
国
会
図
書
館
蔵
中
国
善
本
書
目
』
の

「新
增
説
文
韻
府
羣
玉
二
十
 

卷

〈十

冊

ニ

面

〉
明
弘
治
七
年
劉
氏
安
正
堂
刻
本
」
条

に

r卷
二
十
有
 

嘉
靖
甲
申
劉
氏
重
刊
牌
記
、
此
牌
記
持
於
納
福
童
子
手
中
、
式
様
f

奇
」 

の
語
が
あ
り
、
同
条
に
は
ま
た
「孫
本
目
録
上
平
聲
下
有
注
、
此
本
無
之
、 

不
知
何
故
、
殆
以
孫
本
印
刷
更
在
此
本
後
歟
」
と
も
あ
っ
て
ぐ
目
録
声
目
 

下
注
記
追
刻
の
な
い
別
種
印
本
に
つ
い
て
、
巻
末
の
年
記
が
「嘉
靖
U
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で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
今
、
同
類
の
伝
本
を
知
見
し
得
な
い
の
で
、
王
 

氏
著
録
本
が
目
録
加
注
追
刻
前
の
早
印
本
で
あ
る
の
か
、
目
録
加
注
を
脱
 

し
た
嘉
靖
後
印
本
で
あ
る
の
か
判
断
で
き
な
い
が
、
弘
治
甲
寅
(七
年
) 

が
正
し
く
本
版
開
刻
の
時
点
を
示
す
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
本
 

稿
で
は
通
説
に
よ

つ

て
便
宜
「明
弘
治
七
年
刊
」
と

記
し
た
。

〈
中
国
国
家
図
書
館
一
二
三
九
九
〉 

ニ
0
冊
 

清
揆
叙
、
清
室
旧
蔵

清
室
所
用
1
中
後
補
黄
染
絹
表
紙
(
ニ
六
.
三
>
<
ー
五
.
七
糰
)
左
肩
同
 

H

絹
地
双
辺
摺
枠
題
簽
を
貼
布
し
「
元
板
韻
府
群
玉
」
と
書
す
。
序
、
目
 

録
、
総
目
の
順
に
綴
し
、
凡
例
を
欠
き
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
巻
尾
の
牌
記
 

部
分
は
悉
く
删
去
さ
れ
て
い
る
(第
二
十
巻
尾
の
童
神
像
は
残
存
)
。

首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
謙
牧
\
堂
藏
\
書
記
」
、
尾
に
単
辺
円
形
陽
刻
 

「兼
牧
\
堂
書

\

画
記
」
朱

印

影

(以
上
揆
叙
所
用
}
、
ま
た
首
に
無
辺
方
 

形

陰

刻

「
天
禄
\
繼
鑑
」
、
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「乾
隆
\
御
覽
\
之
寶
」
、 

尾
に
単
辺
円
形
陽
刻
「
天
禄
\
琳
瑯
」
、
見
返
し
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
五
 

福

\

五
代

\

堂
寶
」
、
同

「
八
徴
\
耄
念

\

之
寶
」
、
同

「太
上

\

皇
帝

\

 

之
寶
」
朱

印

影

(乾
隆
帝
所
用
)
を
存
す
。

該

本

は

『
天
禄
琳
瑯
書
目
後
編
』
巻
十
、
元
版
子
部
(劉
氏
日
新
堂
牌

記
新
増
説
文
本
下
)
に
著
録
す
る
 

韻
府
羣
玉
〈
四
函
\
二
十
冊
〉

篇
目
同
上
。
惟
目
録
首
有
增
刻
ー
東
宗
風
戎
四
韻
並
新
序
首
八
十
版
 

十
六
字
。
末
有
仙
童
捧
雲
拱
福
畫
像
、
當
係
坊
間
、
即
元
版
重
¢
0
 

「謙
牧
\
堂
藏
\
書
記
」

<白
文
\
毎
冊
首
>
、
「_
牧
\
堂
書
\
畫
記
」 

〈
朱
文

\

毎
冊
首
〉
。

韻
府
羣
玉
〈
四
面

\

二
十
冊
〉

同
上
係
一
版

摹印
。

「謙
牧
\
堂
藏
\
書
記
」

<白
文

\

毎
冊
首
>
、
i

\
堂
書

\

書
一
記
」 

〈
朱
文

\

毎
冊
首
〉
。

の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
。

〈
上
海
図
書
館
長
六
一
三
五
九
〉 

一
冊
 

存
卷
八
、
九

後
補
淡
茶
色
表
紙
(
ニ
六
. 
一

X

一 
五

•
五
糰
)
。
〔毎
巻
ニ
冊
〕

該
本
は
当
館
普
通
古
籍
ヵ
ー
ド
中
に
「明
刻
本
」
と
し
て
登
載
の
も
の
、 

電
覧
の
ぅ
ち
に
本
版
と
認
定
し
た
。

〈
天
理
図
書
館
九
ニ
ー
•
〇
七

.
ィ
ー
五
〉 

一

〇
冊
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後
補
香
色
雷
文
繫
地
蓮
華
文
空
押
艷
出
朝
鮮
表
紙
(
ニ
六
'

ー
>
<
ー
四
- 

九
糰
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
羣
玉
」
と
書
し
、
そ
の
下
に
韻
目
を
列
す
。 

押
し
八
双
あ
り
。

一
部
裏
打
修
補
。
見
返
し
新
補
和
紙
。
序
、
総
目
、
目
 

録
、
凡
例
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
三
巻
第
二
十
八
張
を
欠
き
 

同
第
二
十
九
張
を
重
綴
、
第
五
巻
第
三
十
八
•
三
十
七
張
錯
綴
、
第
十
三
 

巻
第
三
張
欠
、
第
十
五
巻
第
四
.
五
張
重
綴
、
第
十
九
巻
第
三
十
張
を
欠
 

き
同
第
三
十
一
張
重
綴
。

本
邦
近
世
初
期
の
朱
竪
.
傍

.
句
点
、
稀
に
送
仮
名
、
同
墨
標
字
注
、
同
 

朱
墨
校
注
書
入
、
但
し
上
声
以
下
は
標
字
を
欠
き
、
朱
点
も
疎
に
遷
る
。

<
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
(小
城
鍋
島
文
庫
)
0
仄
3
只

.
ニ
五
>

六
冊
 

存
卷
一
、
七

.
八
、
十
一
ー
三
小
城
藩
興
讓
館
旧
蔵
 

後
補
渋
引
表
紙
(
ニ
四
.
〇
x

一
四
•
三
糖
)
左
肩
題
簽
剥
落
痕
、
首
冊
 

の
み
題
簽
の
下
半
を
存
し
「
〔 

〕
〈
一
〉
」
墨
書
。
序
、
目
録
の
順
に
 

綴
し
、
総
目
、
凡
例
を
欠
き
本
文
。
〔毎

冊

I

巻
〕
。
第
七
卷
第
七
•
八
張
、 

第
十
一
巻
第
三
十
四
張
欠
、
第
十
三
巻
第
二
十
三
•
二
十
ニ
張
錯
綴
。

第
一
、
六
冊
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「鳳
池
鄭
\
澄
私
印
」
朱
印
影
、
毎
冊
 

首
に
単
辺
円
形
陽
刻
「荻
府
\
學
校
」
朱

印

影

(小
城
藩
興
讓
館
所
用
)
、 

毎
冊
尾
に
無
辺
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影
を
存
す
。

以
上
の
他
、
甘
粛
省
図
書
館
.
安
徽
師
範
大
学
図
書
館
.
福
建
師
範
大
 

学
図
書
館
•
鄭
州
市
図
書
館
.
鄭
州
大
学
図
書
館
(
『
中
国
古
籍
善
本
書
 

目
』
)、
ア
メ
リ
カ
国
会
図
圭
聶
(前
述
)
•
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
 

ド
燕
京
図
書
館
に
同
版
本
を
存
す
る
模
様
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
の
本
は
「
日
 

人
圏
點
並
装
幀
」
の

由

(
『美
国
哈
仏
大
学
哈
仏
燕
京
図
書
館
中
文
善
本
 

書
志
』
)
。
ま

た

『晁
氏
宝
文
堂
書
目
』
巻
中
、
類
書
の
部
に
「韻
府
羣
玉
 

〈
元
刻
一
部
監
刻
一
部
\
弘
治
刻
一
部
〉
」
と
著
録
す
る
弘
治
刻
本
と
 

は
、
前
掲
弘
治
版
両
種
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
ぅ
と
思
わ
れ
る
。

総
じ
て
本
属
の
概
要
を
記
す
と
、
『韻
府
群
玉
』
開
刻
の
嚆
矢
た
る
元
 

元
統
ニ
年
刊
本
を
印
行
し
た
梅
溪
書
院
(
も

し

く

は該
版
の
継
承
者
)
か
 

ら
一
部
板
木
の
譲
渡
を
受
け
た
劉
氏
日
新
堂
で
は
、
原
板
を
活
か
し
つ
つ
 

も
、
単
純
に
翻
刻
す
る
の
で
は
な
く
、
原
本
の
字
注
に
「説
文
」
の
記
事
 

を
増
入
し
て
新
た
な
本
文
を
構
成
し
、
『新
増
説
文
韻
府
群
玉

J

を
成
立
 

さ
せ
た
。
こ
の
新
増
説
文
本
は
元
末
明
初
の
交
ょ
り
盛
行
し
、
次
第
に
原
 

本
を
も
凌
駕
す
る
趨
勢
と
な
っ
て
、
南
監
に
於
い
て
原
本
を
洪
武
韻
に
改
 

編

し

た

〔明
洪
武
八
年
序
〕
刊
本
開
刻
の
際
に
、
本
版
が
校
合
に
用
い
ら
 

れ
、
当
初
は
原
本
に
拠
っ
て
い
た
秀
岩
書
堂
版
の
継
承
者
も
、
首
巻
を
新
 

増
説
文
本
に
彫
り
換
え
て
印
行
す
る
な
ど
、
相
応
の
需
要
を
喚
起
し
た
。
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そ
の
影
響
は
海
外
に
も
及
び
、
日
本
で
室
町
期
以
降
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
 

た
こ
と
は
諸
伝
本
の
書
入
に
著
し
く
、
朝
鮮
で
の
受
容
は
伝
本
に
見
出
し
 

得
な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
明
正
統
ニ
年
跋
刊
原
本
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
こ
 

と
が
判
明
す
る
か
ら
、
十
五
世
紀
前
半
の
段
階
で
朝
鮮
朝
周
辺
に
も
一
定
 

の
流
通
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
至
正
版
の
盛
行
は
、
早
く
も
明
前
期
の
、っ
ち
に
複
数
の
翻
版
を
生
 

じ
て
い
る
。
直
接
至
正
版
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
版
本
に
は
両
種
あ
り
、 

一
は
正
統
ニ
年
梁
氏
安
定
堂
刊
本
、

一
は
天
順
六
年
葉
氏
南
山
書
堂
刊
本
 

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
に
積
極
的
な
改
正
を
伴
う
も
の
で
な
く
、
単
に
 

牌
記
の
み
を
改
め
て
顧
み
ず
、
あ
る
程
度
の
転
訛
を
免
れ
な
い
底
の
覆
刻
 

で
あ
っ
た
。
現
存
の
伝
本
か
ら
当
時
の
印
行
の
様
子
を
推
量
す
る
こ
と
に
 

は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
や
は
り
至
正
版
の
盛
行
に
比
べ
る
と
 

低
調
と
見
ざ
る
を
得
ず
、
本
文
の
性
質
に
照
ら
し
て
も
、
版
刻
印
行
の
軽
 

易
さ
を
徴
す
る
事
柄
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-

力̂
し
そ
の
影
響
と
レ
う
 

点
で
は
、
正
統
版
が
〔明
前
期
〕
刊
原
本
の
校
合
に
採
ら
れ
、
ま
た
天
順
 

版
と
共
に
本
邦
室
町
期
の
学
事
に
関
与
す
る
所
が
あ
つ
た
。
そ
し
て
正
統
 

版
を
拠
本
と
す
る
、
さ
ら
な
る
翻
版
が
生
ま
れ
て
い
る
。

正
統
版
か
ら
は
二
種
の
版
本
を
分
出
し
た
が
、
そ
の
一
は
〔明
前
期
〕 

刊
本
、
又
一
は
弘
治
六
、
七
年
日
新
書
堂
刊
本
で
あ
っ
た
。
前
者
に
つ
い

て
は
伝
存
に
乏
し
く
前
後
の
影
響
関
係
を
測
り
難
い
。
i

に
つ
い
て
は
、 

至
正
版
以
来
の
「説
文
」
増
入
の
欠
を
補
い
完
成
し
た
点
に
本
文
上
の
重
 

要
な
進
展
が
見
ら
れ
、
ま
た
そ
の
故
に
、
新
た
な
版
刻
を
呼
び
起
こ
し
た
 

点
で
も
意
義
が
大
き
か
っ
た
。
但
し
よ
り
広
範
な
伝
播
に
関
し
て
は
、
時
 

期
を
接
し
て
開
刻
さ
れ
た
安
正
書
堂
に
よ
る
翻
版
も
与
っ
て
力
が
あ
り
、 

安
正
書
堂
刊
本
自
体
、
朝
鮮
と
近
世
初
以
降
の
日
本
で
も
用
い
ら
れ
る
所
 

で
あ
っ
た
。
し
か
し
度
重
な
る
翻
刻
の
結
果
、
既
に
本
文
の
転
訛
は
覆
い
 

難
い
も
の
と
な
り
、
元
至
正
十
六
年
の
日
新
堂
刊
本
に
始
ま
っ
た
新
増
説
 

文
本
の
翻
刻
は
、
そ
の
本
文
の
完
成
と
共
に
一
段
落
を
迎
え
、
別
本
の
派
 

生
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
明
代
中
葉
に
現
れ
た
新
増
直
音
説
文
本
は
、 

「説
文
」
増
入
を
徹
底
し
た
こ
の
弘
治
版
に
基
づ
い
て
、
転
訛
し
た
本
文
 

の
修
繪
よ
り
も
さ
ら
な
る
増
修
に
趨
り
、

一
方
、
万
暦
年
間
に
出
た
新
増
 

説
文
王
元
貞
校
本
は
、
む
し
ろ
本
文
の
改
正
に
意
を
用
い
、
元
の
至
正
版
 

に
拠
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
左
の
よ
ぅ
に
な
ろ
ぅ
。

(原
本
)

一

元
元
統
ニ
年
刊
後
修
原
本
 

(新
増
説
文
本
)
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元
至
正
十
六
年
刊
本
 

丨

(新
増
説
文
王
元
貞
校
本
) 

丨
明
正
統
ニ
年
刊
本
 

丨
〔明
前
期
〕
刊
本
 

丨
明
弘
治
六
、
七
年
日
新
書
堂
刊
本
 

丨
明
弘
治
七
年
安
正
書
堂
刊
本
 

丨

(新
増
直
音
説
文
本
) 

丨
明
天
順
六
年
刊
本

〇
新
増
直
音
説
文
本
之
属

新
増
直
音
説
文
本
(以

下

「直
音
本
」
と
簡
称
)
と
は
、
新
増
説
文
本
 

に
直
音
注
を
加
え
た
種
類
の
本
文
で
あ
る
が
、
新
添
の
直
音
注
(
「東

〈音
 

冬
〉
」
等
)
は
一
括
前
掲
と
し
、
も
と
の
新
増
説
文
本
自
体
は
そ
の
ま
ま
 

全
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
文
上
は
新
増
説
文
本
の
亜
流
と
考
え
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
直
音
本
は
明
代
の
中
葉
か
ら
版
刻
に
顕
わ
れ
、 

現
存
の
伝
本
か
ら
都
合
三
版
を
知
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

新
增
直
音
説
文
韻
府
羣
玉
ニ
〇
卷

元

陰

時

夫

編

陰

中

夫

注

亡

名

増

明

亡

名

増

補

 

〔明
〕
刊
拠
明
弘
治
七
年
安
正
書
堂
刊
本

先
ず
序
題
六
篇
(
五
張
)
。
首

「韻
府
羣
玉
序
」
と
題
し
、
次
行
低
三
格
 

で

「翰
林
 

滕
玉
霄
序
」
等
の
篇
目
を
標
し
、
次
行
ょ
り
本
文
。
滕
序
 

に
次
で
「挑
江
村
序
」
「翰
林
承
旨
趙
子
昂
題
」
「陰
竹
埜
序
」

「
陰
復
春
 

自
序
」
「陰
勁
弦
自
序
」
を
存
す
。
毎
篇
改
行
、
後
三
篇
低
一
格
、
諱
字
 

擡
頭
。
本
文
は
原
本
の
元
元
統
ニ
年
刊
本
以
下
に
同
じ
。
毎
行
一
八
字
、 

中

縫

部

「序
」
と
題
す
。

次

で

総

目

ニ

張

0
首

「韻
府
羣
玉
事
類
總
目
」
と
題
し
、
次
行
低
ー
 

格

で

「韻
下
事
目
」
と
標
し
、
次
行
ょ
り
低
ニ
.五
.八
ニ
ー
ニ
四
格
の
 

五
段
に
「
天
文
」
「地
理
」
以
下
の
事
目
を
列
す
。
次
行
低
一
格
で
「
韻
 

下
類
目
」
と
標
し
、
次
行
ょ
り
低
ニ

丄ハ
ニ
〇
ニ
四
格
の
四
段
に
「音
切
」 

「散
事
」
以
下
の
類
目
を
列
し
、
附
目
あ
ら
ば
直
下
に
「
附

(
陰
刻
、
不
 

墨
囲
)」
と
標
し
双
行
に
て
注
す
。
毎
半
張
一
〇
行

(拠
本
一
一
行
)
、
毎
 

行
一
八
字
格
、
中
縫
部

r匀
」
、
尾

「韻
府
羣
玉
事
類
總
目
〈華
〉」
と
題
す
。 

次
で
目
録
(三
張
)。
首

「韻
府
羣
玉
目
録
」
と
題
し
、
次
行
花
ロ
魚
尾
 

圏
発
下
低
一
格
で
声
自
を
標
し
、
拠
本
に
同
じ
く
声
目
「
上
平
聲
」
下
隔
 

一
格
に
て
「新
増
一
東
宗
風
戎
四
韻
井
新
序
首
八
十
板
」
の
語
を
存
す
る
。 

次
行
卷
序
数
を
標
し
(墨
囲
陰
刻
)
、
同
行
下
ょ
り
低
三
.
一
〇
格
の
ニ
 

段

に

「
一

東

〈
獨
用
〉
」
等
の
韻
序
数
及
び
韻
目
を
列
挙
す
。
毎
巻
改
行
。 

行
款
同
前
、
中

縫

部

「
目
」
、
尾

「韻
府
羣
玉
目
録
」
と
題
す
。
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こ
れ
ら
の
首
目
は
、
総
目
行
数
の
他
は
新
増
説
文
本
に
ほ
ぼ
同
じ
で
、 

中
縫
部
標
題
等
の
微
細
な
相
違
に
止
ま
る
が
、
原
本
か
ら
引
継
が
れ
て
き
 

た
凡
例
を
、
こ
の
属
に
は
欠
い
て
い
る
。

巻

首

題

「新
増
直
音
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
ー
(—

二
十
)

上

平

声

(
墨
 

囲
陰
刻
)
/
 
(以
下
低
八
格
)

晚
學

陰

時

夫

勁

弦

編

輯

\
新
呉
 

陰

中

夫

復

春

編

註

」
(第
二
、
三
行
首
巻
の
み
)
(
用
字
区
々
、 

第
二
巻
首
題
「説
文
韻
府
ニ
巻
」
、
第

三

•
四
、
七

巻

首

題

「
新
増
説
文
 

韻
府
群
玉
幾
巻
」
等
、
第
五
、
八
巻
首
題
「新
増
説
文
韻
府
幾
巻
」
、
第
 

十
二
、
十
七
巻
首
題
「新
増
海
篇
直
音
韻
府
羣
玉
幾
巻
」
等
、
第
十
九
巻
 

首

「新
増
直
音
韻
府
群
玉
卷
之
十
九
」
、
第
十
四
巻
首
は
先
「
こ
」
張
を
 

置

き

「新
増
直
音
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
十
四
」
と
題
し
て
同
巻
内
の
直
音
 

注
を
配
し
、
次

「
一
」張

首

又

「新
増
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
十
四
」
と
題
 

し
本
文
)
、
次
行
低
ニ
格
で
「
一
東
〈獨
用
〉
」
等
と
韻
目
を
標
し
、
次
行
 

ょ
り
低
一
格
で
「新

増

(黒
牌
中
墨
囲
陽
刻
)」
と
標
し
、
同
行
下
隔
一
 

格

「東

(墨
囲
)
〈音
/
冬
〉
凍

〈露
/
兒
〉
蝶
」
以
下
直
音
注
(
同
韻
内
 

の
文
字
を
列
挙
し
、
同
音
の
首
字
を
畫
囲
し
て
「音
何
」
の
直
音
注
を
附
 

し
、
以
下
同
音
の
字
目
を
列
挙
、
ま
ま
簡
単
な
字
義
注
を
差
挟
む
)
(
こ
 

の
直
音
注
は
、
下
平
声
ニ
蕭
•
三
肴
韻
の
よ
う
に
、
纏
め
て
掲
出
さ
れ
る
 

場
合
が
あ
る
)
(
上
平
声
四
支
、
七
虞
、
十
一
真
—
十
五
删
、
下

平

声

一

先
、
八
庚
—
十
五
咸
、
去
声
十
四
願
—
二
十
一
箇
、
三
十
陥
、
入
声
一
尾
. 

ニ
沃
、
十
薬
—
十
三
職
、
十
五
合

一

^
七
洽
韻
に
は
直
音
注
を
冠
し
な
い
0 

次
行
ょ
り
本
文
。
本
文
の
体
式
は
前
掲
の
新
増
説
文
本
に
同
じ
で
あ
る
 

(第
四
、
七

•
八
、
十
九
巻
内
の
各
韻
は
直
音
注
を
附
さ
な
い
の
で
、
も
 

と
の
新
増
説
文
本
と
全
く
の
同
内
容
、
同
行
款
で
あ
る
。
ま
た
第
六
、
ニ
 

十
巻
で
は
直
音
注
を
含
む
も
の
の
、
途
中
の
本
文
を
節
略
し
、
最
終
的
な
 

張
数
は
同
じ
に
な
つ
て
い
る
)。
以
下
本
文
の
大
概
を
掲
出
す
る
。

声
韻
の
分
属
は
原
本
以
来
同
様
で
あ
る
。
左
記
の
ぅ
ち
¥

三

巻

「又
十
」 

張
は
知
見
本
に
欠
く
が
、
第

十

.
十
一
張
間
の
本
文
の
接
属
し
な
い
上
、 

後
掲
の
翻
版
に
は
「
又
十
」
を
存
す
る
の
で
、
原
存
と
推
定
す
る
。

第

一

巻

(
三
〇
張
)

上
平
声
 

一
東
〜
 

三
江
韻
 

第

二

巻

(
五
〇
張
) 

四
支
〜
 

六
魚
韻
 

第

三

巻

(
五
四
張
) 

七
虞
〜
 

十
灰
韻
 

第

四

卷

(六
〇
張
) 

十
一
真
〜
十
五
删
韻
 

第

五

巻

(六
ニ
張
)

下
平
声
 

一
先
〜
 

五
歌
韻
 

第

六

卷

(
四
九
張
) 

六
麻
 

七
陽
韻
 

第

七

卷

(
四
七
張
) 

八
庚
〜
 

十
蒸
韻
 

第

八

卷

(
四
八
張
) 

十
一
尤
〜
十
五
咸
韻
 

第

九

卷

(
四
六
張
)

上
声
 

一
童
〜
 

六
語
韻
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第

十

卷

(
四
八
張
) 

第

十

一

巻

(
四
八
張
) 

第

士

一

巻

(
四
一
一
張
)

七
鏖
〜
十
四
旱
韻
 

十
五
潸
〜
二
十
ニ
養
韻
 

二
十
三
梗
〜
二
十
九
賺
韻

第
十
三
巻
(
一
—
十

.
〔又
十
〕
•
十

一

•
又
十
一
•
十
二
ー
 

五
十
六
張
)

去
声
 

一
送
〜
 

七
遇
韻
 

第

十
四
巻
(こ

•
一
ー
三
十
八
張
)

八
霽
〜
士
一
震
韻
 

第

十

五

巻

(
五
〇
張
) 

十
三
問
〜
二
十
一
箇
韻
 

第

十

六

巻

(
四
六
張
) 

二
十
三
福
〜
三
十
陥
韻
 

第

十

七

巻

(
三
四
張
)

入
声
 

ー
屋
〜
 

三
覚
韻
 

第

十

八

巻

(
四
六
張
) 

四
質
〜
 

九
屑
韻
 

第

十

九

巻

(
四
〇
張
) 

十
薬
〜
十
一
陌
韻
 

第

二

十

巻

(三
九
張
) 

十
二
錫
〜
十
七
洽
韻
 

単

辺

(或
は
四
周
双
辺
)
(
一
二
. 
一

X

ニ
ー
•
八
糖
)
毎
半
張
十
一
行
、 

行
小
二
十
九
字
、
中
縫
部
、
粗
黒
ロ
、
双
線
黒
魚
尾
(
不
対
向
)
、
上
尾
 

下

題

「

勻玉
幾
フ
」
、
下
尾
下
張
付
。
巻

尾

題

「
〔新
増
〕
直
音
説
文
韻
府
 

群
玉
卷
之
ニ
〈終
〉
」
「新
増
説
文
韻
府
羣
玉
卷
之
四
」

「
新
増
直
音
韻
府
 

群
玉
八
巻
」
等
区
々
。
第
二
十
巻
尾
に
祥
雲
中
「福
」
字
下
童
形
神
図
様
 

の
牌
記
を
存
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
知
見
の
伝
本
に
は
全
像
を
得
な
か
つ
 

た
。

本
版
本
文
の
増
修
に
つ
い
て
附
言
す
る
と
、
音
注
の
増
修
を
書
題
に
謳
 

、っ
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
様
子
に
は
必
ず
し
も
内
容
上
の
要
求
に
従
 

、っ
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
点
が
あ
る
。
第
一
巻
を
例
に
取
れ
ば
、
上
 

平
声
一
東
韻
の
首
、
本
文
の
前
に
加
え
ら
れ
た
直
音
注
は
都
合
一
一
行
に
 

及
び
、
こ
の
行
数
が
底
本
以
来
の
半
張
の
行
数
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
以
 

下
の
本
文
は
底
本
の
第
一
張
前
半
を
同
後
半
に
、
底
本
第
一
張
の
後
半
を
 

第
二
張
の
前
半
に
そ
の
ま
ま
配
す
る
と
い
ぅ
具
合
に
、
半
面
を
後
へ
送
る
 

の
み
と
し
て
翻
版
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
。
ま
た
第
十
四
巻
で
は
、
本
 

文
の
前
に
一
張
(張

付

「
乙
」
)
を
増
益
し
て
、
去
声
八
霽
、
九
泰
韻
の
 

直
音
注
を
纏
め
て
掲
出
し
(不
全
)
、
次

の

「
一
」
張
ょ
り
底
本
の
行
款
 

の
ま
ま
に
覆
刻
、
続
く
十
卦
、
十
一
隊
、
十
二
震
韻
の
直
音
注
も
纏
め
て
 

掲
出
し
、
こ
こ
で
も
増
益
分
は
ち
ょ
ぅ
ど
一
張
に
当
た
る
ニ
ニ
行
で
、
次
 

張
以
降
の
行
款
は
底
本
の
ま
ま
に
保
た
れ
て
い
る
。
直
音
注
の
中
に
し
ば
 

し
ば
双
行
字
義
注
の
差
挟
ま
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
行
数
調
整
の
た
め
で
 

あ
り
、
少
な
く
と
も
増
修
の
多
寡
に
関
し
て
言
え
ば
、
内
容
上
の
要
求
よ
 

り
も
版
刻
の
便
宜
に
即
し
て
加
減
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
 

本
版
及
び
同
系
諸
版
の
注
質
を
よ
く
示
す
事
柄
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
宮
内
庁
書
陵
部
五
五
六
•
一 
〇
>

〇
冊
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後
補
丹
表
紙
(
ニ
四
.
三

X

一
四
.
五

犍)
左
肩
題
簽
を
貼
布
し
「説
文
 

韵

府

〔

〕
幾
幾
」
と
書
し
、
右
肩
よ
り
打
付
に
別
筆
に
て
韻
目
を
列
記
 

す
。
虫
損
修
補
。
見
返
し
新
補
。
第
十
冊
後
見
返
し
「明
治
四
十
一
年
十
 

二
月
修
補

\

 
(低
七
格
)
圖
書
察
」
識
語
。
序
、
総
目
、
目
録
の
順
に
綴
 

し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
二
十
巻
第
三
十
九
張
(大
尾
)
欠
。

朱

竪

.
訓

•
圏

•
句
点
、
欄
上
標
注
、
同
墨
磨
滅
部
補
鈔
、
同
朱
墨
欄
上
 

校
注
書
入
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「宵
絢

\
齋

\

主
人
」
朱
印
影
を
 

存

t§。

〈
中
国
国
家
図
書
館

(
マ
ィ
ク
ロフ
ィ
ル
ム
)
五
ニ
ニ
三
〉 

一
〇
冊
 

清
楊
以
増
、
楊
紹
和
旧
蔵

表
紙
、
法
量
、
装
訂
等
不
明
。
序

(第
一
張
補
鈔
)
、
総
目
、
目
録
の
順
 

に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。

本
文
圏
、
句
点
、
欄
外
校
注
、
補
注
書
入
。
毎
巻
首
尾
に
無
辺
方
形
陰
刻
 

「周
在
\
鎬
印
」
印
影
、
毎
冊
尾
に
同
「子
\
心
」
、
或
は
単
辺
方
形
陽
刻
 

「安

\

亭
」
印
影
、
巻
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「朱
鴻
\
緒
印
」
、
単
辺
方
形
 

陽

刻

「
こ
未

\

進
士
」
印

影

(前
者
は
毎
巻
首
。
朱
鴻
緒
、
浙
江
海
塩
人
、 

清
乾
隆
四
十
年
こ
未
進
士
)
、
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
宋
存

\

書
室
」
印
 

影

(清
楊
以
増
所
用
)
、
単
無
辺
方
形
陽
陰
刻
「臣
紹

\

和
印
」
、
単
辺
方

形

陽

刻

「彦
合

\

珍
玩
」
印

影

(楊
紹
和
所
用
)
、
序
尾
、
総
目
首
に
陽
 

刻
不
明
印
影
を
存
す
。

楊

氏

『宋
存
書
室
宋
元
秘
本
書
目
』
子

部

.
明

本

に

「
元
本
韻
府
羣
玉
 

二
十
卷
十
冊
」
と
、
『海
源
閣
蔵
書
目
』
子

部

.
元

本

に

「
韻
府
羣
玉
ニ
 

十
卷
十
冊
」
と
、
『
海
源
閣
宋
元
秘
本
書
目
』
巻

三

•
子

部

•
元
本
に
 

r

元
本
韻
府
羣
玉
二
十
卷
十
冊
」
と
、
『
海
源
閣
書
目
』
子
部
類
書
類
に
 

「明
本
韻
府
羣
玉
二
十
卷
十
冊
」
と
あ
る
。
『北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
 

76』
に
該
本
の
影
印
を
収
め
る
。

右
の
他
、
華
南
師
範
大
学
図
書
館
•
重
慶
市
図
書
館
(以

上

『中
国
古
 

籍
善
本
書
目
』
)
所
蔵
の
伝
本
も
同
版
か
。
台

北

•
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
 

同
名
八
冊
本
は
、
阿
部
隆
一
氏

『
g

中
国
訪
書
志
』

に

「
〔
明
前
期
〕
刊
 

〔明
修
〕」
と
著
録
し
(粗
黒
ロ
、
第
六
巻
尾
に
「劉
氏
日
□
書

堂

〔

〕」 

の
牌
記
を
存
す
る
由
、
本
版
に
は
認
め
得
ず
)
、
同
補
記
3
に
、
該
本
旧
 

板
部
分
は
書
陵
部
本
(即
ち
本
版
)
と
覆
刻
の
関
係
と
い
、つ
が
、
未
調
査
。 

巻
首
匡
郭
の
寸
法
等
も
異
な
る
ょ
ぅ
で
あ
る
。
ま
た
孫
星
衍
の
『平
津
館
 

鑑
蔵
書
籍
記
』
巻

一

•
元
版
の
部
に

新
增
直
音
説
文
韻
府
羣
玉
廿
卷
、
題

晚學
陰
時
夫
勁
弦
編
輯
、
新
呉
 

陰
中
夫
復
春
編
注
。
前
有
滕
玉
霄
、
姚
雲
、
趙
孟

頫、
陰
竹
埜
、
陰
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勁
弦
序
、

俱與
前
元
版
相
同
。
此
即
陰
氏
韻
府
羣
玉
與
元
板
無
異
。 

惟
毎
韻
之
前
新
增
音
釋
、
未
知
何
人
所
加
。
目
録
上
平
聲
下
注
云
、 

新
增
一
東
宗
風
戎
四
韻
并
新
序
首
八
十
板
。
當
是
重
刊
人
所
記
。
卷
 

後
有
嘉
祐
こ
丑
劉
氏
重
刊
木
長
印
、
作
人
抱
式
、
祐
字
微
有

挖痕
、 

是
書
賈
作
僞
以
充
宋
槧
、
不
知
撰
書
人
之
在
元
時
也
。
黒
ロ
板
、
毎
 

葉
廿
ニ
行
、
行
小
字
廿
九
字

と
著
録
の
本
は
、
他
の
直
音
本
諸
版
が
白
ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
版
か
、 

或
は
阿
部
氏
著
録
の
別
版
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

同

〔明
〕
刊

〔明
修
〕
白

ロ

本

覆

〔明
〕
刊
黒
ロ
本

前

掲

〔明
〕
刊
本
と
同
行
款
の
翻
版
で
、
首
目
も
同
様
で
あ
る
が
、
本
版
 

で
は
序
、
総
目
、
目
録
と
も
無
界
で
あ
る
。
巻
首
書
題
同
様
、
但
し
題
下
 

声

目

(墨
囲
陽
刻
)
小
三
字
格
を
隔
つ
。

第
一
巻
首
(補
刻
)
単

辺

(
一
九
.
七

x

ニ
一
•
七
糖
)
毎
半
張
十
一
 

行
、
行
小
二
十
九
字
、
中
縫
部
、
白
ロ
、
単

線

黒

魚

尾

下

題

「
匀
玉
幾
 

フ
」
、
下
方
張
付
。
第
六
巻
首
(原
刻
)
単

辺

(
或
は
四
周
双
辺
)
(
ニ
 

〇

•

一
x

一
三
.
〇
糲
)
。

一
本
の
み
の
知
見
で
あ
る
が
字
様
や
版
面
磨

減
の
様
子
か
ら
、
序
第
五
張
、
第
一
巻
第
一
ー
十
二
、
十
七
—
二
十
ニ
、 

二
十
九

'一

一
十
張
(尾
)
、
第
二
巻
第
一
ー
八
、
三
十
三
•
四
、
三
十
七
• 

八
張
、
第
三
卷
第
ー
ニ
ー
、
九

.
十
、
十

五

.
六
、
十

九

'

ー
十
、
ニ
十
 

五

.
六
、
ニ
十
九
—
三
十
ニ
、
四
十
ー
|
四
、
五
十
一
ニ
ー
張
、
第
四
卷
 

第
一
ニ
ー
、
五

.
六
、
十
ー
ニ
ー
、
ニ
十
七
.
八
張
、
第
五
卷
第
ー
|
四
、 

二
十
九
•
三
十
、
五
十
一
.
ニ
張
、
第
六
卷
第
三
十
九
•
四
十
、
四
十
七
• 

八
張
、
第
七
卷
第
十
三
.
四
、
第
九
卷
第
十
ー
ニ
ー
、
ニ
十
九
、
四
十
五
 

張
、
第
十
二
巻
第
三
十
九
•
四
十
張
、
第
十
三
巻
第
四
十
三
—
六
張
、
第
 

十
四
巻
第
五
.
六
張
、
第
十
七
巻
第
十
五
.
六
張
、
第
十
八
巻
第
十
五

• 

六
張
、
第
十
九
卷
第
ー
ニ
ー
、
十
ー
ニ
ー
、
三
十
三
.
四
張
は
補
刻
と
見
 

え
る
。
ま
た
後
掲
知
見
本
に
は
巻
尾
を
欠
き
、
牌
記
の
有
無
は
不
明
で
あ
 

る
。

〈
上
海
図
書
館
ニ
五
六
四
九
〉 

ニ
〇
冊
 

清
黄
丕
烈
、
鄧
邦
述
旧
蔵

後
補
藍
色
金
銀
砂
子
散
表
紙
(
ニ
四
•
ニ

X
一

五

.
五
糲
)
左
肩
香
色
地
 

題
簽
を
貼
布
し
「
元
槧
韵
府
羣
玉
〔

〕
〈幾
冊
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
 

打
付
に
別
筆
に
て
「潘
景
鄭
先
生
恵
贈
卅
六
年
二
月
廿
三
日
」
と
朱
書
 

す
。
題
簽
上
、
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「金
粟
山
\
藏
經
紙
」
朱
印
影
あ
り
。
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襯
紙
改
装
。
序
、
目
録
、
総
目
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
十
三
 

巻

「
又
十
」
張

欠

(原
欠
の
可
能
性
も
あ
る
)。

首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「浣
\
竹
居
」
朱
印
影
、
首
及
び
毎
巻
首
に
無
辺
冠
 

帽
持
杖
人
図
様
朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻
「無
近

\

名
闇
」
朱
印
影
、
総
 

目
首
に
単
辺
方
形
陽
刻

r

泐明
」
、
同

「
別
號
\
素
玄
」
、
無
辺
方
形
陰
刻
 

「何
可

\

一
日
無
/
近
君
」
朱
印
影
、
巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
龍
\
樹
 

堂
」
朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
士
礼
居
臧
」
朱

印

影

(黄
丕
烈
所
用
)
、 

毎
冊
尾
及
び
第
二
十
冊
前
副
葉
子
に
単
辺
方
形
陽
刻
「羣
碧

)#」
、
同
副
 

葉

に

同

「
元
刻
本
」
朱

印

影

(以
上
鄧
邦
述
所
用
)
を
存
す
。

な
お
該
本
は
黄
氏
、
鄧
氏
の
書
目
題
跋
類
に
見
え
ず
、
潘

氏

『著
硯
楼
 

書
跋
』
に
著
録
の
「
元
刻
韻
府
羣
玉
」
は
別
種
新
増
説
文
本
で
、
該
本
と
 

思
し
き
著
録
は
見
え
な
い
。

同

〔明
末
〕
刊

覆

〔明
〕
刊
黒
ロ
本

前

掲

〔明
〕
刊
黒
ロ
本
の
翻
版
で
、
首
目
底
本
同
様
、
但
し
目
録
声
目
上
 

の
魚
尾
は
線
黒
魚
尾
と
さ
れ
て
い
る
。
本
文
も
底
本
に
同
様
で
あ
る
が
、 

字
体
の
節
略
は
一
層
甚
し
い
。
ま
た
第
十
四
巻
首
の

「
N
3
」

張
、
即
ち
去

声
八
霽
、
九
泰
韻
の
直
音
注
を
収
め
る
一
張
を
、
本
版
に
は
欠
い
て
い
る
。 

単

辺

(
ニ
ー
.
四
X

H
一
.
九
糖
)
毎
半
張
十
一
行
、
行
小
二
十
九
字
、 

中
縫
部
、
白
ロ
 
(黒
ロ
を
雑
ぅ
)
、
双
線
黒
魚
尾
(不
対
向
)、
上
尾
下
題
 

「勾
玉
幾
フ
」
、
下
尾
下
張
付
。
第
十
二
卷
第
八
張
中
縫
部
に
「陳
禮
刊
」 

と
エ
名
を
刻

-̂§。
第
ニ
十
卷
尾
に
祥
雲
中
「福
」
字
下
童
形
神
捧
持
蓮
花
 

牌
を
存
す
る
が
、
知
見
本
は
何
れ
も
、
牌
記
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
板
を
削
 

り

、
ま
た
料
紙
を
删
去
し
、
或
は
そ
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
。

〈
京
都
大
学
文
学
部
中
哲
文
c

.
g

b
.
七

•
一
〉 

ニ
〇
冊
 

後
補
淡
茶
色
表
紙
(
ニ
六
.
三
>
<
ー
六
.
ー
糰
)。
襯
紙
改
装
。
前
副
葉
 

後
補
。
序
、
総
目
、
目
録
の
順
に
綴
し
本
文
。
序
第
一
張
前
半
、
第
六
卷
 

第

九

•
十
張
、
第
十
一
巻
第
十
五
•
六
張
補
鈔
、
第
十
二
巻
第
三
十
四
. 

三
十
三
張
錯
綴
、
第
二
十
巻
第
三
十
二
張
重
綴
。
第
二
十
巻
尾
牌
記
删
去
。 

毎
冊
首
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
長
井
/
後
人
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「雁

\

門
」 

朱
印
影
、
第
十
六
、
二
十
巻
首
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「
樵
水
漁
山
」
、
同
 

前
副
葉
子
に
無
辺
方
形
陰
刻
「
琴
書
/
半
榻
」
朱
印
影
を
存
す
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
 
A

一
1 一

• 
B

一 
〇
> 

一
〇
冊
 

朝
鮮
姜
栢
年
旧
蔵
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後
補
黄
檗
染
雷
文
繋
地
蓮
華
唐
草
文
空
f

出
s

 

〇
H

ハ
•
三

x
一

六

•

一

糖
)
左
肩
打
付
に
「韻

玉

〈第
幾
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
付
に
同
 

筆
に
て
声
韻
目
を
列
記
、
右
下
方
線
外
「承
十
」
と
書
す
。

白
紙
印
。 

序
、
総
目
、
目
録
の
順
に
綴
し
本
文
。
毎
冊
ニ
巻
。
第
十
三
巻
「
又
十
」 

張
欠
。
第
二
十
巻
尾
牌
記

挖去
。

匡
郭
ニ
ー
.
〇
x

一
二
.
八
糰
に
て
、
収
縮
を
示
す
。

毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
陰
刻
「晉
山
姜
\
栢
年
叔
\
久
之
章
」
朱
印
影
を
 

存
す
る
他
、
毎
冊
首
尾
に
全
南
谷
城
郡
栗
軒
丁
日
宇
氏
「黙
容
室
蔵
」
等
 

の
铃
印
多
し
。

姜
栢
年
、
字
叔
久
、
雪
峰
、
又
閑
渓
と
号
す
。
本
貫
、
慶
尚
道
晋
州
。 

朝
鮮
宣
祖
三
十
六
年
(
一
六
〇
三
)
生
。
仁
祖
五
年
ニ
六
ニ
七
)
こ
科
 

及
第
。
歴
朝
に
重
用
さ
れ
粛
宗
朝
に
左
賛
政
に
至
る
。
文
事
を
ょ
く
し
 

『雪
峰
集
』
『閑
渓
漫
録
』
を
撰
す
。
粛
宗
七
年
(
一
六
八
一
)
歿
。
文
貞
 

と
諡
す
。
以
て
本
版
の
十
七
世
紀
以
前
の
開
刻
、
伝
播
を
証
す
。

<
内
閣
文
庫
(釋
迦
文
院
本
)
三
六
六
ニ
三
ー
〉 

ニ
〇
冊
 

後
補
香
色
漉
目
表
紙
(
ニ
六

•

1
X

一 
五

.
五
*
)
右
肩
よ
り
打
付
に
声
 

韻
目
を
書
す
。
尾
冊
の
み
右
肩
に
「韻
府
群
玉
」
と
墨
書
せ
る
柴
色
地
題
 

簽
様
紙
片
を
貼
附
す
。
改
装
。
本
文
白
紙
印
。
序
、
総
目
、
目
録
の
順
に

綴
し
本
文
。
毎
冊
一
巻
。
第
十
三
巻
「
又
十
」
「
又
十
一
」
張
欠
。
第
二
 

十
巻
尾
牌
記

挖去
。

〈
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
貴
五
ニ
〇
> 

ニ
冊
 

存

卷

三

—

六

巻

五

.
六

補

配

〔明
末
〕
刊
新
增
説
文
王
元
貞
校
本
 

後
補
丁
字
染
艷
出
表
紙
(
ニ
七
.
三
X

一
六
.
七
)
左
肩
打
付
に
「韻
府
 

羣

玉

〈推
〉
」
と
書
し
、
右
肩
ょ
り
打
付
に
韻
目
を
列
す
。
本
文
白
紙
印
。 

〔毎
冊
ニ
巻
〕
。
第
三
巻
首
、
第
四
巻
尾
数
張
欠
。
補
配
別
装
、
次
稿
掲
。 

毎
張
前
半
欄
上
墨
韻
目
標
注
、
本
文
字
目
傍
点
書
入
。

上
記
の
他
、
四
川
大
学
図
書
館
、
湖
南
省
図
書
館
に
同
属
の
明
刻
本
を
 

存
す
る
由
で
あ
る
が
、
本
属
中
の
い
ず
れ
か
の
版
に
当
た
る
も

の

か
、
或
 

は
別
版
に
拠
る
も

の

か
不
明
で
あ
る
。

本
属
は
、
全
巻
に
亙
る
「説
文
」
の
増
入
を
加
え
た
新
増
説
文
明
弘
治
 

七
年
刊
本
を
底
本
と
し
て
、
さ
ら
な
る
増
注
を
試
み
た
も
の
で
は
あ
る
が
、 

も
と
の
弘
治
版
が
翻
版
の
重
層
に
ょ
っ
て
本
文
の
訛
謬
が
深
刻
に
な
っ
て
 

い
た
も
の
を
、
そ
の
点
に
は
手
を
付
け
ず
に
増
注
の
み
を
謳
い
、
そ
れ
も
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毎
韻
の
首
に
僅
か
に
新
注
を
掲
し
て
、
そ
の
他
は
底
本
を
包
摂
す
る
形
で
 

安
易
に
翻
刻
し
た
粗
雑
の
本
文
で
あ
る
。
第
一
に
、
全
く
増
注
の
加
え
ら
 

れ
な
い
韻
す
ら
多
数
あ
り
、
ま
た
増
入
し
た
と
し
て
も
韻
首
の
数
行
で
あ
つ
 

て
、
基
本
的
に
は
翻
刻
の
便
宜
に
根
差
し
た
編
集
で
あ
る
。
ま
た
底
本
に
 

殆
ど
校
正
を
加
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
却
っ
て
本
属
の
本
文
上
の
価
値
を
 

減
じ
て
お

り

、

こ
の
こ
と
は
明
刊
黒
ロ
本
を
継
承
し
た
両
版
に
つ
い
て
も
 

同
断
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
増
説
文
本
の
翻
版
が
種
々
行
わ
れ
た
上
に
、 

さ
ら
に
屋
を
重
ね
た
観
の
あ
る
本
属
派
生
の
意
義
は
、
主
と
し
て
本
書
版
 

刻
の
商
業
的
展
開
の
上
に
あ
る
と
見
て
ょ
い
が
、
本
属
ょ
り
新
た
な
版
刻
 

を
派
生
し
て
い
な
い
点
や
、
本
属
諸
版
本
の
伝
存
の
情
況
を
見
る
と
、
本
 

属
の
新
た
な
増
注
が
、
新
た
な
需
要
を
喚
起
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
模
様
 

で
あ
る
。

本
属
内
の
版
本
系
統
は
、
知
見
の
三
版
に
拠
る
限
り
、
黒
ロ
本
か
ら
そ
 

の
他
の
両
種
が
出
て
い
る
と
見
て
支
障
な
い
。

一
応
図
示
す
れ
ば
、
左
の
 

如
く
で
あ
ろ
う
。

(新
増
説
文
本
)

一
明
弘
治
七
年
安
正
書
堂
刊
本
 

(新
増
直
音
説
文
本
)

〔明
〕
刊
黒
ロ
本
 

丨

〔明
〕
刊
白
ロ
本
 

丨

〔明
末
〕
刊
白
ロ
本

最
後
に
、
こ
れ
ら
の
新
増
説
文
本
及
び
直
音
本
が
、
元
明
間
に
陸
続
と
 

諸
版
を
生
じ
な
が
ら
、
朝
鮮
、
日
本
に
は
翻
版
を
生
ま
な
か
っ
た
理
由
に
 

触
れ
た
い
。
先
ず
こ
れ
ら
の
諸
版
本
が
、
朝
鮮
、
日
本
に
伝
播
し
な
か
っ
 

た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
は
、
伝
存
の
情
況
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、 

新
増
説
文
本
の
嚆
矢
た
る
元
至
正
十
六
年
刊
本
が
室
町
期
の
日
本
に
広
く
 

受
容
れ
ら
れ
た
様
子
は
殊
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
ょ
う
な
前
提
に
立
つ
 

と
、
翻
版
を
生
じ
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
大
略
二
つ
の
理
由
を
考
え
る
 

こ
と
が
で
き
る
ょ
う
に
思
う
。

一
つ
に
は
、
既
に
元
元
統
ニ
年
刊
本
他
の
 

原
本
諸
版
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
に
は
〔
日
本
南
北
朝
〕
刊
本
及
び
朝
鮮
版
 

両
種
を
含
ん
で
い
て
、
本
書
全
体
と
し
て
は
両
朝
に
一
定
量
の
供
給
が
あ
っ
 

た
、
と
い
う
点
に
意
味
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
確
か
に
§

説
文
本
で
は
、 

一
書
に
し
て
『説
文
』
の
字
注
を
も
参
照
し
得
る
新
機
軸
を
以
て
世
に
投
 

じ
た
の
で
は
あ
っ
た
が
、
本
書
の
受
容
に
関
し
て
、
漢
詩
文
制
作
時
の
語
 

彙
の
補
完
に
重
き
を
置
く
場
合
に
は
、
そ
の
方
面
の
増
修
の
行
わ
れ
な
か
っ
 

た
新
版
に
、
自
ら
翻
刻
を
成
す
ほ
ど
の
需
要
を
見
な
か
つ
た
と
い
う
こ
と
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で
は
な
か
ろ
う
か
。
語
彙
の
方
面
の
み
を
以
て
考
え
る
と
、
新
増
説
文
本
 

や
直
音
本
4
原
本
と
変
わ
り
が
な
く
、
本
文
の
転
訛
と
い
う
意
味
で
は
む
 

し
ろ
原
本
に
劣
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
、
そ
れ
ほ
ど
版
刻
の
容
易
 

で
な
か
っ
た
朝
鮮
や
日
本
に
於
い
て
、
敢
え
て
翻
刻
の
底
本
に
は
採
ら
れ
 

れ
な
い
理
由
が
あ
っ
た
か
と
推
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
正
に
語
彙
の
増
 

修
を
目
指
し
た
包
瑜
の
続
編
本
が
出
る
と
、
こ
れ
を
併
せ
た
増
続
会
通
本
 

を
生
じ
て
、
朝
鮮
、
日
本
に
盛
ん
に
刊
行
さ
れ
た
事
実
と
対
照
す
べ
き
で
 

あ
ろ
う
。
ま
た
一
つ
に
は
、
将
来
伝
本
の
量
的
な
増
加
と
い
う
情
況
も
考
 

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
こ
う
し
た
点
の
実
証
は
難
し
い
が
、
原
 

則
と
し
て
、
元
明
刻
本
の
流
通
が
十
分
の
需
要
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
わ
 

ざ
わ
ざ
そ
の
翻
版
を
刻
す
る
に
は
至
ら
な
い
道
理
で
あ
ろ
う
。
特
に
本
邦
 

室
町
期
の
新
増
説
文
本
利
用
の
跡
と
、
そ
の
翻
版
の
な
い
こ
と
と
は
、
そ
 

の
よ
う
に
解
し
て
は
じ
め
て
、
同
時
に
理
解
で
き
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
 

れ
る
。
こ
の
点
は
、
新
増
説
文
本
に
つ
い
て
王
元
貞
が
校
正
を
加
え
、
こ
 

れ
以
後
、
伝
本
の
供
給
に
格
段
の
増
加
を
見
た
後
に
於
い
て
も
、
や
は
り
 

朝
鮮
、
日
本
に
は
そ
の
翻
版
を
見
な
か
つ
た
、
と
い
う
こ
と
と
併
せ
て
考
 

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
事
象
は
複
合
的
な
原
因
を
持
つ
も
の
で
 

あ
ろ
う
が
、
本
稿
に
は
先
ず
上
記
の
ニ
点
を
指
摘
し
て
、
問
題
の
提
起
と
 

し
た
い
。

本
稿
を
以
て
、
王
元
貞
校
刻
以
前
の
新
増
説
文
本
と
、
そ
の
亜
流
た
る
 

新
増
直
音
説
文
本
の
解
題
を
終
わ
る
が
、
引
続
き
補
正
を
加
え
て
行
き
た
 

い
。
ま
た
次
稿
に
は
、
王
元
貞
の
校
刻
を
以
て
画
期
と
す
る
新
増
説
文
本
 

の
更
な
る
展
開
と
、
包
瑜
の
続
編
を
契
機
と
す
る
増
続
会
通
本
の
成
立
と
 

展
開
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

注

(
1
)
 

本
稿

も

柳

田

征

司

氏

「
『
玉
塵

j

の

原

典

r

韻

府

群

玉

j

に
つ
い
て
」 

(
山
田

忠

雄

氏

編

『
國
語
史
學
の
爲
に

j

昭

和

六

十

一

年

五

月

•
笠
間
書
 

院
、
『
體

1

と̂

1

抄
物
の
研
究
』
〔
平

成

十

年

.
武
蔵
野
書
院
〕

に
追
 

補
再
録
)
に
負

う

と

こ

ろ

が非
常
に
大
き
い
。
旧
稿
以
来
の
繰
返
し
と
な
 

る
が
、
本
稿
は
柳
田
氏
の
着
眼
を
重
ん
じ
、
ま

た

氏
の
調
査
に
導
か
れ
つ
 

つ
文
献
研
究
を
深
め
て
、
氏
の
説
#
れ
た
本
書
研
究
の
必
要
を
満
た
す
ベ
 

く

、

版
本
の
考
察
を
進
展
し
よ

う

と

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た

本

稿

は

、 

文
献
学
上
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
本
邦
中
世
期
に
於
け
る
諸
版
本
の
流
伝
 

と
版
刻
に
つ
き
、
中

国

、
朝
鮮
の
版
刻
と
の
関
わ
り
に
於
い
て
論
ず
る
こ

 

と

に

主
眼
を
置
い
て
い
る
。

(
2
)
 

こ
の
清
江
書
堂
に
つ
い
て
、
葉

徳

輝

「書
林
清
話

J

巻

四

「
元
時
書
坊
 

刻
書
之
盛
」

に
、
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。
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楊
氏
清
江
書
堂
、
刻
書
雖
少
亦
始
元
末
迄
明
初
所
刻
。
通
鑑
綱
目
大
全
五
 

十
巻
、
合
尹
起
幸
發
明
、
劉
友
益
書
法
、
王
幼
學
集
覽
、
汪

克

寛

考

異

、 

徐
昭
文
放
證
五
書
刻
之
。
徐
昭
文
放
證
自
序
題
至
正
己
亥
〈
十

九

年

〉

則
 

在

元

末

矣

〈
序
文
後
有
小
榜
云
、
楊
氏
清
江
書
堂
新
刊
〉
。

見

錢

日

記

。 

宣

德

辛

亥

〈
六
年
〉
刻
大
廣
益
會
玉
篇
三
十
卷
、
見

楊

譜

〈
云

、

後
有
木
 

牌
記
云
、
宣
德
辛
亥
孟
冬
清
江
書
堂
新
刊
〉
。

此
由
元
至
正
己
亥
至
明
宣
 

德
辛
亥
雖
僅
七
十
餘
年
、
然
時
經
鼎
革
屹
然
、
與
虞
鄭
ニ
氏
鼎
足
而
存
、 

固
亦
書
林
碩
果
矣
。
大
抵
有
元
一
代
坊
行
所
刻
無
經
史
大
部
及
諸
子
善
本
、 

惟
醫
書
及
帖
括
經
義
淺
陋
之
書
傳
刻
最
多
、
其
時
朝
廷
以
道
學
籠
絡
南
人
、 

士
子
身
進
儒
學
與
雜
流
並
進
。
國
祚
簡
晒
、
成
風
觀
於
所
刻
之
書
、

可
以
 

覘
一
代
之
治
忽
矣
。

こ

の

ぅ

ち
冒

頭

の

「
通
鑑
綱
目
大
全
」
至

「
五
書
刻
之
」

の
条
は
、

銭
 

大

听

r竹
汀
先
生
日
記
鈔
』
卷

ー

「
所
見
古
書
」

中

に

見

え

る

(
「
五
十
 

巻
」
原

作

「
五
十
九
卷
」
)
。
葉
氏
は
、
元

至

正

十

九

年

(
一
三
五
九
)

の
 

「
通
鑑
綱
目
大
全
」
刊
刻
ょ
り
明
宣
徳
六
年
(
一
四
三
一
)

の

「
大
廣
益
 

會
玉
篇
」
刊

刻

(
r

広
韻

j

と
同
時
の
篇
韻
合
刊
本
か
、
『留
真
譜
』

初
編
 

巻
三
—
十

二

.
三

及

び

『
中
国
版
刻
総
録
』
図

版

三

五

八

.
九

参

照

)

の
 

間
に
楊
氏
清
江
書
堂
の
存
続
を
認
め
、
同
じ
建
安
の
虞
氏
務
本
堂
、

鄭
天
 

沢
宗
文
書
堂
と
共
に
、
元
明
間
の
変
革
期
を
乗
り
切
つ
た
書
肆
と
し
て
揚

言
し
た
の
で
あ
る
が
、
銭

記

に

は

「
通
鑑
綱

目

大

全

五

十

九

卷

〈
序
文
後
 

有
小
榜
云
、
楊
氏
清
江
書
堂
新
刊
〉
、
合

尹

起

莘發

明

(
注
略
、
以
下
同
)、 

劉
友
益
書
法
、
王
幼
學
集
覽
、
汪
克
寛
考
異
、
徐

昭

文

玫證

〈
上

虞

人

、 

至
正
己
亥
自
序
〉
五
書
刻
之
」
と
あ
り
、
銭

氏

の

書

き

止

め

た

「
通
鑑
綱
 

目
大
全
」
は
、
徐

昭

文

「
放
證
」
自

序

に

至

正

己

亥

(
十
九
年
)
と
題
す
 

る
の
み
、
清
江
書
堂
の
榜
記
も
総
序
後
の
如
く
で
あ
る
。
原
本
を
閲
し
得
 

な

い

が
、
楊
氏
刊
記
と
該
本
の
開
版
と
を

元
末
に
懸
け
ら
れ
る
も
の
で
は
 

な

か

ろ

ぅ

と
思
わ
れ
る
。
「
通
鑑
綱
目
大
全
」

に
は
、
「
新
刊
資
治
通
鑑
綱
 

目
大
全
五
十
九
巻
/
明
書
林
楊
氏
清
江
書
堂
刻
本
」
と

「
新
刊
紫
陽
朱
子
 

綱
目
大
全
五
十
九
卷
首
ー
卷
\
明
嘉
靖
十
年
書
林
楊
氏
清
江
書
堂
刻
本
」 

の
伝
存
を
聞
く
 
(
『
中
国
古
籍
善
本
書
目

J
)
。

(

3

)

 

該
本
の
収
蔵
及
び
伝
来
、
版
式
等
に
つ
き
、
井
上
進
氏
の
御
指
教
を
得
 

た
。

(

4

)

 

末

松

保

和

氏

「
放
事
撮
要
と
そ
の
冊
板
目
録
」
(
『青
丘
史
草

j

第

二

、 

昭
和
四
十
一
年
七
月
、

r朝
鮮
史
と
史
料
末
松
保
和
朝
鮮
史
著
作
集
6

j

 

〔
平
成
九
年
、
吉
川
弘
文
館
〕
に
再
録
)
に
指
摘
が
あ
る
。

(

5

)

 

拙

稿

「
〔
元
〕
刊

本

系

『古
今
韻
会
挙
要

j

伝
本
解

題

—

本
邦
中
世
期
 

漢
学
研
究
の
た
め
の
ー
」

(
『
日
本
漢
学
研
究

J

第
一
号
、
平
成
九
年
十
一
 

月
)
四
十
一
頁
及
び
図
版

54.

55参
照
。
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(
6
)
 

た

だ

所

謂

「
冊
板
目
録
」

に

は

r韻
会
』

『
韻

府

j

の
両
書
を
登
載
し
 

な
い
も
の
の
よ
ぅ
で
あ
る
。

(
7
)
 

こ
の
点
に
つ
き
目
録
学
、
歴
史
学
上
の
言
及
が
あ
り
、
例

え

ば

f

世
宗
 

実
録

j

や

r
放
事
撮
要

j

収

録

の

「
冊
板
目
録
」

に
基
づ
い
て
、

地
方
官
 

庁
の
造
板
、
蔵
板
の
事
情
が
説
か
れ
て
い
る
(
注

<

4

〉
末
松
氏

#

^

)

。
 

本
稿
で
は
こ
ぅ
し
た
知
見
と
、
実
際
の
伝
本
に
基
づ
く
知
見
と
の
整
合
す
 

る
点
の
記
述
に
、

一
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

(
8
)
 

本
版
の
印
行
に
つ
い
て
、
布
施
美
術
館
蔵
本
第
十
四
巻
の
料
紙
に
銅
活
 

字
試
印
反
故
を
用
い
た
例
を
基
に
内
府
で
の
印
行
を
推
測
し
た
が
〔
前
輯
 

四
〇
七
頁
〕
、
当

該

の

巻

は

〔朝
鮮
前
期
〕

刊
本
に
よ
る
補
配
部
分
に
当
 

た
る
の
で
、
こ
れ
を
本
版
に
懸
け
た
の
は
失
考
で
あ
る
。
記
し
て
訂
正
し
 

た
い
。

(

9

)

 

該
本
の
襲
蔵
及
び
改
装
等
に
つ
い
て
、
大
韓
民
国
国
立
中
央
図
書
館
の
 

李
惠
銀
氏
に
御
指
教
を
得
た
。

以
下
の
同
蔵
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
 

る
。

(

10)

 両
名
の
応
挙
に
つ
い
て
、
前
稿
に
は
小
科
、
大
科
の
判
別
を
能
く
し
な
 

い
点
が
あ
っ
た
の
で
補
正
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
延
世
大
学
校
中
央
 

図
書
館
の
金
永
元
氏
に
御
指
教
を
得
た
。

(

11)

 元

元

統

三

年

二

三

三

五

)
刊

f

広
韻

J
、

同

後

至

元

四

年

(
一
三
三

八
)
刊

r春
秋
集
伝
釈
義
大
成
』
、

同

六

年

刊

『
伯

生

詩

後

(
続

編

)j

 

(
目

録

末

「
時
至
元
後
庚
辰
劉
氏
日
新
堂
謹
識
」
記
)
、
同

年

刊

『
掲
曼
碩
 

詩
集
』

(
目

録

首

「
至
元
庚
辰
季
春

日

新

堂

印

行

」

記

)
、

同
七
年
刊
 

『朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
』
、

元

至

正

元

年

(
一
三
四

一
)

刊

r

朱
子
 

成
書
』
、

同

ニ

年

刊

『
四
書
輯
釈
大
成
』
、

同

年

刊

『
増
広
事
聯
詩
学
大
 

成

j
、

同

六

年

刊

『漢
唐
事
箋
対
策
機
要

J
、

同

七

年

刊

『
詩
経
疑

問

j

 

(
序

末

署

「
時
至
正
丁
亥
蒲
節
建
安
書
林
劉
〈
錦

文

〉
叔

簡

」
)
、

同
八
年
 

刊

『春
秋
胡
氏
伝
慕
疏
』
(自

跋

後

「
建
安
劉
叔
簡
莱
于
日
新
書
堂
」
記
)、 

元

(
一
説
同
九
年
)
刊

『太
平
金
鏡
策
」
附

『
答

策

秘

訣

』

(
巻

末

「
□
 

□
□
ロ
孟
秋
建
安
日
新
堂
謹
誌
」
記
、
附

刻

首

署

「
建

安

劉

〈
錦
文

〉
叔
 

簡
輯
」
)
、
同

十

二

年

刊

r

詩
集
伝
通
釈
』
(
「
詩
傳
綱
領
」
首

題

「
建
安
劉
 

氏
日
新
堂
校
刊
」
、
第

一

巻

尾

「
至
正
壬
辰
仲
春
日
新
書
堂
刻
梓
」

記

)
、 

同

十

四

年

刊

『
書
集
伝
音
釈

J
、

同

十

五

年

刊

r

増
修
互
註
礼
部
韻
略

J
、 

同

十

七

年

刊

r

明
本
排
字
九
経
直
音
」
、
元

刊

『
新

編

方

輿

勝

覧

j

等
の
 

元
末
の
版
刻
や
、
そ
の
他
若
干
の
刻
書
伝
鈔
本
(
丁

丙

r善
本
書
室
蔵
書
 

志

j

録

「
春

秋

金

鎖

匙

一

巻

〈影
元
刊
本
〉

(
中

略

)

巻
末
有
至
正
癸
丑
 

日
新
堂
刊
八
字
」
。
至
正
癸
丑
は
明
洪
武
六
年
相
当
と
さ
れ
る

<
r

書
林
清
 

話

j
巻
四
〉
)
等
の
著
録
に
も
知
ら
れ
る
。
但

し

葉

徳

輝

r

書

林

清

話

j

 

巻

四

「
元
時
書
坊
刻
書
之
盛
」

で
は
、
右

の

ぅ

ち

の

r朱
文
公
校
昌
黎
先
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生
文
集
」

r朱
子
成
書
」

r

増
修
互
註
礼
部
韻
略
』
『
明
本
排
字
九
経
直
音

j

 

の

四

書

を

「
日
新
書
堂
」

の
下
に
別
掲
し
、
劉
氏
日
新
堂
と
は
区
別
し
て
 

い
る
。

(

12) 

r

国
立
中
央
図
書
館
善
本
解
題
I

』
参
照
。

(

13)

 こ

の

「
國

\

賢
」
印
に
つ
き
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
等
に
 

収
蔵
書
中
に
す
る
清
原
国
賢
所
用
印
影
と
比
較
を
試
み
た
が
、

同
種
の
も
 

の
を
得
な
か
っ
た
。

(
14)

 『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
第
三

J

一
八
三
五
参
照
。

S

阿

部

隆

ー

氏

^11中
国
訪
書
志
』
収

録

「
酬
_
诚
故
宮
博
物
院
楊
氏
観

海
堂
善
本
解
題
」
子
部
類
書
類
参
照
。

(

16) 

f

天
理
図
書
館
稀
書
目
録
和
漢
書
之
部
第
四

J

六
一
三
参
照
。

(

17)

 『
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録

J

ニ
ニ
〇
参
照
。

(
18)

 伊

藤

東

慎

氏

r

黄
龍
遺
韻
』
参
照
。

(
19)

 注

(
14)
目
録
一
八
三
四
参
照
。

(
20)

 注

(
14)
目
録
一
八
三
三
参
照
。

(

21)

 宣

徳

間

(
一
四
ニ
六
—

三
五
)
刊

r

書
伝
大
全
通
釈

J 
(
第
三
巻
首
題
 

下

「
書
林
三
峯
劉
氏
日
新
書
堂
重
刊
」
記
)
、
成

化

四

年

(
一
四
六
八
) 

刊

r新
刊
宋
学
士
夾
潦
先
生
六
経
奥
論
』

(序

後

「
書
林
劉
氏
日
新
堂
刊
」 

牌
記
)
、
同

年

刊

『
歴
代
道
学
統
宗
淵
源
問
対
』
、
同

十

一

年

刊

r

標
題
詳

注
十
九
史
音
義
明
解
」
(
劉
氏
日
新
書
堂
)
、
同

年

刊

r

増
修
箋
注
妙
選
群
 

英
草
堂
詩
餘

J
、

弘

治

間

(
一
四
八
八
—

一
五
〇
五
)
刊

『
資
治
通
鑑
綱
 

目

J
、

弘

治

十

七

年

刊

『新
刊
通
鑑
一
勺
史
意
」

(
劉

氏

日

新

書

堂

)
、

同
 

十

八

年

刊

r

東
漢
文
鑑

〗、
正

徳

六

年

(

一

五

一

一

)
刊

『
性
理
群
書
集
 

覧

j 
(第

十

七

巻

後

「
書
林
劉
氏
日
新
堂
刊
」
牌
記
)
、
同

年

刊

r

太
医
院
 

経
験
奇
效
良
方
大
全
』

(総

目

後

「
正
德
辛
未
孟
夏
日
新
書
堂
重
刊
」

牌
 

記
)
、
同

十

年

刊

『
続
真
文
忠
公
文
章
正
宗

J
、

同

十

五

年

刊

『
張
東
海
先
 

生
文
集
』
、
嘉

靖

七

年

(

一

五
二
八
)
刊

『
新
刊
太
医
院
外
科
心
法
』
、

同
 

八

年

刊

『
新
刊
医
林
類
証
集
要

r

同

四

十

三

年

刊

r

類
編
傷
寒
活
人
書
 

括
指
掌
図
論

j

等
が
知
ら
れ
る
。
右

の

ぅ

ち

首

の

『書
伝
大
全
通
釈

j

は
、 

r

中
国
善
本
書
提
要
』
『
北
平
図
書
館
善
本
書
目
』
著
録
、
両
者
と
も
宣
徳
 

間
の
版
刻
に
擬
す
。
前
者
に
拠
れ
ば
、
目

後

に

「
直
徳
乙
卯
歳
仲
秋
日
守
 

中
書
堂
鼎
新
刊
行
」
牌
記
を
存
す
る
由
、
王

氏

按

「
劉
氏
日
新
堂
開
設
在
 

元
、
此
又
題
作
守
中
書
堂
者
、
疑
入
明
以
後
、
子
孫
分
其
業
、

又
各
立
堂
 

名
故
也
」
。

(

22)

 こ
の
点
、
注

(
1
)
柳
田
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

(

23)

 注

(
14)
目
録
一
八
三
三
参
照
。

(

24)

 孫

星

衍

『平
津
館
鑑
蔵
書
籍
記
』
補
遺
著
録
本
。
但

し

「
新
增
直
音
説
 

文
韻
府
羣
玉
廿
卷
」

に
係
る
。
孫

記

「
目
録
上
平
聲
下
注
云
、

新
增
一
東
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宗
風
戎
四
韻
并
新
序
首
八
十
板
、
當
是
重
刊
人
所
記
」
。

全
文
は
本
文
ニ
 

四
三
頁
に
掲
載
し
た
。

(

25)

 宮
内
庁
書
陵
部
蔵
宋
刊
本
『
重
広
分
門
三
蘇
文
粋
』
二

八

冊

(五
〇
一
一
- 

四
 
ニ
ー
) 
所
用
帙
同
エ
。

(

26)

 注

(
16)
目

録

一
〇
〇
三
参
照
。

(

27)

 明
前
期
の
新
増
説
文
本
諸
版
を
閲
す
る
と
、
し
ば
し
ば
他
に
比
べ
て
磨
 

滅
の
著
し
い
板
木
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
。
現
在
ま
で
そ
の
一
々
を
対
査
 

し
て
い
な
い
の
で
確
言
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
は
恐

ら

く

底
本

の

板

木

自

 

体
を
新
版
に
組
み
入
れ
て
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
と
の
至
正
版
か
 

ら
し
て
元
統
版
の
原
板
を
流
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
ぅ
し
た
現
 

象
は
至
正
版
の
場
合
と
同
様
に
、
原
板
保
有
者
か
ら
の
版
権
の
分
譲
に
関
 

わ
る
事
柄
と
受
け
取
ら
れ
、
建
陽
書
林
等
、
明
季
坊
間
の
版
刻
の
連
鎖
を
 

考
え
る
際
に
、
款
式
や
本
文
と
併
せ
、
十
分
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
 

れ
る
。

(

28) 

r

図
書
寮
漢
籍
善
本
書
目
』
子
部
類
書
類
参
照
。

(
29)

 李

国

慶

氏

r

明
代
刊
ェ
姓
名
索
引

j

に
拠
る
と
、
こ
の
陳
禮
の
名
は
隆
 

慶

六

年

ニ

五

七

ニ

)
刻

本

『籌
海
図
編
』
及

び

万

暦

三

十

四

年

(
一
六
 

〇
六
)
刻

本

『
八
代
詩
乗

J

に
も
存
す
る
由
で
あ
る
が
、
異
同
を
審
か
に
 

し
な
い
。

(

30)

該
本
に
つ
い
て
、
『
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
古
書
目
録
第
二
輯

j

に
 

「
新
增
説
文
韻
府
羣
玉
」
と
著
録
す
る
が
、

こ

れ

は

補

配

の

第

五

.
六
巻
 

首
題
と
、
第
三
巻
の
首
を
欠
く
の
と
、
該
版
第
四
卷

首

題

に

「
直
音
」

の
 

二
字
を
欠
く
た

め

と

思
わ
れ
る
。

〔
附
記
一
〕

ご
自
身
の
収
蔵
に
な
る
誠
庵
文
庫
本
の
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
っ
た
誠
庵
古
書
博
物
 

館

長

趙

炳

舜

氏

に
深
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

文
献
調
査
を
お
許
し
下
さ
っ
た
著
録
本
収
蔵
諸
機
関
の
関
係
各
位
に
篤
く
御
礼
を
 

申
し
上
げ
ま
す
。

〔
附
記
ニ
〕

本
稿
は
、
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
.
特

定

領

域

研

究

(
A

) 

「
東
ア
ジ
ア
出
版
文
化
の
研
究
」
計

画

研

究

「
和

漢

の

辞

書

.
類
書
の
書
誌
的
研
究
」 

に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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